

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ある少年による回答




第一章　履歴書の職歴欄に【勇者】って書く勇気がある奴は、本当の勇者かもしれない。

第二章　魔王の誘いには乗らない！……でも断ると失礼な場合も、あると思うんだ。

第三章　禁断の地に足を踏み入れた者は、地獄と地獄と地獄を味わうという。

第四章　冒険の終わりって、どんなだろう……考えているうちに眠ってしまった。

第五章　通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃の母さんは、どこまでも母さんですか？



エピローグ

あとがき


















口絵・本文イラスト　飯田ぽち。

















プロローグ　ある少年による回答









【問：母親と仲がいいか】

　まあ悪くはないと思う

【問：母親と話をするか。どれくらい話をするか】

　気が付くと普ふ通つうに話してる

【問：最近母親に言われて嬉うれしかったことは何か】

　成長したわね、とか、認めてくれる言葉が地味に嬉しい

【問：最近母親に言われて嫌いやだったことは何か】

　やっぱり俺をあだ名で呼ぶこと……だけど、もうそのままでもいいかなと思ってる

【問：母親と一いつ緒しよに買い物などに出かけることはあるか】

　荷物持ちとして、ちょいちょい行く（ただしピーク時の食材店だけはもう勘かん弁べん）

【問：母親の手伝いをするか】

　あまり手伝いになってないかもだけど、少しするようになった

【問：母親の好きなものを知っているか】

　家事とバーゲンセール……と、息子むすこと一緒に過ごす時間

【問：母親の嫌きらいなものを知っているか】

　台所に出るＧ

【問：母親のいいところは？】

　たくさんあるけど、書くスペースが足りないから割かつ愛あい

【問：母親の悪いところは？】

　それなりにあるけど、まあ大目に見てやる




【問：母親と一緒に冒ぼう険けんの旅に出たら仲良くなれますか？】








第一章　履り歴れき書の職歴欄らんに【勇者】って書く勇気がある奴やつは、本当の勇者かもしれない。









　大陸最さい北ほく端たんの岬みさきから、一日のわずかな時間だけ現れる浅あさ瀬せの道を通り、さらに北上した場所。

　世界の終点を示す壁かべのような断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきがあり、いつの時代のものかわからない階段が、遥はるか雲の上まで続いている。

　天体や星座のレリーフで彩いろどられているその階段を上りきったら、何があるのか……

　まだ見ぬ光景を思い描えがきながら、勇者真まさ人とはずんずん進む。

「だいぶ上ってきたけど、まだまだ先が見えないな……みんな、大だい丈じよう夫ぶか？」

　先頭を行く真人が振ふり返ると、仲間たちの姿がかなり後ろの方にある。

　賢けん者じやワイズと癒ゆ術じゆつ師しメディは、なんかもう疲つかれた表情だ。

「ちょっと真人。もうちょっとペース落としてもよくない？」

「ダンジョンは逃にげませんよ。急がなければならない理由はありません」

「それはそうだけどさ。それはそうだけど、早く到とう着ちやくしたいじゃんか。だって久しぶりのクエストだぞ？　反はん抗こう組織も、親子の難しい問題も絡からんでいない、純じゆん粋すいなクエストなんだぞ？　やる気出ちゃうだろ」

「確かに、そういう部分はありますが……」

「それでなくとも、ここは〝天空の遺い跡せき〟と呼ばれる場所だからな！　そりゃもうテンション上がりまくっちゃうよな！　うおおおっ！　天空の遺跡！　上がっちゃうな！」

「それはあんただけよ」

「いやいや、そんなことは……」

「真人君だけですよ。自分ばかり楽しんでいないで、私たちの後ろをよく見てください」

　ワイズとメディのさらに後方に、旅商人ポータと、ポータに手を引かれて階段を上っている真ま々ま子この姿がある。

　ポータはまだまだ元気そうだが、真々子はちょっとお疲れのようだ。

「愛する息子のわがままを叶かなえるため、睡すい眠みん時間を削けずって早起きした結果ね」

「お弁当を用意して、お洗せん濯たくをして、お掃そう除じまでして。いくら真々子さんでも疲れてしまいますよね。最愛の息子のわがままを叶えるためとはいえ」

「ぐっ……」

　かなり事実なので、真人は返す言葉がない。

　そして迷ったのは一いつ瞬しゆんだけ。

　真人は踵きびすを返し、階段を駆かけ下りてポータと真々子のところに駆け付けた。

「あ、真人さん！　どうかしたんでしょうか！」

「気持ち的に、ちょっとな。……母さん、大丈夫か？」

「あらあら、お母さんのことを心配してくれるの？　嬉しいわ。こんなにいい子に育ってくれて……ううっ」感かん涙るい

「そういうのいいから。……ほら」

　真人は真々子に背中を向けて、その場にしゃがんだ。

「あらあら、何かしら」

「母さんが疲れてるっぽいから、背負って行ってやる。見ればわかるだろ」

「マー君……！」

「別にしなくていいなら、いいんだけどぅぉっ!?」

　まずは肩かたに、のっしりと、大きな胸が遠えん慮りよなく乗っかって、真々子が真人の背中にしっかりとしがみついてきた。

「マー君がこんなことしてくれるなんて、夢みたいだわ。ううっ！」感涙！

「だから、いちいち感動しなくていいって！　これくらい普通だから！　ほら立つぞ！」

「ええ、いいわよ」

　真人は両足に力を込こめて、立ち上がる。

　意外とあっさり立ち上がれた。

「（母さん……意外と軽いな）」

　真々子は、胸だけで言えば重量感はかなりのものだが、全体的には軽々と背負える程度の体重しかない。拍ひよう子し抜ぬけするほどだ。

「マー君や、いつもすまないわねぇ」

「いきなりお婆ばあちゃんみたいなこと言うなよ」

「うふふ、冗じよう談だんよ。でもこれなら老後も安心ね」

「気が早すぎだから。どんだけ先の話だよ」

「そんなの、あっという間の話よ」

「マジですか」

　すぐ隣となりにある真々子の顔をチラ見して、真人はふと思う。「その顔のまんま、お婆ちゃんやってそうだな」「そうかしら」本気でそんな気がするから困る。

　と、真々子が真人の頭を優やさしく撫なでてきた。

「それにしても、マー君がこんな風に、お母さんをおんぶしてくれるようになるなんて……このゲームを始める前は、夢にも思わなかったわ」

「まあな。俺も、まさか自分がこんなことをするようになるとは、夢にも思わなかった」

「親子で一緒に冒険して、たくさんの親子に出会って、いろんな問題を解決して……」

「そうしているうちに、俺たち親子も、なんやかんやで仲良くなってたわけだ……」

　親子で同じ方向を見つめる。

　断崖絶壁から見える、空、雲、海、陸地。ここはゲーム世界。

　すぐ隣には、何やら楽し気なポータの笑え顔がおがある。階段の少し先には、仲良し親子の様子を微笑ほほえましく見守っているワイズとメディがいる。

　冒険の世界、仲間との絆きずな、自分たち親子の絆。

　真人はどうしてこれだけのものを得られたのか。

　国の政策として行われた匿とく名めいの意識調査に、真人がうっかり名前を記入してしまったことも、きっかけの一つではあるが。

「（そもそも母さんが申し込みをしてくれてたんだよな）」

　自おのずと感謝の気持ちが湧わき、真人は真々子へ、お礼の一つでも……なんて思った時だ。

　断だん末まつ魔まの叫さけびような、気味の悪い鳴き声が辺りに響ひびいた。

「あっ、モンスターが来ます！　気を付けてください！」

　咄とつ嗟さに周囲に目を走らせたポータが、階段の先の上空を指さした。

　広げた両りよう翼よくの長さが、ゆうに十メートルはありそうな、巨きよ大だいな怪かい鳥ちようが直ちよつ滑かつ降こうで迫せまってくる。ボスクラスのモンスターだ。

　戦せん闘とうが幕を開ける。ポータが一目散に退たい避ひした。ワイズは魔ま法ほう書を、メディは杖つえを、それぞれ構えて迎げい撃げき態勢を整えている。

　真人も負けてはいられない。何故なぜなら天空の勇者だから！

「よし来た！　空の敵！　俺の獲え物ものだ！……母さん！」

「わかったわ。攻こう撃げきするわね。えいっ」

「いや俺の背中から降りて……！」

　言い終わる前に、真々子の攻撃。

　大地の聖せい剣けんテラディマドレを振り抜くと、岸がん壁ぺきから大量の石せき刃じんが突つき出し、怪鳥をものの見事に貫つらぬいた。巨大な鳥の姿が崩くずれ落ち、大量のジェムへと変わっていく。

　天空の遺跡の入り口付近を守護するボスを倒たおした！

「うふふ！　マー君、お母さんやったわ！」

「そ、そうだな。いつも通り、当たり前のようにやってくれたな……」

　真人と真々子はもう立派な仲良し親子だ。真人の心も立派に成長している。もうこんなことくらいではギャーギャー騒さわがない。全然平気。全然ちっとも怒おこっていない。

　でもまあ、言おうとしていたお礼は言わないことにする真人だった。







　一行は再び階段を上り始めた。

　もう雲に触ふれられるほどの高さまで上ってきたが、階段はまだ続いている。

　ワイズとメディはもちろん、純粋に楽しんでいたポータさえも、ちょっとお疲れちゃんになってきた。仲間たちは、ぐったりモードだ。

　だが先頭を行く二人は。

「なあ母さん！　天空の遺跡には何があるんだろうな！　楽しみだな！」

「お母さんは、楽しそうなマー君を見ているだけで、もう充じゆう分ぶんに楽しいわ。うふふ」

「天空の遺跡ってことは、つまり、この俺のための遺跡だよな！　間ま違ちがいない！」

「そうね。だってマー君は、天空に選ばれし勇者だものね。うふふ」

「ああそうとも！　俺が天空の勇者だ！……伝説によると、この遺跡には、天空の勇者が泣いて喜ぶ何かがあるらしい……もうワクワクしちゃうよな！」

「きっとマー君が大喜びするものがあるのね。楽しみね。うふふ」

　親子でキャッキャしながら、真々子をおんぶした真人がずんずん進んでいく。……だいぶ後ろの方から、大きなため息が二つ聞こえた気がしたが、まあ気のせいだ。気にしない。

　その勢いのまま、雲を突き抜けると。

　天空の聖剣フィルマメントの意い匠しようとよく似た、太陽や月のマークが刻まれている大きな石の扉とびらが見えてきた。

「おおっ！　ここ、絶対に何かあるぞ！……母さん！」

「ええ、そうね」

　返事じゃなくて、背中から降りてもらいたかったのだが、真々子はおぶさったままだ。

　それならそれでもう別にいいやと、辛しん抱ぼうたまらん真人はそのまま石の扉の前に立った。

　石の扉は固く閉とざされている。

「どうすれば開くのか……ああそうだ。依い頼らい書に何か書いてあるかも」

　真人は懐ふところから依頼書を取り出し、目を通す。

　調査目的であるクエストの概がい要ようや、現地への行き方などの他ほかに……内部を攻こう略りやくするにはパーティ内に勇者が一名以上いることが必ひつ須すだと記されている。

　念のため、依頼書を真々子に渡わたして確かく認にんしてもらった。「書いてあるよな？」「ええ。書いてあるわ」必要条件は勇者の存在で間違いない。

「条件は満たしている……となると、勇者であることを証明する必要がある、とかか？」

　物は試ためしだ。

　真人は、天空の勇者の証あかしである聖剣フィルマメントを鞘さやから抜き、高らかに掲かかげた。

　石の扉に対して宣言する。

「俺の名は真人。この通り、天空に選ばれし勇者だ」

「天空の勇者もそうだけど、お母さんの自じ慢まんの息子むすこ勇者でもあるわよね。うふふ」

「母さんはちょっと黙だまっていてくれるかな。今、大事なとこだから。じゃあ、あらためて……天空の遺跡よ。俺の呼びかけに応じ、道を開け！」

　すると石の扉が……！

　ピクリとも動かない。

「あ、あれ？　おかしいな。開かないはずないと思うんだけど……」

　そうだ勇者が触れると開く仕組みだ。触れてみた。開かない。

　いや聖剣を石の扉に触れさせる必要があるのだ。触れさせてみた。開かない。

　ノックしてみた。開かない。力任せに押してみた。開かない。逆に引っ張ってみた。開かない。開けゴマ。開かない。

　目にじわじわと涙なみだを溜ためながら、「開けてくださいお願いします！」頼たのみ込んでみた。

　開かない。

「な、なんでだよおおおおっ！　俺、天空の勇者だるおおおおっ!?　だよねええええっ!?」

「マー君、大だい丈じよう夫ぶよ！　落ち着いて！　たとえ天空の勇者じゃなくても、お母さんの自慢の息子勇者よ！」

「母さんはちょっと黙っててええええっ!?」

「ちょっと真人。うるさいわよ。何を騒いでるのよ」

　ワイズたちがやっと追い付いてきた。

　真人は説明できる精神状態にない。代わりに真々子が説明して、ワイズに依頼書を手渡した。

　ワイズ、メディ、ポータの三人が、頭を寄せて依頼書をじっくり調べていく。

「これ、普ふ通つうの依頼よね。シラーセさんの釣つりとかじゃなくて」

「久しぶりに普通のクエストをしようと、カーサーン王都の冒ぼう険けん者ギルドで普通に受注したものですからね。そういった意味では、おかしなところはないかと……」

「あっ！　待ってください！」

　目め利ききのポータがふと気付き、依頼書の下部を指さした。

　非常に狭せまい余白スペースに、極きわめて小さな、手書きの文字で、注意書きがされている。

【※時期によっては挑ちよう戦せんできない場合があります。詳くわしくは、最も寄よりの冒険者ギルドにいるかもしれない謎なぞの修道女にお尋たずねください】

　だそうだ。

「あー。なんか見覚えある筆ひつ跡せきかも」

「ポータちゃん。誰だれの筆跡か、鑑かん定ていできますか？」

「はい……シラーセさんの字です……」

　泣きながら地面を引っぱたいている真人へ、心からの慰なぐさめの視線を送るワイズたちだった。







　一行は転送魔法で最寄りの宿場町まで戻もどってきた。

　もう誰にも止められないほど荒あらぶっている真人を先頭に、冒険者ギルドのドアを突き飛ばして駆かけ込むと！

　飲食スペースで暢のん気きにお茶している謎の修道女が、やっほー、と手を振ふって挨あい拶さつしてきた。シラーセだ。

「シラーセさんっ！　あんた何してくれてんですかっ！」

「はて、なんのことでしょうか」

「とぼけないでくださいよっ！　これですよ、これ！」

　シラーセのしれっとした顔に、依頼書を突きつけてやると！

「依頼書ですね」しれっと

「はいそうですね！　でもそうじゃなくて、問題はここに書かれていることですよ！　天空の遺い跡せきに行ってみたら、扉が開かないんです！　この俺が、勇者の俺が、ちゃんといるにもかかわらず！」

「でもって、あたしたちが依頼書を確認してみたら……」

「シラーセさんと思おぼしき筆跡の注意書きがあった、というわけです」

「この筆跡は、シラーセさんのものに間違いありません！」

「ということで、シラーセさんは何か知っていたりするのかしら。もし知っているなら、マー君のためにお知らーせしてほしいわ」

「なるほど。そういうお問い合わせでしたか」

　真々子たちが口々に尋ねると、ちゃんと事情を理解してくれたようで……

　シラーセは、いきなり椅い子すにふんぞり返って、偉えらそうな態度になった。

「そういうことでしたら、私が非難される謂いわれはありませんね。それどころか、感謝されてもいいくらいです。……そのクエストは、正しよう真しん正しよう銘めい、正規のクエストであり、私は内容に一いつ切さい関かん与よしておらず、善意で注意喚かん起きしておいたのですから」

「え？……そ、そうなんですか？」

「間違いありません。……まあ、このクエストを受注できるのは真人君たちに限定されますから……適当に無む駄だ足あしを踏ふんでもらえば、準備のための時間稼かせぎができるかも、などと期待したりもしましたが……」

「え？　何か言いましたか？」

「いえいえ別に。私の密ひそかな期待が、とても見にくい小さな文字として現れてしまったようですね、などとは言っていませんよ。……とにかく、この件に関しては、今申し上げた通りです。私は何も仕組んでいません。それは事実です」

「なるほど。この件に関しては、ですか」

　真人が懐かい疑ぎ的にじーっとうかがうと。

　シラーセは、いまだかつて見せたことがないような、とびきりの笑え顔がおを向けてきた。

「では耳寄りな情報をお知らーせいたします」

「くっ、レアな笑顔で押し切られる！　だが俺は負けない……！」

「勇者である真人君がいながら、どうして道が開かれなかったのか。お答えしましょう」

「負けました。知りたいです。教えてください」

「理由は簡単ですよ。……真人君、ステータス画面を開いてみてください」

「ステータス画面？」

　真人は目の前の空間を適当に指で弾はじいて、ステータス画面を立体表示させた。

　ＨＰやＭＰ、ＳＴＲやＤＥＦ、さらには装備品など、真人の現在の状態を表す様々な数値と品名が表示されているのだが……

　なぜか職業名だけ表示がない。

「なんだこれ？　バグってるのか？」

「有り体ていに言ってしまえば、その通りです。……皆みなさんのご活かつ躍やくにより、本ゲームは正式サービス化に向けた作業が順調に進んでいます。現在はシステムチェックの真っ最中。様々な要素の確認と再設定が頻ひん繁ぱんに行われている、という状じよう況きようなのですが、その際に不具合が発生しまして……」

「真人だけ職業がリセットされて、無職になったわけ？　何それ面おも白しろすぎでしょ。ぷぷっ。うけるー」

「いいえ。この世界に存在する全すべての方に、同様の不具合が発生しています」

「え？」

　調子こいていたワイズが慌あわててステータス画面を開いた。「ちょっ、マジじゃん！」ワイズの職業も表示されていない。

　ポータとメディも、それぞれ自身のステータス画面を見つめて、困こん惑わくした表情を浮うかべている。

「はわわわ！　自分、無職になっちゃいました！」

「ゲーム内での職業とは言え、あまりいい気はしませんね……」

「あくまで表記上の問題であり、その職業としての能力や装備制限などは問題なく維い持じされていますので、あまり悲観なさらないように。……ところで、真々子さんの職業表記はいかがですか？」

「私の職業は……」

　真々子もステータス画面を開いた。これまで【普通の勇者の母親】と記されていた職業欄らんには……

【マー君のお母さん】

　別の表記がある。

　シラーセがささやかに苦く笑しようした。

「どうやっても一いつ括かつ再設定を受け付けない部分がどこかにあると、担当部署の者が話していましたが……原因はここだったようですね。真々子さんが自力で設定してしまっていたようです」

「おい母さん。何やった。何をどうすればこうなる。正直に言え」

「お母さんは何もしてないわ。でも、お母さんはマー君のお母さんだから、何も間ま違ちがっていないわよね」にっこり

「答えになってないぞ」

「何時いつ如何いかなる時でも、たとえ単なる表記上でも、真人君の母親であることは絶対。そんな真々子さんの母なる力が、またしても不可能を可能にしてしまった、ということですね。まあいつも通りです」

「そうね。やっぱ真々子さんだわ」

「安定の真々子さんですね」

「はい！　ママさんです！」

　みんなで真々子を囲んで、笑い合って、ハッピーエンド。「いや笑ってる場合じゃないだろ」ツッコミを入れつつ、やはり真々子は真々子だと、つい苦笑してしまう真人だった。めでたしめでたし。

　と、ぽんと手を叩たたいて、シラーセが注目を促うながしてくる。

「では状況をご理解いただいたところで、対処法についてお知らーせいたします。運営による一括再設定が困難な状態のため、大変お手数ですが、皆さん自身で再登録していただかなければなりません」

「再登録って、どうやるんですか？」

「カーサーン王都の多目的ホールで開かい催さい中の〝合同就職説明会〟にご参加いただく必要があります」

「ちょっと、何よそれ。あたしたち就活させられるわけ？」

「ご安心ください。職業毎ごとに設けられている窓口に申しん請せい書を提出するだけの、簡単なものですよ。ただ、不具合を発生させたことへのお詫わびとして、今回に限り、希望される方は転職も可能ということにさせていただきましたので、説明会も同時に行われるという次し第だいです」

「そういうことでしたら、気軽に参加できますね」

「はい！　自分、安心しました！」

「それは何よりです。……ですが一点だけ、ご注意いただきたいことがあります」

「あら、何かしら」

　シラーセが、再び、とびきりの笑顔を見せてくる。

　なんとなく嫌いやな予感がする。いや、なんとなくじゃない。ものすごく。

　真人たちが息を飲んで見つめていると、シラーセの笑顔が、悪質な薄うすら笑いに変わった。

「実は、それぞれの職業には定数が設けられています。早めに登録しないと、他ほかの希望者に職を取られてしまうかもしれません。というわけですので、用意、どん」

「ああもう！　シラーセさん！　帰ったら、ただじゃおきませんからね！」

　慌てて冒ぼう険けん者ギルドから飛び出す真人たちだった。







　転送魔ま法ほうですっ飛んで、カーサーン王都の入り口に到とう着ちやくした。

　そのまま一気に全力ダッシュで、多目的ホールへ向かいたいところだったのだが。

「うわっ、何だこれ!?」

　人、人、人、人だらけだ。

　冒険者に、町の人に、村の人。書類を手にした人々で、通りがごった返している。通る隙すき間まが全くない。

「冒険者はわかるけど、普ふ通つうの人もこんなに……？」

「シラーセさんは、この世界に存在する全ての方に不具合が発生している、とおっしゃっていましたから……もしかしたら〝町人〟や〝村人〟などといった分類も職業扱あつかいで、再登録が必要なのかもしれません」

「じゃあ世界中の人が集まってるわけ？　そりゃ混こみ合うわよね」

「あ！　見たことがある人がいます！」

　ポータが目を向けた先には、村人の服を着た集団がいて、杖つえをついた老人が中心となって何か話し込んでいる。誰だれかと思えば。

「あらあら、ママン村の村長さんたちだわ。こんにちは」

「え？……おお、これは真々子さん。お子さんたちも。お久しぶりですじゃ」

「村長さんたちも職業の再登録にいらしたのかしら」

「そうなのです。……ただワシについては、なんと申しましょうか……」

　ママン村の村長は照れ臭くさそうに笑って、手にしていた書類を見せてくる。履り歴れき書と、転職申請用の用紙だ。

　転職を希望する職業名の記入欄には【町長】と書かれている。

「皆さんのご活躍をうかがっていたら、ワシもまだまだやれるはずだと、年とし甲斐がいもなく意い欲よくが湧わいてしまいましてのぅ。いやはや、お恥はずかしい」

「恥ずかしいことなんてないわ。とっても素す敵てきよ」

「真々子さんにそう言っていただけると、叶かなえられそうな気がしてきましたわい。おっと、長々と立ち話をしている場合ではありませんな。……おーい、皆の衆。真々子さん御ご一いつ行こうがいらしたぞ」

　ママン村の村長が呼びかけると。

　村長の近くに集まっていたママン村の人々が、周囲に呼びかけを行い、先へ進むための通り道を作ってくれた。

「まだ真々子さんたちがいらしていないと……お名前はなんだったか……以前に修道女の姿で見たことがある、運営のしれっとした人から、連れん絡らくをいただきましてな。ささ、お急ぎくだされ」

「助かるわ。ありがとう、村長さん。……それじゃマー君、行きましょう」

「ああ。急ごう」

　世話になった人たちと軽く挨あい拶さつを交かわしながら、真人たちは足早に進んでいく。

　先頭を行く真人に、ワイズがさりげなく並んだ。

「思うんだけどさ。シラーセさんが仕組んでたのって、たぶんこれよね」

「だろうな。やってくれたな、あの人」

　二人で見上げた空に、シラーセのしれっとした顔が浮かんだ。「「いい人でした」」惜おしい人を亡なくした。まあ冗じよう談だんだが。







　そうしてしばらく進むと、また人混みだ。

　通りが完全に塞ふさがっていて、少し先に……周囲の人たちよりも頭三つ分くらい背が高い、教師の服を着ているごっつい体格の男の背中が見える。

「あの方は……ゴッツイ先生、お久しぶりです！」

　メディが呼びかけると、ごっつい大男が振ふり返った。

　にこやかに笑いかけてくるその人は、もちろんゴッツイ先生だ。

「おお、癒ゆ術じゆつ師しメディ！　久しぶりだな！　勇者真人に、賢けん者じやワイズ、旅商人ポータ、そして真々子さんも。元気そうで何より！」

「学園ではお世話になりました。ゴッツイ先生も再登録ですか？　それとも転職をご希望で？」

「がっはっは。私は教師一筋。それが私の生き方だ。可愛かわいい教え子たちと共に、今後も精しよう進じんあるのみ。……さあ生徒たち。集団行動の時間だ。練習通りにできるかな？　いくぞ」

　ゴッツイ先生の前には、学生服を着た生徒たちが並んでいる。

　メディたちに背を向けた状態で、男女別に二列に整列していて……ピッと、ゴッツイ先生がホイッスルを吹ふき鳴らすと、規律の取れた動きで左右に分かれて道を開けた。

　そして生徒たちは一いつ斉せいに振り返り、誰もが親しみを込こめた笑え顔がおを見せてくる。

　アスキーアートではない、それぞれ個別の顔で、だ。

「こ、これは……ついに生徒さんたちの顔が実装されたのですね！」

「そうだとも。生徒たちはついに個性を手に入れたのだ。癒術師メディたちにも、いつか見せてやりたいと思っていたが、こうして叶えられてよかった。連絡をくれたシラーセさんに感謝だな。……ささ、急ぎなさい」

「はい。ありがとうございます。……真人君、行きましょう」

「おう」

　真人たちは生徒の笑顔の道を進んでいく。「よう！　久しぶり！」「俺だよ俺！」「覚えてるわよね！」「お、おう……」ぶっちゃけ誰が誰だか全くわからないが、とりあえず笑顔で応じておけば大だい丈じよう夫ぶだ。

　真人の隣となりを歩いているメディが苦笑した。

「不本意ながら、シラーセさんにお礼を言わなければなりませんね」

「そうだな……」

　真人とメディで見上げた空に、シラーセの、どこか自じ慢まんげなしれっとした顔が浮うかんだ。「「いい人でした」」まあ冗談だが。死んでいないはずだが。







　そうして、またしばらく進むと、やっとのことで多目的ホールが見える辺りまで来た。

　敷しき地ちの入り口からもう大混雑しているが、ここにもやっぱり誰かいる。

　荒あれた服装の冒険者たちと、その母親らしき人たちの混成集団が、通路を確保するように屯たむろしている。ちょっと怖こわい。

「おーいポータ。肩かた車ぐるまするから、真ん中にいる人の頭を確かく認にんしてくれるか」

「はい！……むむむ、あのモヒカン頭は……ポッチさんです！」

「やっぱりか。じゃあ先にやっておくか」

「はい！」

　真人とポータで見上げた空に、不意打ちでちょっと慌あわてたがしれっとしたシラーセの顔が浮かんだ。「いい人でした」「いい人でした！」たぶん死んでいないと思うのだが。そんなことはないと思うのだが。とにかく。

　ポータが鑑かん定ていした通り、モヒカン頭の荒あらくれ者はポッチだ。隣にはポッチ母の姿もある。周囲にいる荒くれ野や郎ろうと母親たちは全員、お母さんギルドの面々だ。

　ポッチ親子が真人たちに気付き、大きく手を振ってきた。

「やっと来やがったか！　ちんたら歩いてねぇで、走れ！　もう結構な人数が登録を済ませてるぞ！」

「話したいことは山ほどあるけど、そんなことしてる場合じゃないからね！　早くお行き！……ああ、でも、ちょっとくらいなら……ね、真々子さん？」

「そうね、ちょっとくらいなら……」

　ポッチ母と真々子がアイコンタクトを交わした。荒くれ野郎の母親たちも、じりじりと真々子に近寄ってきている。

　立ち話を始められてしまったら、気付いた時には日が暮れているに違ちがいない。

「ワイズ！　メディ！　二人で母さんを連行してくれ！　大至急！」

「おっけー！」

「ささ、真々子さん。参りましょう」

「あらあら」

　ワイズとメディが真々子の手を引き、先に敷地の中へ入っていった。これでよし。

　肩車しているポータを落とさないように、真人も急いで後を追うつもりだったのだが……その足がふと止まった。

　なんとなく、聞いてみたくなった。

「……確かポッチさんって、保育士を目指してましたよね」

「あん？　確かにそうだが、今回のこれで転職はしねぇぞ。本気でやりたいことだからな。夢ってやつは、自力で掴つかまなきゃ面おも白しろくねぇ」

「そういうものですか……」

「俺はそうなんだよ。つまんねーこと聞いてんじゃねぇよ。さっさと行け、馬ば鹿か野郎」

「はい！　それじゃ！」

　真人は軽く走り出した。

　固く口を結び、無言のまま走り続けていると、不思議そうな顔をしたポータが頭の上から覗のぞき込んでくる。

「真人さん、何か考え事でしょうか！」

「まあ、ちょっと。そんな大したことじゃないんだけど……職業とか、そういうの、俺もそろそろ……いや、なんでもない」

「はい……？」

　真人たちが直面しているのは、ゲーム内の職業に関する騒さわぎだ。あくまでゲームの話。

　なのだが。

「（職業か……）」

　ほんのちょっと、自分の将来という、あやふやな何かを想像して。

　やっぱりあやふやすぎて、何も思い浮かばない真人だ。







　真人とポータは、ついに多目的ホールの中に入った。

　やっぱり人だらけのエントランス部分を、どうにかこうにか進んでいくと。

「あっ！　ママさんがいました！」

「おーい母さん。お待たせー」

「あらマー君、ポータちゃん。いらっしゃい」

　真々子を発見。ホールへと続く入り口の脇わきで手を振っている。

　いるのは真々子だけだ。

「ワイズとメディは？」

「再登録しに行ってもらったわ。間に合わないと困っちゃうから。人が多すぎて合流できるかわからないから、お母さん屋に集合する約束にしたけど、それでよかったかしら」

「いい判断だ」

　肩車していたポータを下ろして、真人はホール内に目を向けた。

　内部はまさに、合同就職説明会の会場。パーテーションで区切られているブースが大量に並んでいる。

　ブースには各種職業名が掲けい出しゆつされていて、申しん請せい者たちが目的のブースの前で列を形成している。再登録も転職も、登録担当者に申請書を提出するだけで手続きは完かん了りようするようだ。列の動きは割りとスムーズである。

「なんか色んな職業があるな……というか、ありすぎだな。職業じゃないのも含ふくめて」

　戦士や魔ま法ほう使つかいなど、冒ぼう険けん者の職業の他ほかにも、町人や村人、さらにはエルフや獣じゆう人じん、天使や悪魔も。職業は多種多様。窓の外を眺ながめると、そちらには巨きよ人じん用のブースも設けられているようだ。

　種族の名を冠かんするブースには、見覚えある母親たちの姿が見受けられる。

「天下一母ぼ道どう会かいに出場したお母さんたちも来てるみたいです！」

「サーバー世界を超こえた不具合が発生してるのか……うちの母さんのおかげで」

「あとでご挨拶しないといけないわね。でも、まずは」

「ああ。俺たち自身の再登録をしないとな」

「はい！　自分、行ってきます！」

　ぺこりとお辞じ儀ぎして、ポータが走り出そうとするが。

「ちょっと待ったポータ。行く前に、蘇そ生せい用のアイテムを一つ、貰もらっていいか？」

「はい！　大丈夫です！　でも誰だれに使うんでしょうか！」

「いい人だった人に、だよ」

　真人は、ホールのど真ん中、大々的に【勇者】の表示を掲かかげているブースを眺めた。

　大混雑の中、そこだけは人がおらず、棺かん桶おけが一つだけ横たわっている。

　高い高いしてポータに状じよう況きようを見せてやると、一いち目もく瞭りよう然ぜん。「お願いします！」「任せとけ」真人に蘇生用アイテムの宝ほう珠じゆを手て渡わたし、ポータは商人用のブースへ走っていった。

　さて。

「俺も行くけど、母さんはどうする？」

「もちろん、マー君についていくわ。お母さんはもう登録が済んでいるから」

「職業【マー君の母親】で正式採用かよ。自由すぎるだろ。まあいいけど。それじゃ」

「行きましょう。おー！」

　真人と真々子は勇者用のブースに移動した。まずやるべきことは決まっている。そこに棺桶があるからだ。

　蘇生用アイテムを使用すると、棺桶が霧む散さんして……やっぱり死んでいた人、修道女姿のシラーセがむっくりと起き上がった。

「これはこれは真人君、真々子さん。先ほどぶりですね」

「まったくですよ。なんでいるんですか」

「私の仕込みをお楽しみいただけたかどうか、確認するためにですよ。皆みなさんを見送った後、すぐに運営の技術力で移動して、関係者用の通路から会場入りしました。人だらけの息苦しさで、つい死んでしまい、無事にノルマ達成です」

「シラーセさんはいつも抜ぬかりないわね。うふふ」

「死んだ状態で登場するのがノルマって、まったく意味がわかりませんけど」

「シラーセとしての嗜たしなみですよ。……さて……」

　シラーセは周囲を見渡して、何やら思案している。

「どうかしたんですか？」

「人を探しています。そろそろいらっしゃる頃ころかと思うのですが……ああ、いらっしゃいましたね」

　シラーセが目を向けた先から、誰か来る。

　背中に大たい剣けんを背負っている、割りとイケメンの少年だ。人混みをかき分け、ぶつかってしまった人にその都度、丁てい寧ねいに謝りながら向かってくる。

　真人はその顔に見覚えがある。つい先日、カーサーン王都で発生した廃はい品ひん回収トラブルの際に知り合った、あの少年だ。

「ホーク！　ホークじゃんか！」

「やあ真人。また会えたね」

　ホークがやっとのことで勇者ブースまで辿たどり着いた。真人が挨あい拶さつ代わりに拳こぶしを突つき出すと、こつんと拳を突き合わせてくる。

　そして。

「あら、あなた。また来てくれたのね」

　真々子が親し気に呼びかけると、ホークは慌てて一歩引いた。

「や、やあ真々子さん！　お久しぶりです！　私はホークという冒険者です！　今日も仕事の一いつ環かんでお邪じや魔ましてます！」

「あらあら、そうなのね。まだホークさんなのね。うふふ」

　妙みように楽しそうな真々子と、妙な焦あせりを見せたホークが、にっこりと笑え顔がおを交かわした。

　妙な雰ふん囲い気きだ。さらに。

「あらあら、あなたったら。マフラーがちょっと乱れているわ。直すわね」

「ああすまない。頼たのむよ、じゃなくて頼みます。あと私はホークです」

　甲斐かい甲斐がいしく世話する方も、される方も、どことなく慣れた感じがする。

　妻が夫のネクタイを直すかのような、二人の姿……

　真人が現実世界の自宅で何度も見たことがある光景と、似すぎている。

「……二人にちょっと質問。母さんとホークって、もしかして知り合いだったりするか？」

「い、いいや？　真々子さんとは、先日の騒ぎの時にはじめて……」

「知り合ったのは、マー君が生まれる前よ。お母さんが短大生してた頃にね、ゼミの特別講習で出会ったの」

「ちょっ……!?」

「へぇ、そうなのか。そんな前から知り合いなのか。ちなみにその出会いの話、母さんから聞いたことがある結けつ婚こん話と全く同じなんだけどな」

　真人はホークをじーっと見つめる。

　ホークは目を合わせようとしない。

「……なあホーク」

「な、なんだい真人」

「うちの母さんが『あなた』って呼ぶ人、俺は一人しか心当たりがないんだが」

「そ、そうなのか。それはそれは……はは、は……」

　ホークは目を泳がせてあっぷあっぷしている。瀕ひん死し状態だ。もう一押しで倒たおせるだろう。真人はとどめの口こう撃げきを……！

　と、叩たたき込もうとしたところを遮さえぎるように、真人の目の前に一枚の紙が差し出された。職業登録の申請書だ。

「お取込み中に失礼します。まずは再登録を済ませていただけますか？」

「ほ、ほら真人！　シラーセさんもこう言っているし、まずはやるべきことをやろう！」

「ちっ。やっぱシラーセさんもグルか」

「さてなんのことでしょう。ホークさんの登録も私が済ませてしまいますから、お二人とも、こちらの用紙に必要事じ項こうをご記入ください。まずはお名前から」

「はいはいわかりましたよ。ったく」

　言いたいことはあるが、再登録はしないといけない。仕方ない。

　真人はブース内の長テーブルに用紙を叩きつけ、記入を開始する。ホークも恐おそる恐る真人の隣となりに並んで書き始めた。

　まずは一番上の欄らんに名前を殴なぐり書きして……

「ちなみに一番上の欄は、管理者用のものですとお知らーせします。お名前はその下の欄に。本名ではなくゲーム内で使用するお名前ですよ？　お間ま違ちがえのないように」

「「え？」」

　手て遅おくれだ。真人はもう一番上の欄に【大おお好すき真人】と記入済み。やらかした。

　同時に声を上げたホークも。

【大好隼はや人と】

　間違った欄に、ばっちり本名を記入している。

「……ほほう」

　真人はホークの用紙を見て、思いっきり眉み間けんに皺しわを寄せて、ホークを睨にらみ付けた。

「やれやれ。やはり親子は似てしまうものなんだね。ははは」

　もう諦あきらめて吹ふっ切れたような清すが々すがしい笑顔がそこにある。

　そしてホークは記入する……職業名の欄に【魔ま王おう】と。

　何を書いてんだこの人、などと真人が呆あきれていられたのは一いつ瞬しゆんだけ。

　いきなり、ホークが背負っていた大剣を足元に突き立てた。途と端たん、大剣を中心に、猛もう烈れつなつむじ風が発生した。

「おいっ！　何やってんだよ！　くっ！」

「あらあら大変。とりあえずマー君が飛ばされないように、お母さんがちゃんと掴つかまえておくわね」

「何気に助かる！」

　真々子が服の端はしを掴んでくれているおかげで、真人はなんとかその場に踏ふみ止とどまっていられるが。

　ホール内は散々な有り様だ。ブースを区切っていたパーテーションどころか、人も容易たやすく吹き飛ばされている。ついでに誰かさんの棺桶も。

　そんな大混乱の中、風に逆らって駆かけてくる三人組がいる。先頭はポータ、続いてワイズとメディだ。

「真人さん！　ママさん！　大だい丈じよう夫ぶでしょうか！」

「ああ！　俺たちは無事だ！」

「三人も大丈夫そうね。よかったわ」

「どもども。ていうか、なんなのよこれ」

「いきなり竜たつ巻まきが発生したようですが、原因は？」

「原因は……そこにいる人だよ」

　少し苛いら立だちが混ざったため息を吐ついて、真人は告げる。

「本名、大好隼人。今年で四十二歳。仕事の一環とか言って、俺と同じくらいの年ねん齢れいの冒ぼう険けん者に変身して現れて、ホークなんて偽ぎ名めいを名乗っていた……俺の実の父親だ」

　その言葉を待っていたかのように、風が止やみ、暴風の中心にいたその人が姿を現す。

　真人の装備品の意い匠しようを取り入れた、より高級な生き地じのジャケットを身に付けて。

　天空の聖剣フィルマメントよりも、二回りほど大きい、宇宙を彷ほう彿ふつさせる漆しつ黒こくの大だい魔ま剣けんウニヴェルソを侍はべらせて。

　精せい悍かんな顔つきで、慈いつくしむように真人を見つめてくる、その人。

　魔王隼人だ。

「これでやっと、私は私として話せる……魔王たる父として、ね」

「魔王とか。何言ってんだよ、いい歳としして。こんなとこで何やってんだよ。単身赴ふ任にんで仕事中のはずだろ」

「もちろん仕事中だよ。今日も仕事の一環だと言っただろう？　私は一人の親として、父として、大事な仕事をするために、魔王となることを受け入れてここに立っている」

「ああそうかよ。……仕事って、何をしに来たんだよ」

　実の父親とはいえ、相手は魔王を名乗っていて、手元には危険なオーラを放つ大魔剣もある。真人は警けい戒かいし、聖剣の柄つかにそっと手を添そえた。

　魔王隼人の仕事とは。

「まずは、謝る」

「は？」

　魔王隼人は振ふり返り、怯おびえた様子で遠巻きにしている人々へ、深々と頭を下げた。

「お集まりの皆さん！　お騒さわがせをして、申し訳ありません！」

　本当に謝った。渾こん身しんの声で。

「いや、あの、父さん……？」

「迷めい惑わくをかけてしまったら、謝る。当然のことだろう？　私は父として、恥はずべき姿を息子むすこに見せるわけにはいかない。というわけで！」

　魔王隼人は、辺りに散乱しているパーテーションに駆け寄り、再設置し始めた。風で荒あらしてしまったお詫わびに、会場を元通りにするつもりらしい。

　真人が呆あつ気けに取られていると、真々子がぽんと背中を叩いてきた。

「さあマー君。魔王に負けてはいられないわよ」

「え？」

　続いてワイズたちも真人の背を叩いてくる。

「真人は勇者で、あたしたちは勇者パーティ。負けるわけにはいかないわ」

「魔王との戦いですね。勝ちにいきますよ」

「真人さん！　頑がん張ばりましょう！」

「お、おう？」

「ほほう。仲間と力を合わせて、この私に勝つというのかい？　いいだろう。魔王として受けて立つよ！」

「それじゃ勝負ね。おー！」

「お、おー？」

　魔王隼人ＶＳ勇者パーティ、戦せん闘とう開始！

　真々子とポータが、勇ゆう猛もう果か敢かんにパーテーションを立て直していく。

　ワイズとメディが、洗練された技わざで長テーブルを設置し直していく。

「みんな、その調子よ！　どんどんやっつけちゃいましょう！」

「「「おーっ！」」」

　手て応ごたえは充じゆう分ぶん。少しずつだが、元の状態へ近付いている。確実に効いている。

　だが油断するな。攻こう撃げきが来る！

「こんなことをしてくれたのは、あなた方ですか！　この忙いそがしい時に！」

「ちょっと！　何してくれてるの！　こっちは急いでいるのよ！」

　登録担当者のお怒いかりの言葉が、来場者の厳しい視線が、次から次へと襲おそい掛かかってきた。

　この攻撃は回かい避ひ不可能。真しん摯しに受け止めるしかない。

　魔王隼人と勇者真人は、二人で並んで姿勢を正し、腰こしを直角に曲げて頭を下げた！

「本当に、申し訳ございませんでした！　さあ真人も！」

「申し訳ございませんでした！……いや待て。俺は悪くなくね？　というか何これ？」

　理り不ふ尽じんを嘆なげいたところで何も変わらない。戦いとは無む慈じ悲ひなもの。

　先に精せい根こん尽つき果てて膝ひざをつくのは、魔王か、勇者か。

　戦いは続く！







　日が暮れて、夜。

　合同就職説明会の影えい響きようで満室だらけの宿屋をあちこち回り、なんとか部屋を借りられた一行は、謎なぞの戦闘で疲つかれた体を引きずって食堂に集まった。

　今日の夕ご飯はハンバーグだ。サラダとスープも添えて栄養ばっちり。

「お片付けも済んで、再登録もちゃんとしてもらえて、よかったわね。それじゃ手を合わせて、いただきます」

「「「「「「いただきまーす」」」」」」

　丸い食しよく卓たくをみんなで囲んで、お母さんの美味おいしいご飯を頬ほお張ばれば、疲れもすぐに吹っ飛んでしまう。

「たくさん作ったから、どんどんおかわりしてね」

　みんなの食べっぷりに、真々子はにっこり。

「自分、今日はいつもよりおかわりしちゃいます！」

「一日の締しめは、やっぱ真々子さんの晩ご飯よね。美味しー！」

「困りましたね。つい手が伸のびてしまいます」

　真々子の隣のポータも、その隣のワイズも、その隣のメディも、にっこりだ。

　メディの隣にいるシラーセまでも、しれっとした顔をしつつ、心がにっこりしている。

　そして、その隣。

「前回来た時は、時間が合わなくて食べ損そこねてしまったからね。久しぶりに真々子の手料理を食べられるだけでも、私は幸せだ。幸せすぎて泣けてくるよ」

　魔王隼人も、にっこりだ。

　ここは笑え顔がおの食卓！

　ただし魔王隼人の隣に座らされた真人だけ、全力で仏ぶつ頂ちよう面づらである。

「なんで勇者と魔王が食卓囲んでるんだよ……なんなんだよ、この状じよう況きよう……」

「ねえ真人。ちょっと聞いていい？」

「なんだよワイズ」

「魔王ってなんだっけ」

「俺が聞きたいよ。つーか本人に聞いてくれ。いややっぱ俺が聞く」

　真人は、これでもかと不ふ機き嫌げんなため息を吐き、魔王隼人の横顔を睨み付けた。

「なあ父さん。何やってんだよ」

「何って、この通り、一いつ緒しよに夕食をとっているよ」

「いやおかしいだろ。そっちは魔王なんだろ？　だったら、こんなところで一緒に飯なんか食ってないでさ……こんなこと言ったらダメだけど、大暴れして、世界を恐きよう怖ふに陥おとしいれるとか……」

「ははは。そんなことはしないよ。確かに私は魔王だけど、世界に対する魔王ではない。息子勇者に対する魔王だ。父として影響を及およぼすことを目的に降臨したのさ」

「意味がよくわからんのだけど」

「わからないか。困ったな。大人の事情で、最初に全部を説明するわけにはいかないんだけど……だったらこう言おう。私は、真人を試ためすためにやってきた、言わば試験官だ」

「じゃあ試験官でいいだろ」

「まあそうなんだけど、単なる試験じゃないんだよ。……この務めを果たすためには、ある程度、非情にならなければいけない。大切な家族に対して力を行使する覚かく悟ごも必要だ。そして、場合によっては真々子から恨うらまれることも覚悟しなければならない」

「恨まれる？……母さんが、父さんを恨むことになるのか？」

　そんなことあるのか……真人が問うような視線を送ると、真々子はきょとんとしている。戸と惑まどっているのか、話が飲み込めていないのか、いまいちわからない反応だ。

　真々子の様子を見た魔王隼人は、軽く苦く笑しようした。

「魔王という肩かた書がきについては、私なりの覚悟の表れだと思っておいてくれ。……さて、私はそろそろ行くよ。現実世界の方で、今日中に片付けなければいけない仕事があるんだ。明日の朝、また来る」

「あらあら、お忙しいのね。いつ頃ごろ戻もどってこれるのかしら。朝ご飯の用意は必要？」

「是ぜ非ひともお願いしたい……と言いたいところだけど、時間通りに来れるかどうか、ちょっと自信がないかな」

「うふふ。マー君と一緒で、お寝ね坊ぼうさんだものね」

「最愛の妻の声が入った目覚まし時計には、いつもお世話になっているよ。心休まる声のせいで二度寝してしまう、という困った機能もあるんだけどね。それじゃ」

　真々子と夫ふう婦ふらしいやり取りを交かわして、魔王隼人は食堂から出て行った。

　そうして。

　真人に仲間たちの視線が集中する。

「……な、なんだよ」

「別に？　これが息子で、あれが真人パパかー、って思ってるだけ」

「その呼び方はどうかと思うんだが。……というか、みんなさ。ホークが俺の父さんだったって、わかっても、全然驚おどろかないのな」

「自分は、なんとなくそうかなって、ちょっと思ってました！」

「え、マジか」

「あたしも。なんかそんな気してた。本人は必死に隠かくしてたっぽいけど」

「かなりわかりやすかったですよね。真人君のお父様だけあって。……くすっ……」

「ん？　どういう意味かなメディ？　それは俺と父さんが単純って言いたいのかな？」

「二人ともそっくりなのよね。何か隠し事してる時は、特にそう。言い訳の仕方とか、本当にそっくりよ。すぐにわかっちゃうわ。うふふ」

「おい母さん。ここは息子と旦だん那なをフォローするとこじゃないのか」

　孤こ立りつ無む援えんの真人である。ちょっと悲しい。

　と、そんな時。

「やれやれ。魔ま王おう隼人さんは、大事なことをお知らーせせずに行ってしまわれましたね。まるで、このシラーセに、お知らーせを託たくすかのように！」

　ハンバーグソースでベチャベチャになっている口の周りを、サッと一ひと拭ふきして、シラーセが身を乗り出した。

「さて皆みなさん。魔王隼人さんがおっしゃっていた、真人君を試すという点について、私から補足説明をさせていただきます」

「なんですか。何かあるんですか。というか補足説明できるってことは、運営もやっぱ関係してるわけですか」

「その辺りについては、大きな声で『イエス！』とだけお答えしておきます」

「完全肯こう定ていしたわね」

　突つき上げられたサムズアップが輝かがやいている。さておき。

「ではあらためて。明日より、魔王隼人さん監かん修しゆうによる魔王クエストが開始されます。このクエストの主な対象者は、真人君、あなたです」

「了りよう解かいです。望むところですよ」

「いいお返事です。さて、このクエストは、言ってしまえば大好家の家庭事情であるわけですが……真々子さんはもちろんのこと、同一パーティに所属する仲間の皆さんも問答無用で巻き込まれていただきます」

「言い方がとても嫌いやですけど、喜んでご一緒させていただきますよ」

「自分もです！　自分は、自分とお母さんのことで助けてもらったので、今度は自分が助けになりたいです！」

「くっ、なんていい子！……で、シラーセさん。その魔王クエストの内容については？」

「挑いどんでみてのお楽しみ、ということで。フフフ」

「だと思いましたよ」

　シラーセは怪あやしくしれっとしている。嫌な予感がしなくもないが。

　これは他ほかでもない、真人のためのクエストだ。挑むに決まっている。

　これまでどんな困難も乗り越こえて、数多くの親子問題を解決してきた、ただならぬ息子むすこ勇者としての自負がある。

　自分一人の力で全すべてを成し遂とげたわけではないという自覚も、ちゃんとある。

「これまで通り、どうにかこうにか、なんとかするだけだ。仲間の絆きずなと……」

「マー君とお母さんの、親子の絆の力で、ね」

「そういうこと」

　真人が手を差し出すと、真々子がそこに手を重ねて、ワイズたち三人の手も重なった。

「ワイズから始まって、メディ、ポータ、そして最後は俺。父さん魔王のクエストを攻こう略りやくして、俺たちパーティの親子クエストを完全制せい覇はだ。やるぞ、みん……！」

「みんなで頑がん張ばりましょうね。おー！」

「「「おーっ！」」」

「母さん、そこは……まあいいけど」

　いつものことだ。いつものスタイルで気合いを入れて、いつも通りに。だから結果も、いつも通りの大成功、間ま違ちがいなし。真人たちの表情は明るい。

　シラーセはその様子を微笑ほほえましく見守っている。

「最強親子の絆の力……あまりにも強大なその力が、逆に牙きばを剥むくことがないよう、願うばかりです」

　密ひそかな呟つぶやきは、誰だれの耳にも入ることはなかった。

















第二章　魔ま王おうの誘さそいには乗らない！……でも断ると失礼な場合も、あると思うんだ。









　翌朝。

　魔王隼はや人との襲しゆう来らいに備え、早めに朝食を済ませて食堂で待機していた真まさ人とたちだったが。

「……父さん、来ないな」

　食卓に突っ伏ぷしていた真人は、のろのろと起き上がり、窓に目を向けた。

　待機し始めた頃には見えていた朝日が、もう窓まど枠わくの上まで昇のぼっていて見えない。

　仲間たちも、待ち惚ぼうけしすぎてもうぐったりだ。

　ワイズは突っ伏したまま起き上がらない。髪かみの手入れをして時間を潰つぶしていたメディは、不機嫌がにじみ出ている美少女スマイルを浮うかべて、ワイズが気合い入れて整えた巻き髪を解体して八つ当たりをしている。ポータは、こっくりこっくり居い眠ねむり中。

　厨ちゆう房ぼうに行っていた真ま々ま子こが、これでもう何度目かの、おかわりのお茶を運んで来た。

　もう誰も手を付けないそれを、シラーセがまとめて一気飲みした。

「ふぅ……さすがに遅おそすぎますね。これはもう期待しない方がよろしいかと」

「ですね……ったく。何やってんだよ父さん」

「マー君みたいに、今日もお寝坊さんしちゃったのかしら」

「一緒にしないでほしいんだけどな。とにかく、そういうことですから、シラーセさん」

「わかりました。魔王クエストの内容については承知していますので、ひとまず概がい要ようくらいはご説明しておきましょう」

　シラーセが席を立った。







　シラーセの案内に従い、真人たちは宿屋を後にした。

　カーサーン王都の多目的ホールでは、引き続き合同就職説明会が開かい催さい中だ。昨日に比べれば人出は減っているが、通りは多くの人が溢あふれている。まずは人の流れに乗って、適当なところで脇わき道みちに入って……

　向かった先は、【お母さん屋】の看板を掲かかげているカフェのような店。親子の悩なやみ相談を受け付ける施し設せつである。真人たちの拠きよ点てんと言っても過言ではない。

「ここで何かやるんですか？」

「特に何も。ただ発生している状じよう況きようをご理解いただきやすいかと思いまして」

「なんですか、それ……？」

　シラーセは質問に答えず、お母さん屋に入っていく。

　ドアベルが軽かろやかに鳴ると、カウンターの奥から、少女がぴょこんと顔を覗のぞかせた。甘えを司つかさどる魔神であり、お母さん屋の店員として働いている少女、モーネだ。

「あ、シラーセさんだ。いらっしゃいませー」

「おはようございます、モーネさん。お邪じや魔ましますよ」

「はいはーい、勝手にどうぞー」

　シラーセに対して、気さくというか適当に挨あい拶さつしたモーネだったが。

　真人たちの姿を目にした途と端たん。

「あ、お客さん！　はじめまして！　お母さん屋へようこそ！」

「……え？」

　知らないわけがない真人に、はじめまして、と。確かに言った。向けてくる笑顔も、接客用のそれだ。

　無我夢中で真人に抱だき付いて、胸に頬ほおずりしまくって、甘え成分を補ほ充じゆうするようなこともない。

「おいモーネ。どうした？」

「え？　どうして私の名前を知っているんですか？」

「は？」

「え？」

　真人とモーネは、互たがいにきょとんとして、見つめ合うばかりだ。

「ちょっと。二人して何を遊んでるのよ。そんなことしてる場合じゃないでしょ？」

「モーネさん。おふざけは、それくらいにしてください」

「え？　いえ、あの、ふざけているわけじゃないんですけど……」

　見かねてワイズとメディが呼びかけるが、妙みように警けい戒かいされてしまった。

　だったらこれだと、真人はポータの背中を押した。冗じよう談だんで知らないフリなんてできない純じゆん粋すいアタック発動。

「あの、モーネさん！　自分です！　ポータです！　わからないでしょうか！」

「えっと、ごめん。ホントに誰？」

　純粋な瞳ひとみも通じない。

「こうなったら最後の手段だ。母さん、頼たのむ！」

「わかったわ。……モーネちゃん、私よ。わかるかしら」

「はっ!?　途と轍てつもない甘えを感じる!?」

　モーネは真々子に抱き付こうと、したのだが……ぐっと堪こらえて立ち止まり、後ずさりしてしまった。カウンター内に引っ込んで、罠わなを前にした野生動物のように警戒している。

　真人たちが誰なのか、モーネは本気でわからないようだ。

「シラーセさん、これは一体……？」

「ご説明しますよ。……モーネさん。お騒さわがせしてすみません。これで失礼します」

「う、うん。またどうぞ……」







　お母さん屋を出たシラーセは、通りをのんびり歩き始めた。真人たちは後に続く。

　通りには少なくない数の人がいる。だが通行人たちは真人たちを気にしていない。真々子の揺ゆれる胸に目を留めて、思わず赤面する男たちがちらほらいるが、それだけだ。

　主婦だろうか。買い物カゴを手に下げた女性が真々子のすぐ横を通り過ぎていく。真々子には目もくれずに。

「今の奥さん、お母さんの知り合いの人なんだけど……」

「マジかよ。それなのに声かけてこないとか、あり得ないだろ。モーネも俺たちのことを全く知らないみたいに言ってたし……ということは……シラーセさん」

　少し寂さびしい予感を胸に呼びかけると。

　前を歩いていたシラーセが立ち止まり、振ふり返って頷うなずいた。

「魔王クエストの開始に伴ともない、現在、この世界に存在する全てのＮＰＣは、勇者一行に関する全ての記き憶おくが封ふう印いんされていますとお知らーせいたします」

「記憶を封印、か。やっぱそういうことか」

「ちょっと真人。納なつ得とくするとこじゃないでしょ」

「どうして記憶を封印しているのか、ご説明いただけますか？」

「理由については……監修された方にご説明いただくのはいかがでしょう」

　真人たちの後方から、駆かけ足の音が近付いてくる。

　魔王の証あかしたる大おお振ぶりの魔ま剣けんとジャケットを小こ脇わきに抱かかえ、寝ね癖ぐせ髪がみを振り乱しながら必死の形相で走ってくる、魔王隼人だ。

「あ！　真人さんのお父さんです！」

「あらあら。お寝ね坊ぼうさんがやっと来たわね」

「す、すまない！　昨夜の会議が少し長引いて、寝る時間が遅くなって、それでっ……げっほげほ！」

　駆け付けた途端、魔王隼人は地面に崩くずれ落ちた。もう死にそうなほど呼吸が荒あらい。「明日はたぶん、足が筋肉痛だな……」年相応の嘆なげきが口から零こぼれた。

　複雑な心境の息子むすこ勇者は直視できない。そっと目を背そむけた。

「なあ父さん。頼むからさ、もうちょっと魔王らしくしようぜ。頼むから」

「ど、努力するよ……ふぅ……それじゃ」

「あなた。ちょっとそのままでいて。頭をちゃんとしないと、ちゃんと魔王らしくできないわ」

「ああ、すまない。頼むよ」

　立ち上がろうとした魔王隼人を押さえて、真々子が寝癖直しを始めた。「あたしブラシあるわよ」「ポータちゃん、霧きり吹ふきはありますか？」「あります！」女子たちも協力して手早くヘアメイクしていく。ジャケットも着せて、大魔剣もちゃんと背負わせて。

　あらためて魔王参上。

　隣となりに真々子、周囲にワイズとメディとポータ、ついでにシラーセも侍はべらせて、魔王隼人が勇者真人の前に立ちはだかった。

「ふははは。また会ったな、我が息子たる勇者よ」

「なんか立ち位置おかしいんだが、まあいいや」

「では早さつ速そくだけど、今日からの予定についての説明を……」

「大体のことはもう聞いた。魔王監かん修しゆうの魔王クエストをやるんだろ。父さんが説明し忘れて帰ったから、シラーセさんが説明してくれたよ」

「な、なんだって!?」

　魔王隼人はシラーセに向き直り、礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎした。「すみません、お手数をおかけして」「いえいえ」「だから魔王らしくしろって」とても腰こしが低い魔王だ。

　気を取り直して。

「じゃあ真人。父さんに聞きたいこと、何かあるかい？」

「あるよ。なんでＮＰＣの人たちは、俺たちに関する記憶が封印されているのか、そこんとこ説明よろしく」

「心得た。まあ話は簡単だよ。真人たちはこれまで多くの活かつ躍やくをして、世界中の人からその力を認められている。でもその状態は、都合が悪い。だから封印させてもらったんだ」

「都合が悪いって……？」

「父さんはまず、真人が持っている〝未来へ進む力〟を試ためしたいんだよ」

　未来へ進む力とは。

「別に難しい話じゃない。ありふれた話さ。例えば真人が、学校で素す晴ばらしい成績を残したとしよう」

「お、おう？」

「でも、進学や就職で別の場所へ引っ越こしたら、どうなるだろうか。まったく新しい場所だ。知人なんていない。真人が残した功績を知る者はいない。何もない状況から始めなければならない。そこから前に進まなければいけない」

「そのために必要なのが、未来へ進む力か」

「真人にその力があるのかどうか、父さんは知りたい。だから、真人たちのことを知る人が誰だれもいない状況にして試す、というわけさ。……どうだろう。挑いどむ勇気はあるかい？」

　魔王隼人は挑ちよう発はつ的なウィンクをしてくれた。アラフォーおじさんのウィンクだ。

　その態度に呆あきれつつも、真人は真剣に思う。

「（未来、か……）」

　合同就職説明会の会場で、ふと頭に過よぎったことが思い出される。

　あやふやにしか思い浮うかばなかった未来。

　そこへ進む力が、真人にはあるのだろうか？

　とりあえず進んでみなければわからない。

「面おも白しろそうじゃんか。やってやるよ」

　真人は不敵な笑えみを浮かべて、魔王隼人を見つめ返した。

「決まりだね。では冒ぼう険けん者ギルドへ移動しよう。そこから試練開始だ。……真人」

「なんだよ」

「ここはゲーム世界だけど、感じるものは全すべて現実そのものだ。現実に押し潰つぶされないようにね」

　不ふ穏おんな言葉を囁ささやいて、魔王隼人は真人に背を向けた。父なる魔王の背中を見せつけながら、女性陣じんを従えて先を行く。

　真人も歩き出す。

「一つだけ言わせてくれ。なんでみんな魔王側にいるんだよ。おかしいだろ」

　ツッコミに誰も反応してくれない。一人だ。

　だがその寂しさに耐たえて進む。これも未来へ進む力だと……

「大だい丈じよう夫ぶよマー君。お母さんは常にマー君と一いつ緒しよよ」

「うわ、いつの間に」

　真人の腕うでをぎゅーっと抱だき締しめて、胸の間に挟はさんで離はなさない真々子がいた。







　一行は冒険者ギルドに到とう着ちやくした。

「では真人。どれでもいいから、自分がやりたいと思うクエストを選んでくれ」

「どれでもいいなら……えっと……」

「ねえマー君、これはどうかしら。【旬しゆんの食材収集クエスト】ですって」

「それ母さんがやりたいやつだろ」

　真人は真々子に密着されたまま、依い頼らい書の掲けい示じ板ばんをくまなくチェックしていく。

　二人から少し離れた場所で、魔王隼人も依頼を選んでいる。女子チームとシラーセを侍らせて、だ。

「おい。シラーセさんはともかく、ワイズたちはいつまでそっちにいる気だよ。いい加減、戻もどって来いよ」

「別に戻ってもいいけど……でもさ、真人パパが試したいことって、真人が一人でも生きて行けるかどうか、みたいなことでしょ？」

「私たちが真人君の傍そばにいては、不都合かと思うのですが、いかがでしょうか」

「あー、まあ、そう言われたらそうなんだけど……約一名、その辺のことを全く気にしてない人もいるぞ」

　遠えん慮りよなく腕にくっついている真々子をじーっとうかがうと、全てをうやむやにしようとするにっこり笑顔を返された。真々子はとにかく真人と一緒にいる気らしい。……横目で眺ながめている魔王隼人が苦笑いを浮かべている。

「じゃあポータもそういう感じで？」

「す、すみません！　自分は、真人さんのお父さんから、お母さんのお仕事の話を聞かせてもらえるので、こっちにいます！」

「え？　なんで父さんがハハーデスさんのことを……」

「知っていて当然ですとお知らーせします。隼人さんは、本ゲームの経営を担になう企き業ぎようの経営コンサルタントとして、運営側の責任者と頻ひん繁ぱんに顔を合わせていらっしゃいますから」

「……へ？」

　真人はシラーセをまじまじと見つめた。どんなに見つめても、しれっとした顔はピクリとも動かない。

　続いて真人は魔王隼人をまじまじと見つめた。魔王隼人はちょっと自じ慢まんげだ。

「知らなかったのかい？　やれやれ。父親の仕事にもう少し興味を持ってもらいたかったかな」

「じゃあ、マジで？」

「マジだよ。参考までに言っておくけど、テストプレイヤーの選出や実際の運営には関かん与よしていない。父さんはあくまで経営面の担当者だ。真人と真々子が参加していることくらいは知っていたけど、それだけだよ」

「隼人さんのご家族であるという点が、選考に少しも影えい響きようしなかったかと言えば、嘘うそになりますけどね。フフフ」

「シラーセさん……お願いですから裏事情をさらっと暴ばく露ろするのはやめましょうよ……」

　世の中の仕組みは、聞かなかったことにして。

「母さんは知ってたのか？」

「何か大きなお仕事を任されたとは聞いてたけど、それがこのゲームだとは知らなかったわ。お母さん驚おどろいちゃった」

「俺もだよ……」

　真人たちが参加している〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟は、日本国政府が主導するオンラインゲーム。全国規模での展開が予定されている。

　そんな仕事に、自分の父親が携たずさわっているのだ。しかも上層部の一員として。

「父さんって……もしかして、実は意外と、すごい人なのか？」

「ははは。どうだろうね」

　父親の顔で軽く笑い飛ばす、実は意外と偉い大だいな魔王隼人だ。

「そんなことより、依頼選びは終わったかい？　こちらはもう決まったから、先に受注してしまうよ」

「あ、はい。俺もすぐに決めます」

「あれ、どうして急に敬語なんだい？」

「いや、なんとなく」

　真人は掲示板に向き直り、目星をつけていた依頼書を手に取った。魔ま王おう隼人の後に続いて受付へ向かう。

　まずは魔王隼人。依頼書を受付嬢じように提出した。

「こちらの依頼を引き受けたいのですが、ご確かく認にんいただけますか？」

「街道に出しゆつ没ぼつするモンスターの討とう伐ばつですね。参加される方は……」

　魔王隼人の後ろに控ひかえている三人、ワイズ、メディ、ポータが挙手した。シラーセは病人のようにげほげほと咳せき込んで、さりげなく身を引いた。参加しないらしい。

　人数を確認した受付嬢は、あらためて魔王隼人を見つめる。

「それでは……必殺、受付嬢サーチ！　ふむむ！」

　依頼を任せていい相手かどうか、厳正なる見た目審しん査さが開始された。

　上等な装備品、均整の取れた体格、すごい仕事をしている人から自おのずと放たれる存在感、自信に満ちた大人の男の顔つき……

　魔王隼人を念入りにチェックした受付嬢は、笑顔で頷うなずいた。

「間ま違ちがいなく信しん頼らいできる方ですね。申しん請せいを受理いたします。よろしくお願いいたします」

「ありがとうございます」

　魔王隼人は難なく許可を得た。

　続いて真人。依頼書を受付嬢に提出だ。

「どもー。お願いしまーす」

「街道沿いのダンジョンに住み着いた中型ドラゴンの討伐ですね。参加される方は……」

「はい！」

　真人に寄り添そっている真々子が元気に挙手した。

「お母さんはもちろん、マー君と一緒よ」

「どうも。……でもって、父さんの方に参加しなかったシラーセさんも、こっちに……」

「いいえ。残念ながら私はご一緒できません。次の仕込みをしなければいけませんから」

「仕込み？」

「げふんげふん。こちらの話です。では失礼いたします」

　シラーセはそそくさと去っていった。何かやる気だ。絶対にやる。

　ということで、真人パーティは総勢二名。

　受付嬢は、真人と真々子を交こう互ごに見て、怪け訝げんな表情を浮かべている。

「お二人ですか……失礼ですが、少々厳しいかと……」

「いや大丈夫ですから。俺たち、こう見えてかなり強いんで。こういうクエストだって、今までいくつも達成してますし」

「未熟な冒険者の方ほど、そういう見み栄えを張られるんですよねぇ……」

「いや本当ですから！　ちゃんとチェックしてもらえばわかりますから！　ね！」

「でしたらまあ、とりあえず、受付嬢サーチ。むむ」

　あまりやる気がなさそうな態度で、真人の見た目審査が開始された。

　それほど悪くない装備、ちゃんと育っている体、とりあえず体力だけはありそうな若々しさと、まだ少年っぽさが抜ぬけきらない顔……

　さくっとチェックした受付嬢は、とても素す敵てきな笑顔を真人に向けてきた。

「お引き取りください」にこっ

「ええっ!?　いや待ってくださいよ！　見た目だけで判断しないで！　ああそうだ！　ステータスを確認してくれれば、俺たちが強いってわかりますから！」

「その必要はありません。私は熟練の受付嬢ですから、見た目だけで相手の力量を見抜けます。ふふん」

「見抜けてないから言ってるんですけど!?……くそっ！　知る人がいない状じよう況きようからスタートって、こういうことか！　俺ってそんな頼たよりなく見えるのかよ！」

「というわけですから、お二人には……ああ、そうだわ……こちらの依頼でしたらご紹しよう介かいできますが、いかがでしょうか」

　受付嬢が一枚の依頼書を見せてくる。

　その内容は……







　カーサーン王都から学園の町ハハウェへと続く街道の、およそ中間地点。

　人々が安全に行き来できるはずのそこに、熊くまやら狼おおかみやら巨きよ大だい昆こん虫ちゆうやら何やら、モンスターの群れが我が物顔で屯たむろしている。人間の姿を目にした途と端たん、唸うなり声を上げ、身を震ふるわせて震しん動どうを発し、一いつ斉せいに威い嚇かくしてくる。

　だが魔王隼人パーティは怯ひるまない。

「おや？　ドラゴンみたいなのも混じっているみたいだけど……まあいい。まとめて片付けてしまおう。みんな、準備はいいかい？」

「おっけーよ、真人パパ。あたしの超ちよう絶ぜつ魔ま法ほうでぶっ飛ばしてやるわ」

「ポータちゃん。魔法封ふうじを解除するアイテムを使用してください。ワイズさんは気付いていないだけで、実はもう封じられているという残念な可能性があります」

「わかりました！　使います！」

「いや封じられてないから！　メディ、ふざけんじゃないわよ！」

「ははは。華はなやかで賑にぎやか。冒険とはいいものだね。……それじゃ、行くよ！」

　魔王隼人が駆かけ出し、片手で軽々と大だい魔ま剣けんウニヴェルソを構え、水平に振ふり抜いた。

　目の前の空間が裂さけて、宇宙の光景が垣かい間ま見みえる。そこから極きわめて小さな隕いん石せきが次々と飛び出し、灼しやく熱ねつの矢となってモンスターに襲おそいかかった。

　直ちよく撃げきした途端、爆ばく発はつ、爆発、爆発。絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのような猛もう烈れつな攻こう撃げきで、モンスターの群れが一気に削けずられていく。

　ワイズたちは呆ぼう然ぜんだ。

「ちょ……真人パパ、めちゃめちゃ強いんだけど……」

「宇宙の力……天空の上位互ご換かんと言ったところでしょうか……こんなところ、真人君にはお見せできませんね」ちらっ

「真人さんのお父さん、すっごく強いです！　ママさんみたいに強いです！」

「そうかい？　それは嬉うれしいね。さあ、どんどん行くよ。みんなついて来て！」

「「「はい！」」」

　魔王隼人はリーダーシップも抜ばつ群ぐん。ワイズたちは素直に従い、四人で残存モンスターを蹴け散ちらしにかかる。

　とまあ、そちらは熱く激しく盛り上がっているのだが。

　こちら。

「くっ……メディのやつ、聞こえるように言いやがって……」

「あらあら。マー君、手が止まっているわよ」

　街道沿いに生えている雑草を毟むしっている真人と真々子だ。

　受付嬢から紹介された依い頼らいは、街道の草取りである。

　真人はもう泣きたい。

「俺だって、俺だってなぁ……その気になれば、隕石の一つや二つ落っことして、派手に戦えるんだぞ……できたことはないけど……でも俺だって……くぅっ！」

「マー君。泣きたいなら、いらっしゃい。いつでもお母さんの胸を貸すわよ」

「いやそれは結構です」

　目の端はしに溜たまった涙なみだを、草取り用に支給された軍手で拭ぬぐって、真人は魔王隼人たちの姿をそっと盗ぬすみ見る。
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　魔王隼人が大魔剣でモンスターを薙なぎ払はらい、美少女スマイルを浮うかべたメディが杖つえをフルスイングして、モンスターを容よう赦しやなく殴なぐり飛ばして。

　ポータが慌あわててショルダーバッグを開き、魔法書を枕まくらにして不ふ貞て寝ねしているワイズを治ち療りようしている。

「モンスターが威嚇してた時、身を震わせて震動を放ってたやつがいたからな……戦せん闘とう開始前から魔法を封じられるなんて、器用な奴やつだな」

　何やってんだか、と一声かけてやろうかと思ったが……むしろそのセリフは、真人が真人自身に言ってやりたい言葉だ。

　地面から引っこ抜いた草を眺ながめて、思わずため息が出てしまう真人だった。

　すると。

「マー君。行っていいわよ」

　不意に真々子が囁ささやいてきた。

「行っていいって……」

「草取りはお母さんに任せてくれていいわ。いざとなったら、大地の聖剣の力でぱぱっと終わらせちゃうから。だからね、マー君がしたいようにしていいわよ。ほら、いってらっしゃい」

「母さん……！」

　持つべきものは優やさしい母親。真人は素直に喜んで、心から感謝して。

　一度は立ち上がろうとしたのだが。

「……いや、やっぱやめとく」

　真人は再び身を屈かがめて、雑草をじっと見つめて、草取りを再開した。

「マー君？　いいの？」

「ああ。いいんだ」

「もしかして、お母さんの力なんか借りたくないと思って……」しくしく

「そうじゃなくて。そういうことじゃなくて……今の俺の仕事は、これだから」

　落ち着いた様子で言いながらも、真人の頭の中では激しい論争が繰くり広げられている。

　そりゃもちろん戦いたい。仲間と一いつ緒しよにパーッと。気に入らない仕事なんか放ほうりだして、楽しいことしたい。それが正直な気持ちだ。

　だが、それをやってしまったら、負けになる気がする。

「（父さんが試ためしたがっているのは、こういう部分だと思うんだよな）」

　クソ真面目まじめな自分を馬ば鹿か馬ば鹿かしく思う部分もある。もちろんある。あるが。

　父親に負けたくない気持ちの方が大きいから。

　真人は気を引き締しめて、目の前の大物雑草を力いっぱい引っこ抜いてやった。

「一度引き受けた仕事だ。最後までやり抜く。俺はそういうとこ、ちゃんとしてるぞって、父さんに見せつけてやるんだ。息子むすこの成長を舐なめんなよ、ってな」

「マー君……立派になって……ううっ！」感かん涙るい！

「はいはい泣くな。遊んでないで、ちゃっちゃとやろうぜ」

「うふふ。そうね。ちゃっちゃと片付けて……終わったら行くのね？」

「正解。胸を張って乱入してやる」

　辛しん抱ぼうたまらん子供な部分も、ちょっぴり残しつつ。仕事に集中するため、真人は魔王隼人たちに背を向けた。仕事だ仕事。仕事大好きだ。

　その背を、魔王隼人パーティの面々が見つめている。

「真人さん、すっごい頑がん張ばってます！　ママさんも楽しそうです！」

「速そつ攻こうで放りだしてくるかと思ったけど、意外と頑張ってるわね。腹立つわー」

「いつの間にあんな精神を身に付けていたのでしょうか。許せませんね」

「あの、ワイズさん、メディさん？　うちの息子は真面目に働いているだけで、二人を不快にさせるようなことは何もしていないと思うけど……」

「ただの褒ほめ言葉だから。安心していいわよ、真人パパ」

「そ、そうなのかい？……最近の言葉は難しいねぇ……」

　文句を言いつつ、ワイズとメディはどこか嬉しそうに微笑ほほえんでいる。二人の反応がいまいち理解できない魔王隼人だったが。

　あらためて息子の背に向けられた視線は、とても穏おだやかだ。







　小一時間ほどで街道のモンスターと雑草の駆く除じよを終えた一行は、再びカーサーン王都の冒ぼう険けん者ギルドに戻もどってきた。

　まずは受付嬢じように終しゆう了りよう報告。

「魔王隼人さん。討とう伐ばつクエストお疲つかれ様でした。街道に出現するモンスターと、ダンジョンから出ていた中型ドラゴンもついでに討伐していただきましたので……こちらが報ほう酬しゆうとなります」

「有あり難がたく頂ちよう戴だいします」

　魔王隼人の手に、ずっしりと重い、たくさんの硬こう貨かが詰つまった革かわ袋ぶくろが手て渡わたされた。

　予定外の撃破も含ふくめて、報酬は十万マムだ。

　続きまして。

「お次は、えっと……真々子さんの息子さん、でしたっけ？」

「母さんの名前は言ってないはずなのに、なんでその呼び方なんですか……まさか、母さんの存在感が記き憶おくの封ふう印いんを破ろうとしてるのか……？」

「とにかく、草取りお疲れ様でした。こちらが報酬です。どうぞ」

　真人が手を差し出すと、ちゃりんちゃりんと、数少ない硬貨がそのまま手渡された。

　報酬は二千マムに満たない。一人頭、千マム程度の時給だ。

　真人は、魔王隼人が手にしている革袋を見つめて、自分の手の平の上の小こ銭ぜにを見つめて、腹の中で蠢うごめいている不満をぶちまけたくなってしまうが……

「……いや。まずはここからだ。ここから上がっていこう」

　稼かせいだお金を大事に握にぎりしめて、そっとポケットにしまう真人だった。「うふふ。マー君」「おっとそうだった」半分はちゃんと真々子に渡した。

　そうして。

　魔王隼人が少し得意げな表情で真人をうかがってくる。

「いきなり差を見せつけてしまって、すまないね。どうだろう真人。社会の厳しさに疲れたのなら、ここで終わりにしても構わないが……」

「冗じよう談だんだろ。俺は全然平気だ。次こそはもっといい依頼をこなしてやる、いや、依頼を任せてもらう」

「いい心構えだ。では次の依頼を探すとしよう」

「その前に、ちょっといい？　真人パパにお願いがあるんだけど」

　ワイズが挙手した。メディとポータも一緒に並んでいる。

「私たち三人、所属変へん更こうを申し出ます」

「自分、真人さんの方に参加していいでしょうか！」

「ほほう？　魔ま王おうの配下をやめて、勇者の仲間になりたいと言うのかい？……それはそれは、いい度胸だね……」

　魔王隼人は冷れい酷こくな気配を放ち、背中の大だい魔ま剣けんに手を掛かけた。「ちょっ!?」「う、嘘うそですよね？」「わわわっ!?」裏切り者に対し、無む慈じ悲ひなる粛しゆく清せいの刃やいばが……！

　と見せかけて、魔王隼人はにっこりと微笑んだ。

「とてもいい申し出だ。君たちの思う通りにしなさい」

「え……い、いいの？　ホントに？」

「本当だよ。三人とも、真人の力になりたいと思ってくれた、ということだよね？」

「はい！　自分は、真人さんの力になりたいと思いました！」

「真剣に働く背中を見ていたら、不覚にも、思うところがありまして」

「ははは。その言い方は、褒め言葉だね。……どうだろう真人」

　魔王隼人は真人の肩かたを軽く叩たたいてくる。

「彼女たちの気持ちは、真人が自分の力で引き出したものだ。言ってみれば……」

「言われなくてもわかってる。お金には代えられない報酬、みたいな感じだろ？　大切にするよ」

「よろしい。では大切な仲間を進しん呈ていしよう」

「ありがとう。ポータだけ貰もらっていくよ」

　真人はポータの手を取り、真々子のところへ戻る「痛いっ!?」ワイズとメディに思いっきり足を踏ふまれた。

　さて。

　パーティ編成が変わった。魔王隼人は一人で、真人たちは仲間が勢せい揃ぞろいして、掲けい示じ板ばんと向き合って次の依頼を探していく。

「さあ、どんな依頼でもかかってきなさい。次こそは、あたしの力を見せつけてあげるわ。超ちよう絶ぜつ魔ま法ほうの開幕ぶっぱで圧勝よ！」

「わわっ！　ワイズさん、前の戦闘の魔法封じがまだ続いてます！　それじゃ魔法が使えません！」

「へ？」

「そういう残念な奴だから、父さんに押し付けたままでよかったのに……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ真人君。ワイズさんが使えなくても、私がいます。たとえ真人君の力が、お父様の下位互ご換かんだとしても、私が立派にサポートしてみせますから」

「そういうこと言うから以下略なのに……」

「うふふ。やっぱりみんな一緒がいいわね。……あら？　マー君、これなんてどうかしら」

　真々子が依い頼らい書を手に取って見せてきた。

　いや違ちがう。食材店の特売チラシだ。「遊んでる場合じゃないだろ」「あらごめんなさい」空気を読んでふざけてくる、抜ぬけ目ないお母さんだ。

　真人たちがわちゃわちゃしている一方で、魔王隼人は依頼を決めたようだ。受付に提出して受理されている。

「魔王隼人さんでしたら、お一人でもお任せして問題ないでしょう。商業都市オカンヤーデ近くの鉱山に出しゆつ没ぼつする怪かい物ぶつの討伐、よろしくお願いいたします」

「承りました」

　早々と受注した魔王隼人は、それとなく自じ慢まんげに真人をうかがってくる。

　もちろん、負けてはいられない。

「挑ちよう発はつしてくれやがって。俺だって、ちゃんと人から認められる人間だってところを見せてやるからな！」

　真人の後ろには、真々子がいる。ワイズがいる。メディがいる。ポータがいる。負ける気がしない。

　対たい抗こう意識を燃やし、真人はオカンヤーデ近辺の依頼書を探し出して手に取った。町の地下水路に出没する謎なぞのモンスターを討伐してほしいとの依頼だ。

　念のため、服装と髪かみ形がたを軽く整えて、受付へ向かう。

　草取りなんて、つまらない仕事を真面目にこなした実績もある。今度こそ……！

「はいはい真々子さんの息子さんね。ひよっこにお似合いの仕事、あるわよー」

「さっきより舐められてる!?」

　端はなから受付する気がない。真人を適当にチラ見した受付嬢は、一枚の依頼書を適当に投げて寄越した。

　その内容は……







　カジノの聖地とも呼ばれ、荒あれ果てた荒こう野やの真ん中で色いろ鮮あざやかな光を放つ、商業都市オカンヤーデ。

　そこから少し離はなれた鉱山の入り口で、今まさに、戦いはクライマックスを迎むかえようとしている。

「秘ひ儀ぎ、魔ま王おう斬ざん！……なんてね」

　魔王隼人が繰り出した渾こん身しんの斬撃が、鉱山を丸ごと縛しばり付けるようにとぐろを巻いていた大だい蛇じやの首を切り落とした。

　長大なモンスターの体が塵ちりとなり、ランプのように光を放つジェムに変化して、物もの陰かげに隠かくれて見守っていた炭鉱夫たちの頭上に降り注いでいる。

　現場を取り仕切る鉱夫長が魔王隼人に駆かけ寄り、厳いかつい顔面に熱い涙なみだを零こぼしながら頭を下げた。

「ありがとう！　ありがとう、魔王隼人さん！　あんたに頼たのんでよかった！」

「どういたしまして。お役に立てたのなら何よりです」

「あの化け物が、坑こう道どうの明かりとして使ってるジェムを全部食っちまったおかげで、俺たちはお手上げ状態だったんだ。だがこれで仕事を再開できる。本当に助かったぜ。……ああ、そうだ」

「なんでしょう？」

「その力を見込んで、頼みがある。最近、オカンヤーデの地下水路にも変な化け物が出るらしくてな。町で一番大きなカジノの支配人が、腕うでの立つ冒険者を探しているんだ。もしよかったら、話だけでも聞いてやってくれないか」

「一番大きなカジノの支配人……真人たちがお世話になった人だと、資料に書いてあった気が……わかりました。オカンヤーデへ行ってみます」

「ありがとう！　よろしく頼む！」

　一つの問題を解決し、そこからさらに行き先が広がるという。何気にＲＰＧしている魔王隼人だ。なんだか楽しそう。

　それはそれとして、こちら。

「よーし、それじゃ仕事を再開するぞ！　バイトの兄ちゃんたちも、気合い入れて稼いでくれよな！」

「はい……」

　バイトの兄ちゃんたちこと、真人たちである。

　冒険者ギルドで紹しよう介かいされたというか押し付けられた依頼は、炭鉱夫のアルバイト。

　真人、ワイズ、メディの三人は、ツルハシを担かつぎ、ものすごく憂ゆう鬱うつそうな表情で。真々子は大海の聖せい剣けんアルトゥーラを手に、ポータはショルダーバッグを抱かかえて、こちらの二人はなんだか楽し気な表情で。五人は炭鉱夫たちの後に続いて坑道に入っていく。

　内部は真っ暗だが。

「おーい、小さな商人さん。この辺に明かりを設置してくれや」

「はい！　自分にお任せください！」

　鉱夫長の指示を受けたポータは、一いつ瞬しゆんの早はや業わざで、光を放つジェムを壁かべの窪くぼみに取り付けた。「おお、上手うまいもんだな」「ありがとうございます！」ポータの仕事ぶりは好評だ。

　炭鉱夫の一団はさらに地中深くを目指し、明るくなった坑道をどんどん進んでいく。

　しばらく進むと。

「おーい、綺き麗れいなお嬢じようさん。ちょいと喉のどが渇かわいたから、水をくれるか」

「あらあら、お嬢さんだなんて。こんなに大きな息子むすこがいるお母さんなのに、照れちゃうわ。えいっ」

　真々子はアルトゥーラを可愛かわいらしく振ふった。空中に出現した水の流れから、飲みやすいように、細いホース状の水の枝が何本も伸のびてくる。「おお！　こいつは飲みやすいな！」「みんな、飲め飲め！」真々子の仕事ぶりは大好評だ。

　水分補給して元気になった炭鉱夫たちは、軽い足取りでさらに先へと進んで……ついに鉱石の採さい掘くつ現場に到とう着ちやくした。何かの魔法のように不思議な輝かがやきを放つ鉱石が、周囲の壁のあちこちから顔を覗のぞかせている。

「よーし、作業開始だ！　掘ほって掘って掘りまくれ！　バイトの兄ちゃんたちも、よろしく頼んだぞ！」

「はい、頑がん張ばらせていただきます……」

「マジでやるの？　マジで？　これ冒ぼう険けん者の仕事じゃなくない？」

「依頼を引き受けて、ここまで来てしまった以上、やるしかありませんね……」

　真々子は給水所を設けて給仕係。ポータは旅商人らしく、傷薬などの回復アイテムを並べてお店を開いている。他ほか三人は肉体労働である……

　と、不ふ貞て腐くされた顔のワイズがツルハシを放ほうり捨てた。

「おいワイズ。いきなり仕事放ほう棄きするなよ」

「そうじゃなくて。要は鉱石を掘り出せばいいんでしょ？　あたしの魔法でドカーンとやって、さっさと終わらせてやるわ。見てなさい。……スパーラ・ラ・マジーア……」

　ワイズが呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した途と端たん。

　周囲にある鉱石が小刻みに震ふるえ始めて、不思議な震しん動どうを辺りにまき散らした。

　震動を浴びたワイズは魔法を封ふうじられた。

「はあ!?　なんで!?」

「おーい、賢けん者じやの嬢ちゃん。俺たちが掘ってるのは、魔法を封じるアイテムの素材として使われる鉱石だからな。気を付けてくれよ」

「ちょマジで!?　嘘でしょ!?」

　嘘でもなんでもなくワイズは魔法を封じられている。

　絶望したワイズはその場に這はいつくばって項うな垂だれた。

「この職場、あたしにとって地じ獄ごくすぎる……もうヤダ辞やめたい……」

「まあ気持ちはわかる。でも頑張れワイズ」

「ワイズさんは豆とう腐ふメンタルですね。少しは私を見習ってください。どんな仕事とでも真しん摯しに向き合う、この私を」

　メディは美少女で優等生なスマイルを浮うかべて、手近な壁に向かってツルハシを振り上げた。打だ撃げきに特化されたメディの一撃！

　ツルハシの先せん端たんが岩石を盛せい大だいに砕くだき、その奥に埋うまっていた鉱石に命中した。

　不思議な震動が辺りに広がった。メディは魔法を封じられた。

「え？」

「おーい、癒ゆ術じゆつ師しの嬢ちゃん。鉱石に強い衝しよう撃げきを与あたえると魔法封じの効果が出ちまうからな。気を付けてくれよ」

「ぷぷっ。やってくれると信じてたわ。ありがとう、我が親友」

「ですから、こういうのは、ワイズさんの役目であって、私ではないと、これまで何度も何度も……！」ゴゴゴゴ！

「落ち着けメディ！……ああ、ダメだ……」

　全身からダークパワーを噴ふん出しゆつさせたメディは、ヤクザキックで岩がん壁ぺきを蹴けり始めた。ガスガスガスッと、ツルハシよりも削さく岩がんできている。「おお！　掘くつ削さく機よりもすごいな！」鉱夫長は感心しきりだ。

　とにかく。

「ったく。二人とも、真面目まじめにやってくれよな。これは仕事なんだぞ」

　腐くさったり荒れたりしているワイズとメディを放置して、真人は作業を再開した。

　真剣に、一振り、一振り、丁てい寧ねいに力を込こめてツルハシを振り下ろし、掘削していく。

　そんな真人を、ワイズとメディがじーっと見つめている。

「なんだよ、俺がどうかしたか？」

「真人って、そんな真面目な感じだっけ？」

「そこまで真面目なつもりはないぞ。やるべきことをやってるだけだ」

「それはそうですけど……真人君なのですから、もっとこう、率先して文句を言い出すとか、子供みたいに不貞腐れるとか、そんな真人君を見てきたので……正直、今の真人君は、ちょっと気持ち悪いと言いますか不ふ審しんです」
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「気持ち悪いってなんだよ！　あと不審!?　真面目に働いてるのに不審者扱あつかい!?　俺どこに訴うつたえたらいい!?」

　失礼しちゃう話だが。

　怪け訝げんな表情を浮かべているワイズとメディを眺ながめて、真人は苦く笑しようした。

「まあ二人が言いたいことはわかるよ。俺自身、こんな感じになるとは思ってなかった。でもさ……上手うまく言えないけど……これが男かなって、ちょっと思う」

「男、ですか？」

「俺は父さんに試ためされてるところだろ？　だからさ、つまんないところは絶対に見せたくないんだよ。見せたら負けというかさ。……つまり……」

「父親に対して、息子が生意気にも意地を張っている、みたいな？」

「あっさり正解を言うなよ」

「親子であり男同士である二人にしかわからない無益な戦い、と言ったところでしょうか」

「はっきり言ってくれやがって。でもまあ、そういうこと。否定しない。……そういうわけだからさ」

　真人は渾身の力を込めてツルハシを振り下ろした。

　生意気に硬かたい、無益な岩石が砕け散ると、不意に透とう明めいな鉱石の一部が顔を覗かせた。水すい晶しようのように透明で、ツルハシの鋭えい利りな先端が命中しても傷一つつかない、あまりに硬い鉱石だ。

「ん？　なんだこれ？」

　どうにかこうにか掘り出し、握にぎり拳こぶしほどの大きさのそれを手に取って眺めていると。

　ポータが血相を変えて駆け寄ってきた。

「ままま真人さん！　そ、それ、ダイヤモンドの原石ですううううっ！」

「「ダダダダイヤモンドぉっ!?」」

　ワイズも、メディまでも、急いで駆け寄ってきた炭鉱夫たちも全員、目を白黒させて驚おどろいている。そりゃそうだ。ダイヤモンドだ。ダイヤモンドだ！

　だが。

「へー、そうなのか。はじめて見た」

　真人は素っ気なく言って、ダイヤモンドの原石を手の平の上で適当に転がして……

　ぽいっと、大地の聖剣テラディマドレを手にしている真々子に投げ渡わたした。

「それ、母さんの仕し業わざだろ？」

「な、なんのことかしら」

　真々子は慌あわててテラディマドレを背後に隠すが、もう遅おそい。バレバレだ。

　それは母親特とく殊しゆスキル【母の甘やかし】。頑張っている子供にはご褒ほう美びをあげたくなってしまう、その気持ちを正直に実現させる技わざである。

　それにしても甘やかしすぎな真々子を見つめた真人は、怒おこりはせず、笑いかける。

「俺の気持ちは、今言った通りだ。だからさ、ご褒美を用意してもらわなくても、ちゃんとやれるから。母さんなりに応おう援えんしてくれてるのはわかるけど、ちょっと控ひかえてくれないか？　嫌いやだって言ってるわけじゃないんだけどな。ちゃんと感謝してるけど」

「そうなのね……わかったわ。余計なことをしちゃって、ごめんなさい」

　真々子は、受け取ったダイヤモンド原石を地面に置いて、テラディマドレの切っ先で軽く突ついた。とびきりのお宝がずぶずぶと地の底へ沈しずんでいく。

　と、次の瞬間、その場にいた全員が、ほんの僅わずかではあるが、瞬間的に足あし下もとが沈ちん下かしたような感覚を覚えた。

「なんだ、今の……？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。気にしなくていいわ。お母さんが母なる大地に無理なお願いをしちゃったせいだから」

「そうなのか。そういうことなら、まあいいけど」

「それより、ほらマー君。生意気にも意地を張って、無益な戦いをしないと。ね？」

「言い方は非常に不満なんだが、そうさせてもらうよ」

　真人はツルハシを担かつぎ、岩の壁と向き合った。呆あつ気けに取られている炭鉱夫たちには構わず、黙もく々もくと仕事を続ける。

　ワイズたちはどことなく不満そうな顔で、真人の姿を見つめている。

　真々子は、頼たのもしく思いながらも、それとなく寂さみしがっているような、なんとも言えない微び妙みような表情で真人を見守っている……







　終業時刻を迎むかえて鉱山から出ると、もう夕方だ。

「あら大変。お夕飯のお買い物をしないと」

「父さんの姿が見当たらないけど……まあいいか。子供じゃないんだから。俺たちだけで先に戻もどろうぜ」

　炭鉱夫たちに別れを告げて、真人たちは転送魔法でカーサーン王都に移動した。

　町の中はだいぶ落ち着きを取り戻している。通りを歩いているのはカーサーン王都の住人が大半で、特に主婦の姿が多く見受けられる。夕食の買い物の時間帯だ。

「買い物は母さんにお任せで。俺は冒ぼう険けん者ギルドに行って報告してくる。みんなはどうする？」

「自分はママさんと一いつ緒しよに行きます！　荷物持ちします！」

「あたしはどっちでもいいかな……いや、ピーク時間の食材店はきついから、真人の方がいいかも……」

「私は真々子さんとご一緒しますよ。少々様子がおかしい真人君の取り扱い方をお聞きしたいですから」

「あ。それあたしも聞きたい。やっぱあたしも買い物チームで」

「俺の取り扱い方ってなんだよ。まあいいけど。じゃあ、また後でな」

　真々子を中心におしゃべりを始めた買い物チームと別れて、真人は一人で冒険者ギルドへ向かった。

　冒険者ギルドに到とう着ちやくして、受付へ向かうと。

「やあ真人。遅かったじゃないか」

　受付嬢じようから大きな革かわ袋ぶくろを受け取っている魔ま王おう隼人がいる。革袋の中身はまた大金だろう。

　ちょっとイラッとしたが、まあとにかく、真人も受付嬢に仕事の終しゆう了りよう報告を……

「あ、帰ってきたじゃん。お疲つかれー。はいこれ」ぽいっ

「扱いが雑すぎですよ！　あとお金は投げちゃダメ！」

　報ほう酬しゆうとして渡されたのは、小さな革袋だ。小こ銭ぜにの音がちゃりちゃり鳴っている。父親の収入に比べれば微び々びたるもの。

　だが草取りの仕事から大おお幅はばに収入アップだ。真人は胸を張り、魔王隼人を見返してやった。どうだ、と。

　意地っ張りな息子むすこ勇者の姿を眺めて、父親魔王は満足そうに微笑ほほえんでいる。

「いい顔つきになったな。見直したよ」

「見直すほど見てないだろ。ずっと単身赴ふ任にんしてたんだから」

「と思うだろう？　でも実はね、真々子が毎晩のように真人の寝ね顔がおを撮とって送ってくれていたから、結構見てたよ。小さい時からずっと」

「何してくれてんだ母さん……」

「そんな話はさておき。今は真人一人だけだね」

　魔王隼人は周囲をうかがい、真々子たちがいないことを念入りに確かく認にんして、そっと囁ささやいてくる。

「真人に提案がある。これから父さんとちょっと出かけないか？」

「出かけるって、どこへ？」

「オカンヤーデという町だよ。そこに、あるだろう？　とても賑にぎやかで楽しそうな店が」

「賑やかで楽しそうな店……ああ、カジノか？」

「そう、それだ。聞いた話によると、親子で一緒に遊ぶのがルールになっているとか」

「まあな。母さんの提案でそうなったけど……つまり、要するに……」

　魔王隼人は頷うなずいて、真人と肩かたを組み、大金入りの革袋を見せてくる。

「ここに父と息子がいて、軍資金もある。他ほかに理由は必要だろうか」

「ふむ……俺もカジノには興味があるから、まあ悪くない話かな。魔王からの誘さそいでさえなければ、二つ返事でＯＫしたいところだ」

「では、父親魔王と息子勇者でカジノ対決、ということならどうだろう。どちらも自分で稼かせいだお金を元手に勝負だ。魔王からの挑ちよう戦せんを受けるかい？　それとも逃にげるかい？」

「それなら……いや、でも……」

「まだ何か問題が？」

「行く前にさ、まずは母さんに相談んぐっ!?」

　母さん、というフレーズを出した途と端たん、魔王隼人の腕うでが真人の首に食い込んできた。

「ちょっ、父さんっ！　首絞しまってるから！」

「いいかい真人。よく聞くんだ。母親に心配をかけまいとする姿勢は、とても正しい。……だが、それはそれとして、父さんは思うんだ」

「な、何をだよ」

「子供というものは、たまには心配をかけるくらいの方がいい。それでこそ親として張り合いが生まれるというものさ。よく言うだろう？　手がかかる子ほど可愛かわいいと」

「言うのか？　よくわからんけど」

「言うんだよ。だからね、少しくらいは心配をかけていいんだよ。……真人はまだ大人ではない。でも親がいなければ何もできない子供ではない。母親のことばかり気にせず、自分の意志を貫つらぬくことも必要じゃないだろうか。天空に選ばれし勇者として、自由に羽を伸のばし、自由に羽ばたくべきじゃないだろうか。どうだろうか」

「それは……そう、かな」

「そうだとも、そうだとも。では真人が乗り気になったところで、さらに提案だ」

　魔王隼人は、それまでよりもがっちりと肩を組み、真人を強引に連れて建物の隅すみへと移動した。受付嬢や他の冒険者から距きよ離りを置き、こっそり囁いてくる。

「ここだけの話なんだけどね。私はオカンヤーデの町でも討とう伐ばつクエストを完かん了りようさせて、そちらの依い頼らい主ぬしだったカジノの支配人さんから、あるご提案をいただいたんだ。少し遊んでいかないかと」

「だからカジノに……」

「いや、カジノだけじゃない。その支配人さんが新たに始めた、夜のお店があるそうで、そちらも試験的に遊んでいってもらえないかと頼まれたんだよ」

「なんの店なんだ？」

　尋たずねると、魔王隼人は気き障ざに笑って、手の小指をぴんと立てて見せてくる。

　俗ぞくに〝女〟を示すジェスチャーである。

「女の人がいる、夜の店って……ま、まさか!?」

　女の人がいる夜のお店だ。

　真人は頬ほおを赤く染めて俯うつむいた。

「父さん……さすがにそれは、マズいんじゃないかな……」

「はっきり言おう。現実世界では完全にアウトだ。でもここはゲーム世界だよ。ゲームだ。あくまで試験的に、見識を深めるための社会見学として、行ってみるだけさ。先方も保護者同どう伴はんであれば問題ないと言ってくれた」

「だったら、いいのかな……いや、でも……」

「真人」

　真しん剣けんな声で名を呼ばれた。

　魔王隼人は握あく手しゆを求めて手を差し出してくる。

「男だろ？」

　痺しびれる言葉が真人の胸を突き抜ぬけた。

　真人は魔王隼人の、いや父親の、いや男の、真剣な眼まな差ざしを真剣に見つめ返して、その手を握にぎり返そうと……したのだが。

　その時、不意に二人の足下が小刻みに震ふるえ始めた。

　来る！

「この感じ、まさかっ!?」

「どうかしたのかい真人ぅおわぁっ!?」

　次の瞬間、地面が一気に隆りゆう起きして床ゆかを突き破った。衝しよう撃げきで建物の壁かべが崩くずれ落ち、真人と魔王隼人は外へ吹ふき飛ばされた。

　一体何が起きたのか。その答えは明白。

　息子の居場所を探し出し、そこにある状じよう況きようを問答無用で中断させる母親スキル【母の牙きば】が発動したのだ。

　二人が冒険者ギルド前の通りに転がり出ると、背後に人ひと影かげが。

「うふふ。あなた？　マー君？」

　声が聞こえた瞬間、真人と魔王隼人は声にならない悲鳴を上げた。

　父と子でそっくりな絶望顔をして、仲良くガクブルしながら振ふり返ると……にっこり笑顔の真々子がいる。その後ろには、何が起きているのかよくわからない様子のワイズたちの姿があるが、そちらはともかく。

　右手に大地の聖剣テラディマドレを、左手に大海の聖剣アルトゥーラを、しっかりと握りしめている真々子だ。

　エンカウント発生。真々子が現れた。どうする？

「なんでエンカウント!?……いやっ、あのっ、えっと……！」

「ねえマー君。お父さんと二人でカジノに行くとか、夜のお店に行くとか、そんな話し声が聞こえた気がしたんだけど、気のせいかしら」

「どんな耳してんだよ!?」

　どんなに離はなれていても、真々子の耳は息子の声を絶対に聞き逃のがさない。

「待て！　落ち着け母さん！　話せばわかる！　話せばわかるから！」

「真人、下がるんだ！　ここは父さんに任せてくれ！」

「魔王に守られる勇者の絵え面づらが嫌いやだけど、任せた！」

　真人はここから緊きん急きゆう退たい避ひだ！　とにかく遠くへ！

　だが回り込まれた。「はいストップ」「とりあえず正座ですね」真々子の言葉で事情を察したのか、ワイズとメディはとても冷ややかな目をしている。「座ざ布ぶ団とんをどうぞ！」「お気持ちだけで……」ポータの気き遣づかいをそっと脇わきに置き、真人は地面に正座した。

　そして目にする。

　魔王隼人が大だい魔ま剣けんを構えて、決死の覚かく悟ごで真々子と対たい峙じしている。

「真々子！　まずは聞いてほしい！　このことは、だいぶ前にちゃんと相談しておいたはずだ！　これは、私が父親として、真人にしてやりたいことなんだと！」

「ちゃんと覚えているわ。……悪いことを教えるのは父親の仕事。何も知らずに手を出して、取り返しのつかないことにならないように、まずは一いつ緒しよに……お義父とうさんがそうしてくれたように、あなたもマー君にしてあげたい、だったわよね」

「その通りだよ！　悪いことは、悪いことだけど、そこから学ぶことは多かった！　そこでしか学べないことも多かった！　社会で生きていく上で重要な経験を積むことができるんだよ！　だからここは大目に見てくれ！　頼たのむ！」

　魔王隼人は、夫の主張を高らかに掲かかげ、真々子に切りかかった。渾こん身しんの一撃が……！

　×印に剣を構えて妻の意思表示をしている真々子に、容易たやすく受け止められてしまった。

「マー君にはまだ早いわ。マー君はまだ十五歳よ？」

「それはそうだけど、ここはゲームの世界だから！　そこまで子供扱あつかいしなくてもいいんじゃないかな！」

「子供は子供よ」

「親子の関係としてはそうだけど、成長という意味では、子供はいつまでも子供ではないんだよ！　守ることばかりが親の務めではない！　時には、抱だき締しめているその腕を解ほどいて、自由に羽ばたかせてあげることも必要だから……！」

「ダメよ」

「そこをなんとか……！」

「ダメよ」

　通常笑顔で全部否定して二回ダメ出しして、真々子は魔王隼人の大魔剣を弾はじき返した。

　そして真々子は、聖剣を両方とも鞘さやに納めて……腰こしに手を当て、人差し指をぴんと立てて構えた。

　にっこり微笑んだままで。

「あなた」

「な、何かな？」

「めっ」

　母親としてではなく、妻として、叱しかり主しゆ砲ほう発射。

　だが効果は同じである。指先に集まった光が弾はじけて、膨ぼう大だいな熱量の極ごく太ぶとビームが放たれた。「え？」ぽかーんとした表情も体も全部まとめて光に飲み込まれ、魔王隼人は一いつ瞬しゆんで彼方かなたへと吹き飛ばされた。

　父なる魔王は、暮れゆく空に輝かがやく一番星になった。

「あなた。今日は晩ご飯抜きよ。うふふ」

　愛情たっぷりに告げて。

　真々子は踵きびすを返し、真人に近寄ってくる。

「さあマー君。宿屋に戻もどって、お夕飯にしましょ」にっこり

「は、はい……仰おおせのままに……」

　立たされて、お仕置きのつもりだろうか、いつもよりちょっと強めに、真々子に腕をぎゅーっと抱き締められてしまう真人だ。

「あ、あのさ、母さん？　父さんは大だい丈じよう夫ぶかな？　割りと本気で心配なんだけど……」

「あの人なら大丈夫よ。うふふ」

「いや大丈夫じゃないと思うんだけど」

　真々子のあまりに強きよう烈れつなお叱りを受けて、無事でいられるわけがない。

　真人の夜遊びデビューの話は露つゆと消え、魔王も滅ほろびたのだった……







　いや、魔王隼人は滅びない。

　カーサーン王都近くの高台の壁にめり込んで、ぷすぷすと煙けむりを上げているが、無傷だ。

　魔王であり、最強の母親の伴はん侶りよである。伊達だてではない。

「やれやれ。溺でき愛あいしている息子むすこのことは、何がなんでも守りたくて、この有り様か。君は変わらないな」

　クレーターの中心から自身の体を引き剥はがし、魔王隼人は身軽に高台へ上った。

　すぐ近くにある転送ポイントが月明かりに照らされている。魔王の登場に驚おどろいたのだろう、草の陰かげに潜ひそんでいた妖よう精せいたちが警けい戒かいする光を放ちながら飛び出してきた。なかなかに幻げん想そう的な光景だ。相手にしてみれば迷めい惑わくな話だろうけど。

　魔王隼人はひっそりと佇たたずむ石柱に寄りかかり、カーサーン王都をじっと見つめる。

「最終的に問題となるのは、やはり真々子だね……このままだと、かなり手を焼きそうだ……もう少し慎しん重ちように事を進めなければいけないか……」

　憂ゆう鬱うつそうに呟つぶやいた時だった。

　転送ポイントに一筋の光が降りた。誰だれかが転送されてきたらしい。

　シラーセだ。

「おや？　魔王様がこんなところにいらっしゃるとは、意外ですね。今日も愛妻の手料理に涙なみだしているものと思っていたのですが」

「少々、機き嫌げんを損そこねてしまいまして。……それで、私がお願いしていた件は……」

「仕込みは順調です。決戦の舞ぶ台たいについては、明日の夜までにはなんとか」

「協力者の方々については？」

「快くお引き受けくださいましたよ。明日で大丈夫だと申し上げたのですが、既すでにこちらへ向かっています。おかげで私はこれから接待係ですよ。……それでは、ご報告までに」

「引き続き、何なに卒とぞよろしくお願いいたします」

　シラーセは転送の光に包まれて消えた。

　見送った魔王隼人は、懐ふところに手を差し入れて、一枚の紙を取り出した。

　途と端たん、周囲を飛び交かっていた妖精たちが騒さわぎ出す。

「見て！　恐おそろしい剣を背負ってるあの人、何か読んでるわ！」

「作戦を確かく認にんしているのよ！　きっと悪い作戦よ！」

「そうよね！　あんな恐ろしい剣を持ってるなんて、魔王に違ちがいないもの！　魔王が危険な企たくらみをしてるのよ！」

　妖精たちはますます警戒を強めて逃にげ去った。

　可愛かわいらしい囀さえずりに頬を緩ゆるめた魔王隼人だったが、すぐに表情を引き締め、魔王たる顔つきで紙を見つめる。

　手にしている紙には、【マーマレイド】という文字と、煽せん情じよう的な衣い装しようを身に付けた女性たちの姿が描えがかれている。キャバクラのチラシである。

　進行中の計画とは別に、諦あきらめが悪い魔王だ。

















第三章　禁断の地に足を踏ふみ入れた者は、地じ獄ごくと地獄と地獄を味わうという。









　水平線から日が昇のぼったばかりの早朝。

　真ま々ま子こはわくわくしながら宿屋の廊ろう下かを進んでいく。ただし足音は忍しのばせて。

　向かうは真まさ人とが寝ねている部屋だ。

「マー君はきっと今日もお寝ね坊ぼうさんだわ。お母さんが優やさしく起こしてあげないとね。まったくもう、子供なんだから。うふふ」

　おはようのキスは、ほっぺがいいかしら、おでこがいいかしら、なんて考えながら。

　真人が寝ている部屋のドアを、そぉ～っと開けると……

「ん？　母さんか。いいところに来てくれた。でもノックくらいしようぜ」

　真人はもう起きていた。

　ただ起きていただけではない。寝間着からいつもの装備に着き替がえ終えている。

　その上、脱ぬいだ寝間着も、おまけにブランケットも、軽く畳たたんでベッドに置いてある。窓は開けられ、部屋の空気の入れ換かえもされている。自身だけでなく身の回りも完かん璧ぺきな仕上がりだ。

　真々子は部屋の様子を見て、真人を見つめて、ぽかーんとしている。

「おいおい母さん。そんな驚いた顔して、どうした」

「だ、だって、マー君がちゃんとしているから……」

「俺だって、その気になればこれくらいできるよ。……いつまでも母さんに頼たよってばっかだと、恰かつ好こう付かないからな。ちゃんとしようって、思ってさ」

「そうなのね……」

「そうなんだよ。ふふん、どうだ。息子の成長を遠えん慮りよなく喜んでくれていいんだぜ？」

　真人が生意気に笑いかけると。

　真々子は、ぷぅっと、ほっぺたを膨ふくらませた。

「おい。なんだよその反応は」

「別に。なんでもないわ。お母さん、ぷんぷん」

「ちょっ、なんで怒おこってる？　意味わからんぞ？」

「知らないわ。ぷんぷん。マー君の朝ご飯は全部、大盛りにしますからね。ぷんぷん」

「それどんな怒り方!?」

　珍めずらしく不ふ機き嫌げんな真々子である。

　だが戸と惑まどってばかりはいられない。真人は真々子に用事があるのだ。

「と、ところでさ。母さんにちょっと頼みたいことがあるんだけど……」

「あらあら！　お母さんにしてほしいことがあるのね！　何かしら！」ピカーッ！

　真々子の全身が光り輝いた。【母の光】発動だ。

「途端に機嫌が直りやがった……なんなんだ一体……まあいいけど……とにかく、これなんだけどさ」

　真人はポケットから、一本のネクタイを取り出した。

　クリスマスイベントの際に真々子から貰もらった品だ。

「これ着けたいんだけど、結び方がよくわからないんだ。母さんはわかるか？」

「お父さんがいつもお仕事で着けてるから、だいたいわかるけど……急にどうしたの？」

「俺ってさ、冒ぼう険けん者ギルドの受付の人から軽く見られただろ？　だから今日は、服装をしっかりして、印象を良くして、それで挑いどんでみようかなと思ってさ」

「そうなのね……わかったわ。お母さんに任せて」

　真々子は真人からネクタイを受け取り、器用に結んでいく。

　頭を通して締めるだけの状態にして、準備完かん了りよう。

「マー君、ちょっと屈かがんでくれる？」
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「はいよ。……うっ……」

　お母さんの胸の谷間に顔を埋うずめるような姿勢になってしまったが、目を閉じればセーフだ。真人はネクタイを首にかけてもらった。

「これって、細い方を引っ張るんだよな？」

「お母さんがやってあげるわ。任せて」

　締め具合を調節して、襟えりもちゃんとして。甲斐かい甲斐がいしく、念入りに、たっぷり時間をかけて……完成だ。

　真人はネクタイを装備した。

　外見の大人っぽさレベルが上がった！　真人は【新人就活生】の称しよう号ごうを手に入れた！

「お。なんか謎なぞのレベルアップをしたぞ。ありがとな、母さん」

「どういたしまして。こんな風に、いつでもお母さんを頼ってくれていいからね。お母さん、ずっとずっとマー君の力になっちゃうから。ずっとよ？」

「大丈夫だって。結び方を覚えれば自分でできるから。ずっとじゃなくても……」

「むぅ。マー君、お母さんぷんぷんよ。ぷんぷん」

「いや怒るとこじゃなくね？　息子の成長を応おう援えんしようぜ？」

「ぷんぷん！」

　お母さんの心境は複雑なのである。







　真人たちは朝食を済ませて、今日も冒険者ギルドに向かう。

　先頭を行くのは真人。どこかで受付嬢じようの目が光っているかもしれない。すれ違う人が依い頼らい主ぬしという可能性もある。気を引き締しめ、美しい歩き方を常に意識して、颯さつ爽そうと通りを進んでいく。

　後に続く女子チームは、なんとも言えない表情だ。

「筋肉痛で腕うでがヤバいんだけど……そんなことより真人よね。ポータ、ちょっと鑑かん定ていしてみてよ」

「はい！……むむむ……あれは真人さんです！　いつも恰好いいですけど、今日はいつもより恰好いいです！　すっごく大人に見えます！」

「ポータちゃん、もっとよく鑑定してください。おかしなところがあるはずです。ちゃんとした真人君なんて、真人君ではありませんから」

　かなり失礼な物言いが聞こえてくるが。

　真人は平然と笑い飛ばすだけだ。

「これが成長ってやつだよ。いつまでもガキみたいなこと言ってないで、みんなも早く成長しろよな」

「うわ腹立つ。真人のくせに。真人のくせに。……真々子さんも何か言ってやってよ。こんなの真人らしくないでしょ？」

　ワイズが真人の背中を引っぱたきながら訴うつたえると。

　最さい後こう尾びを歩いている真々子は、難しい顔をして黙だまり込んでいる。

「真々子さん？　どうしたの？」

「……え？　あ、ワイズちゃん。どうかしたかしら」

「それあたしが聞きたいんだけど。何か考え事？」

「やはり真々子さんも真人君を心配なさっているのでは？　何かしら違い和わ感を覚えていらっしゃるとか」

「ママさん！　真人さんはどうかしちゃったんでしょうか！」

「そうね……」

　真々子は真人の背中をじっと見つめて、ほんの少し迷うような素そ振ぶりを見せたが……思い切って走り出す。

「マー君はマー君よ。お母さんの可愛い子供。何も変わらないわ。そうよね、マー君！」

「うぉっと」

　真々子は真人に駆かけ寄って、その腕にぎゅーっと抱だき付いた。

　お母さんの大きいのがむにゅむにゅだが、真人はもう慣れたものだ。動じない。

「やめろと言っても無む駄だだろうから、言わないけど、ほどほどにしといてくれよな」

「ええ。ほどほどにするわ。ほどほどに」むにむに

「ほどほどの感かん触しよくに抑おさえろって意味じゃないんだが。あと、冒険者ギルドに着いたら真面目まじめに勝負したいから、そこは配はい慮りよを頼たのむぞ」

「ええ、わかったわ。それじゃ冒険者ギルドに着くまでね」

　途端に歩くのが遅おそくなった真々子を、ぐいぐい引っ張って。相変わらず怪あやしむ視線を送り付けてくるワイズたちを引き連れて。

　決意を胸に。

「さあ行くぞ！　今度こそ、あの受付の人を倒たおす！」

「マー君、倒しちゃダメよ。仲良くしましょうね」

　真人たち一行は冒険者ギルドに到とう着ちやくした。

　中に入ると、掲けい示じ板ばんの前に魔ま王おう隼はや人との姿がある。昨日、こっ酷ぴどくお叱しかりを受けたにもかかわらず、真々子を前にしても平然と構えている。耐たい久きゆう性抜ばつ群ぐんの魔王だ。

「勇者諸君、おはよう。昨日はよく眠ねむれたかい？」

「おかげさまで。魔王様も元気そうだな。安心したよ」

「心配してくれてありがとう。では試練の続きを始めよう。……と、その前に」

　魔王隼人は、ネクタイを身に付けている真人を興味深そうに見つめてくる。真人はちょっと気き恥はずかしい。

「何か心境の変化でもあったのかな？」

「まあ、ちょっと。ちゃんとした方がいいかなって。別に笑ってくれてもいいぞ」

「笑うことはないさ。社会人として生きていく気構えが感じられる、立派な姿だ。父として誇ほこらしく思う。……ただネクタイの色いろ柄がらは、私の趣しゆ味みとは少し……」

「ちなみにこれ、母さんが選んでくれたやつ」

「す、すごくいいセンスだ！　最高だよ！　ははは！」

　笑え顔がおの真々子が魔王隼人を見つめている。とてもいい笑顔だ。笑顔だ。

「で、では真人に試練を与あたえよう」

　魔王隼人は掲示板から一枚の依頼書を取り、真人に差し出してくる。

　依頼内容は【弊へい社しやが仕入れた素す敵てきなアイテムを人々に紹しよう介かいしてください！】というもの。

　素敵なアイテムとやらを携たずさえて、家々を訪ねて販はん売ばいするという、要するに訪問販売の仕事である。

　真人が内容を確かく認にんしていると、メディが横からさりげなく覗のぞき込んでくる。

「どう見ても戦せん闘とう職の冒険者向けの依頼ではありませんね。つまり真人君のお父様は、真人君ごとき、これでもしていなさいと、この程度が関の山だと、煽あおっていらっしゃるわけですね」

「ほほう。舐なめやがって」

「違ちがう違う。そういうつもりではなくて。この依頼を一いつ緒しよにやらないか、と誘さそっているんだよ」

「一緒に？　俺と父さんの二人で？」

「そう。魔王クエストは中ちゆう盤ばん戦に突とつ入にゆう。私と真人が、仕事の現場で直接対決をするわけさ」

「そんな！　勇者と魔王で直接対決だなんて！　しかも訪問販売のお仕事でなんて！」

　ドラマティックに驚おどろきの声を上げたメディが、そっと顔を背そむけて、くすっと笑った。

「真人君らしさがやっと出てきましたね。安心しました」

「ショボいって言いたいんだな。こんにゃろう。……だが仕事は仕事だ。俺は胸を張って父さんに挑むぞ」

「私も営業の経験はないから、どちらも未経験同士、いい勝負になると思うよ。……では真人。受注してきてくれるかい？　できるのなら」

「ああ任せとけ。受付の人を乗り越こえて、魔王への挑ちよう戦せん権を手に入れてやる！」

　魔王隼人に背を押され、真人は受付へ向かう。

　受付嬢が、どこかの女じよ帝ていのように偉えらそうな態度で、ただならぬオーラを放ちながら待ち構えている。

「あらあらぁ？　あなたは昨日の……確か、真人君だったわね。懲こりずにまた、身の丈たけに合わない依頼を受けようとしているのかしら。若いわねぇ。くすくす」

「昨日までの俺じゃありません。もう負けませんよ」

「それはどうかしら。魔王様に挑む資格があなたにあるのかどうか、この私が確かめてあげるわ。……必殺、受付嬢サーチ！　ふむむ！」

　受付嬢は真人をじっくりと観察する。

　昨日よりも丁てい寧ねいに整えている髪かみ形がた、引き締まった顔つき、そして……きっちりと結ばれているネクタイ。

　受付嬢が愕がく然ぜんとした。

「そっ、それは!?　まさか、そんな!?　シャツのボタンを開けている方が恰かつ好こういいとか思ってる年とし頃ごろの少年が、そんなにもきっちりと、しかもセンスがいいネクタイをしてくるなんて！　そんな馬ば鹿かな！」

「これが俺の本気です！　覚かく悟ごしてください！　俺の、渾こん身しんの一いち撃げき！　くらええええっ！」

「そんな、そんなああああっ!?」

　真人はダイナミックに腕を振ふり上げて、渾身の力で依頼書を提出した！

　依頼書に目を通した受付嬢は、カウンターテーブルにぱたっと突つっ伏ぷした！

「フッ……あなたの勝ちよ」

「よし！　勝った！　勝ったぞおおおおっ！」

「やったな、真人！」

「やったわね、マー君！　お母さん信じてたわ！」

　勝利を手にした真人のもとへ、魔王隼人と真々子が駆け付けて、両サイドから真人を抱だき締めた。おめでとう、おめでとう、ありがとう。祝福と感謝の言葉が響ひびき渡わたる！

　で。

「真人じゃなくて、真々子さんのネクタイのおかげじゃん、とか、言ってあげない方がいい？」

「それ以前に、昨日の残念な仕事と同レベルの依頼なのですから、受け付けてもらえて当然なのでは？」

「えっと……う、受付のお姉さんは、とってもノリがいい人です！　よかったです！」

　謎なぞの茶番を冷静に眺ながめる女子たちがいた。







　依頼に参加するのは、真人と魔王隼人の二人のみ。

　ということで。

「いらっしゃいませー。何名様ですか？」

「四人よ。外の席に座ってもいいかしら」

「はい、どうぞ。すぐにメニューをお持ちしますね」

　真々子たちはカフェにやってきた。歩道脇わきに並べられたテーブル席に着いてリラックス。

　現在地は、天下一母ぼ道どう会かいの会場がある町ミーマ。今は大会が開かい催さいされていない。町の様子を眺めながらのんびりお茶できる静かな時期である。

「みんな注文は決まったかしら。私はとりあえず紅茶だけでいいわ」

「自分は、パフェにします！　とっても美味おいしそうです！」

「私は紅茶とケーキのセットで」

「あたしはパンケーキセットにしよっと。それじゃ、お茶しながら鑑かん賞しよう会ね」

　一同は通りの向こう側へ目を向ける。そちらでは……

　大きなショルダーバッグを肩かた掛がけしている旅商人の中年男性と、両手に大きなバッグを提さげている真人と魔王隼人がいる。就業中である。

「まずはお手本として、私がやってみせます。よく見ていてくださいね」

「「はい、先せん輩ぱい！　よろしくお願いします！」」

「それでは……」

　先輩商人は通り沿いの家に向かい、玄げん関かんをノックした。

「こんにちは！　突とつ然ぜんお邪じや魔ましてすみません！　本日は新アイテムのご紹介で……！」

「間に合ってるよ。帰ってくれ」

　家の人が出てきたと思ったら、素っ気なく言い捨てて、速そつ攻こうで玄関を閉めてしまった。

　思いっきり冷たい扱あつかいをされたが、先輩商人は平然としている。

「という感じでやっていきます。ポイントは、心を強く持つこと。それでは、この通りにある家を全すべて、手分けして回ってください。お願いしますね」

「「はい、先輩！」」

　先輩商人は別の区画へ向かっていった。

　新人営業マン勇者真人と、新人営業マン魔王隼人の、一いつ騎き打うちだ！

「父さん、勝負だ！　勇者の力を見せてやる！」

「息子むすこよ、魔王たる父の力の前に平ひれ伏ふすがいい！」

「どっちがたくさん売れるか！」

「勝負だ！」

　真人は右方向にある家を順に訪問する。魔王隼人は左方向だ。両者一いつ斉せいにスタート。

「勝つ！　絶対に勝つ！」

　真人は目的の家に駆け寄り、玄関をノックした。「はーい」優やさしそうな老婦人が出てきた。これはいける。真人はとびきりの笑顔で挨あい拶さつしようと……

　だが先制したのは老婦人。

「あ、結構です。失礼しますね」

「え？　いや、ちょっと……！」

　真人が提げているバッグを見て、訪問販売だと即そく座ざに察知したのだろう。老婦人は玄関を閉めてしまった。売り込み失敗。

「くっ……よし、次だ次！」

　気を取り直して、右みぎ隣どなりの家の玄関をノックした。

　誰だれかが玄関先まで駆かけてきた音がして、玄関が開かれた、と思ったら瞬しゆん間かん的に閉められた。『帰ってください』声だけ聞こえてくる。訪問失敗。

「お断りするの早すぎだろ……素早く逃にげるメタルなスライムだって、最初に姿くらいは見せてくれるのに……」

　太刀たち打うちできる気がしない。早くも泣けてきた。

　魔ま王おう隼人の方はどんな状じよう況きようだろうかと、目を向けてみると。

「さっさと失うせやがれ！」

「ぶはっ!?」

　訪ねた家のお爺じいさんに、バケツで水をぶっかけられたところだった。

　ずぶ濡ぬれの魔王隼人が涙なみだ目めになり、真人を見つめてくる。真人も涙目で見つめ返す。

「「（この仕事、予想以上にきつい！）」」

　心を通わせる父親魔王と息子勇者だった。

　一方、通りの反対側にあるカフェでは事件発生。

「ママさん！　落ち着いてください！　行っちゃダメです！」

「お願いよ、止めないで！　マー君のところへ行かせて！　マー君があんなに頑がん張ばっているんだもの、応おう援えんしないわけにはいかないわ！　マー君が持ってる商品、全部お母さんが買い取るわ！」

「ダメだってば！　落ち着いて！……こうなったら、メディ！　やっちゃって！」

「無茶振りしないでください！　さすがに真々子さんが相手では、ガツンとするわけにはいきませんよ！」

「だよねー。じゃあもう力ちから尽ずくで取り押さえるしかないっ！」

　のんびりお茶しながら見物するはずが、財さい布ふを抱かかえて飛び出そうとする真々子を押さえなければならないという。こちらはこちらで予想以上にきつい事態に陥おちいっていた。







　どうもミーマの人々は食いつきが悪いということで。先輩商人の案内に従い、真人と魔王隼人は海辺の町チャンカーへ移動した。

　入り江えにそびえ立つタワーダンジョンに見守られながら、訪問販はん売ばいを開始だ。

「ミーマの町では一個も売れなかったからな……せめて一個は売ってみせる！」

「では真人。どちらが先に一つ売れるか、勝負だ！」

「おう！　どっちかが一個売った時点で終しゆう了りような！」

「もちろんだとも！」

　ハードルを思いっきり下げて、勝負再開だ。下げた分だけやる気が急きゆう上じよう昇しようしている。

　一方。

　海岸沿いの砂すな浜はまでも、やる気が急上昇している人がいる。水着姿の真々子だ。

「ワイズちゃん、メディちゃん、ポータちゃん……そこを通してくれるかしら」

　熱い砂を踏ふみしめて、真々子が真しん剣けんな表情で一歩踏み出した。水着からこぼれ出そうな胸が、ぷるるんと、勇ましく揺ゆれている。

　だが行かせない。こちらも水着着用のワイズたち三人が、決死の覚悟で真々子の前に立ちはだかる。

「ダメよ！　通さないわ！　ここは行かせない！」

「真々子さん！　どうか落ち着いてください！」

「自分たちは、海で遊ぶために来ました！　お買い物をしに来たんじゃありません！」

「ちょっとだけよ。ちょっとだけ。一つだけ買うだけだから。……マー君、今行くわよ。うふふ……」

「仕方ありません！　真々子さんを砂に埋うめてしまいましょう！　全員突とつ撃げき！」

「「おー！」」

　三人がかりで押し倒たおし、真々子を砂浜に埋める戦いが始まった。「わわっ！　胸が砂を弾はじいちゃいます！」「どんな弾だん力りよくしてるのよ！　羨うらやましい！」果たして真々子を押さえ込むことはできるのか！

　さて。

　女性陣じんの状況など露つゆ知しらず、真人と魔王隼人は仕事開始だ。

「俺はこっちの家を攻せめてみる！」

「では私は向かいの家にしよう！　いくよ！」

　両者同時に、目的の家の玄関をノックすると。

　真人の方が先に開いた。中年の女性が対応に出てきた。

「（あれ、この人……）」

　見覚えがある顔だ。タワーダンジョン攻こう略りやくの際、お母さんギルドに参加してくれた母親の一人に間ま違ちがいない。

　だが相手は真人たちに関する記き憶おくが封ふうじられている。まったく初対面の人を見るような目で真人を見てくる。

「どちら様かしら……」

「あ、どうもはじめまして！　突然お邪魔してすみません！　新アイテムのご紹しよう介かいのために来ました！」

「あらやだ、訪問販売なのね。そういうのはちょっと……」

　相手は愛あい想そ笑いを浮うかべて、玄関を閉じようとしている。ここもダメか……

　いや、真人には勝機が見えている。何しろ相手は母親だ。真人には、母親同どう伴はんの冒ぼう険けんを通じて得た、母親という生き物の特性に関する知識がある。

「待ってください！　ご紹介したいのは、ちょっと変わったアクセサリーなんですよ！」

「アクセサリー？　あらあら、ちょっとだけ気になるわね。ちょっとだけ見せてもらおうかしら。ちょっとだけ」

「よし！」

　ブローチ、イヤリング、ネックレス、ハンドバッグなどもそう。アクセサリーに分類されるものはなんでも、無条件で気になってしまうのだ。それが母親。というか女性全ぜん般ぱん。

　真人はすかさずバッグを広げて、中から説明用のメモと品物を取り出した。

　品物は、小さな水すい晶しよう玉だまだ。

「え？　何かしら、これ」

「お部屋のアクセサリーです！　ちょっと奥さん見てください！　なんとこれ、手をかざすと光るんですよ！　すごいでしょう！　わあ、魔法みたい！　お子さんも大喜びですよ！　玄関に、寝しん室しつに、一つと言わず何個でも……！」

　お買い上げいただきたかったのだが、その時。

「おう、そこの兄ちゃんよ。ちょっといいか」

「え……？」

　真人は背後から呼びかけられた。振ふり返ると、モヒカン頭の荒あらくれ野や郎ろうがそこにいて、恐おそろしいほどガンを飛ばしてくる。

　ポッチだ。記憶を封じられているせいだろう。真人を真人だと認にん識しきできていない。

「ど、どうも。何かご用でしょうか」

「ご用でしょうか、じゃねぇよ。ちょっとこっち来い」

　真人は問答無用で首根っこを掴つかまれて、玄関から前の通りへ引きずられてしまった。

　通りには荒くれ野郎たちが集まっていて、真人同様、魔王隼人が首根っこを掴まれている。今にも泣きそうな悲しい顔してる。

　真人と魔王隼人は、地面に正座させられて、ポッチと荒くれ野郎たちに取り囲まれた。

「最初に自己紹介しておくぞ。俺たちは、町の治安と子供たちの未来を守る、保育士志望の優しいお兄さんたちだ」

「どの辺が保育士なのか、全くわからないんだけど……」

「父さん、ちょっと黙だまっておこう。これで意外と事実だから」

「でもって、ちょいと町の様子を見回ってたら、お前らだ。水晶玉の訪問販売なんてしやがって。ふざけんじゃねぇよ」

「何か問題がある行こう為いだったのかい？」

「ちょっと前の話だ。この町でな、怪あやしい訪問販売員が水晶玉型の爆ばく弾だんを売りつけようとした事件があったんだよ」

「それポッチさんですよね」

「ちょっ!?　ば、馬ば鹿か言ってんじゃねぇよ！　俺なわけがあるかよ！」

　怖こわい顔面の力で誤ご魔ま化かされた。

「というわけだからな！　とりあえずお前らを兵士の詰つめ所へ連れていく！　さっさと立ちやがれ！」

「不ふ審しん者扱いは勘かん弁べんしてくださいよぉ……違いますからぁ……」

　取り調べのため、仕事は一時中断を余よ儀ぎなくされた。

　働くって、厳しい。







　ムーディなアロマが薫かおる薄うす暗ぐらい室内に、真々子の艶つややかな吐と息いきが漏もれる。

「んっ……そこは、ダメよっ……はぁ……」

　一糸まとわぬ姿でベッドに横たわっている真々子を、六つの手が攻め立てる。

　敏びん感かんなそこを強く押された瞬間、真々子は大きく仰のけ反り、ぬめりのある液体に塗まみれた大きな胸が激しく震ふるえた。

　ダメよ、と言われても、手は止まらない。

「ここがいいのね？　ふっふっふ。じゃあ……えいっ」

「ひぁっ！」

「こちらはいかがですか？」

「んぁっ！」

「ママさん！　ここはどうでしょうか！」

「ぃやぁんっ！」

　ワイズの手が、メディの手が、ポータの手が、オイルに塗れた真々子の体を執しつ拗ように攻めている。

　オイルマッサージである。

「んもう。みんな上手ね。変な声が出ちゃったわ」

「どもども。やっぱ真々子さんは肩かたが凝こってるわね。普ふ段だんから、それだけの大物を胸に下げてるんだから、まあ当然と言えば当然だけど。……あたしも一度でいいから胸の重さで肩こりしてみたいわー」
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「夢は夢で終わらせた方がいいと思いますよ？　実際問題、かなりつらいですから」

「ちっ。おのれメディ。真々子さんの次に大きいからって、調子に乗るんじゃないわよ」

「ママさんは、ふくらはぎも凝ってます！　お料理とか、お洗せん濯たくとか、立ち仕事が多いからでしょうか！」

「でしょうね。ではこの機会に、全身くまなくマッサージして差し上げましょう。えいっ」

「あはぁん！」

　真々子を足止めするための処置である。

　ここは商業都市オカンヤーデの建物の一室。辺りを見下ろせる高層階の美容サロンで部屋を貸し切り、女子たちで真々子をおもてなししている最中だ。

「ここがいいの？　ね、真々子さん、ここがいいの？」

「そ、そう！　そこが……はぁん！」

「くっくっく。体は正直ね、なんちゃって」

　真々子の腰こし回まわりをねちっこく弄もてあそんでやって、ワイズはちょっと休きゆう憩けいだ。手が疲つかれた。

　息いき抜ぬきに、カーテンを開けて窓の下を見下ろすと……通りに面した家を訪ねて回っている真人の姿が見える。

　海辺の町チャンカーから場所を変えて、父親との仕事勝負を再開したものの、未いまだに成果は上げられず。そろそろ日が暮れそうだ。

　それでも真人は続けている。

「……ったく。何やってんのよ。必死に頑がん張ばっちゃってさ。ばーか」

「まったくですね。私たちのことなんてお構いなしに、あんなに夢中になって」

　ワイズの隣となりに、さりげなくメディが並んだ。その目はやはり真人の姿を見つめている。

　文句を言いつつ、二人ともどこか寂さみしげだ。

「真人パパが来てから、ずっとあの感じよね。父と息子むすこだけで盛り上がっちゃってさ。……ちょっとくらい、こっちに構ってもいいと思うんだけど」

「真人君が構ってくれなくて、ワイズさんは寂さびしいのですね」

「別にそうとは言ってないしー」

「自分は、ちょっと寂しいです！　真人さんがどんどん遠くへ行っちゃって、置いてかれちゃうような気持ちになります！」

　ポータも窓辺に並んで、真人の姿を見つめた。

「そうね。ポータちゃんの気持ち、すごくわかるわ」

　さらに真々子も窓辺に「真々子さんは来ちゃダメだから！」「外から見えてしまいますよ！」「あら、大だい丈じよう夫ぶよ」「ダメだと思います！」外から見えないように、三人がかりで真々子の裸ら体たいをガードだ。

　必死に働き続けている真人の姿を見つめた真々子は。

「……マーくーん……」

　ささやかに呼びかけた。

　真人は気付かない。まあ当然だ。距きよ離りがある。声も小さかった。

　真々子は苦く笑しようして、ベッドに戻もどってうつ伏ぶせになった。

「真々子さん……？」

「たぶんね、何もおかしなことはないのよ。子供が大きくなって、やりたいこととか、やらなきゃいけないことを見つけて、それに夢中になって……そうして子供がどんどん離はなれていっちゃうのは、普通のこと。当然のことなのよ。すごく自然なこと。……でもね……」

　寂しい。

　その言葉は口にせず、真々子は暗く沈しずんだ表情を伏せた。

　と、その瞬しゆん間かん。

「「「……？」」」

　ワイズたち三人は妙みような感覚に襲おそわれた。

　いきなり膝ひざカックンを受けて膝が抜けた瞬間に似ているかもしれない。瞬間的に視点の高さが数センチほど下がったような、おかしな感覚だ。

　だが気のせいだったかもしれない。真々子は何も反応を示さなかった。室内の状じよう況きようも、窓の外の様子も、何も変わっていない。

「今、何か起きませんでしたか？」

「わかりません！　でも、ちょっとだけ、ふわってなりました！」

「あたしもそうなんだけど……なんだろ。軽い眩暈めまいっぽい？」

「言われてみれば、そうですね。そうかもしれません」

　そういうことで片付けて。

　ワイズたちは再び窓の外に目を向けて、相も変わらず頑張っている真人の姿を眺ながめる。

「……とりあえずさ。真人には何かやらかしてもらいたいわよね。あたしたちが思いっきりお仕置きできそうなのを」

「それはいいですね。最高の気分転てん換かんになりそうです」

「自分も、真人さんらしいところを見たいです！……ああ、えっと、何かしちゃうのが真人さんだなんて、思ってないですけど……」

「うふふ。私もちょっと賛成しちゃうわね。これまで通りのマー君だってところを見せてもらって、安心したいわ」

　四人で勝手なことを言うと、真人が不意にくしゃみをした。噂うわさをされるとくしゃみが出るというのは本当らしい。四人は顔を見合わせて笑った。

　というか四人。「だから真々子さん！」「ご自重ください！」「外から見えちゃいますー！」「あらあら、残念」油断も隙すきもない真々子だった。







　とっぷりと日が暮れて、終業時刻となった。

「男チームも女チームも、無事に今日という日を乗り切ったわね」

「それでは、勇者と魔ま王おうによる訪問販はん売ばい対決の結果発表です」

「結果は……えっと……」

　ワイズたちが見つめる先に、答えがある。

　通りのベンチに座っている真人と魔王隼人は、両者ぐったりしている。

「一個も売れなかったな……俺も、父さんも」

「どちも残念な結果に終わり、勝負は引き分けだね……」

「引き分けだな……」

　二人がますますぐったりして、さらに、がっくりしてしまうと。

　丸まっている二つの背中を、真々子が優やさしく撫なでた。

「お疲れ様。大変だったけど、お仕事はお終しまい。ここからはゆっくりしましょ」

「……そうだな。仕事は終わりだ。終わったんだ」

「そうだね。労働の終わりを喜ぶとしようか」

　真々子の労ねぎらいが、疲れた心と体を癒いやしてくれる。真人と魔王隼人は顔を上げて、大きく伸のびをした。仕事からの解放だ。ちょっと元気が出てきた。

「それじゃ、カーサーン王都へ戻りましょう。急いで夕ご飯を作らなくちゃ」

「じゃあ転送魔法でちゃちゃっと帰るわよ。……メディ、いざ勝負」

「負けませんよ」

　じゃんけんぽん。メディの勝ち。ワイズがしぶしぶと転送魔法の詠えい唱しようを開始した。

　だが。

「ちょっと待ってくれるかい？」

　魔王隼人が詠唱を止めた。

「私と真人はまだ用事があるから、ここに残るよ」

「え？　ちょっと待てよ父さん、用事って……これ以上、まだ何かあるのか!?」

「そうなんだ。労働は終わったけど、残念ながら用事があるんだよ」

「そんなぁ……」

　絶望して、真人ががっくりと項うな垂だれると。

　真人を慰なぐさめるフリをして、誰だれにも気づかれないように、こっそりと、魔王隼人が手を差し出てきた。握あく手しゆを求めているようだ。

　その手の平には、小さく折り畳たたまれたチラシが乗っている。〝キャ〟と〝バ〟と〝ク〟と〝ラ〟の字が見える。

「（ま、まさか……！）」

「（男だろ？）」

　魔王隼人は男気溢あふれる表情で語っている。リベンジだと。

　真人は……魔王隼人とがっちり握手を交かわして、男気溢れる顔を上げた。

「用事があるから仕方ないな」にこっ

「というわけで、女性陣じんは先に帰っていてくれるかな。帰りが少し遅おそくなるかもしれないから、食事も先に済ませてもらって構わないよ」にこっ

「ふーん……そういうことなら、じゃあ……」

　ワイズは納なつ得とくして詠唱を再開した。真人と魔王隼人は笑え顔がおでお見送りを……

「うふふ。あなた？　マー君？」

「「うっ……」」

　にっこり笑顔で納得してない人がいる。真々子だ。

　何かを察知したのだろう。当然だ。真々子だ。

「ねえあなた。用事って、どんな用事かしら」

「そそそそれはもちろん、仕事の用事だよ！　仕事の付き合い！　これはもう仕方がないよ！　そういう付き合いは大事だから！」

「それはそうだけど……でもほら、マー君はお腹なか空すいてるでしょ？　お母さんのご飯をお腹いっぱい食べたいわよね？」

「その気持ちは山盛りだけどさ！　でもほら、仕事の付き合いだから！　先せん輩ぱいから誘さそわれちゃって、断れなくて……な、父さん！　そういうことだよな！」

「そう！　そういうことなんだよ！　随ずい分ぶんと気に入ってくれたみたいでね！　相手は親切心で誘ってくれていて、こちらはお世話になった身だから、断るのは失礼だ！　真々子もそう思わないかな！」

「それはそうだけど……んー……」

　真々子の態度が少し軟なん化かした。チャンスだ。「「（今だ！）」」真人と魔王隼人はアイコンタクトを交わして勝負に出る。

　二人同時に、ぎゅーっと真々子を抱だき締しめた。

　父と子が母に対してのみ放つことができる父子特とく殊しゆスキル【父と子のおねだり】発動！

「母さん頼たのむよ。一生のお願いだ」

「真々子、頼む。一生のお願いだ」

「あらあら……んもう。二人とも、仕方ないわね。今回だけよ？」

「「ありがとう！　愛してる！」」

　甘えられると、つい嬉うれしくなり、正常な判断力が鈍にぶってしまう……母親の弱点を的確に突つくスキルが見事に決まった。真々子から譲じよう歩ほを引き出すことに成功した。

「では真人！　仕方なく、行こうじゃないか！」

「ああ行こう！　仕方なく、仕事の付き合いへ！」

　夢見心地ごこちの真々子と、なんか呆あきれているワイズたちを尻しり目めに、真人と魔王隼人は全速力で走りだした。







　親子で肩かたを組んで向かう先は、オカンヤーデの歓かん楽らく街がい。真っ暗な夜空さえも色付きそうなほどギラギラと輝かがやいている、カジノ店が立ち並ぶ区画だ。

　通りには多くの人が行き交っている。親子で一いつ緒しよに遊ぶことが推すい奨しようされている関係で、成人した子と年配の親の組み合わせが多く見受けられる。

　真人と魔王隼人も、親子として胸を張り、意い気き揚よう々ようと区画に足を踏ふみ入れたが……

　真人の足がふと止まった。

「真人、どうかしたかい？　まさか、ここまで来てビビったとか？」

「そういうことじゃなくて。本当に行っていいのかなって、ちょっと思ってさ……俺は俺で問題あると思うんだけど、何気に父さんも……」

「妻がいる身として、いかがなものかと？」

「そういうこと」

　真人が様子をうかがうと、魔王隼人は毅き然ぜんと構えた。

「真人、よく聞いてくれ。それとこれとは話が別だ。これはあくまで遊びだから。娯ご楽らくの一つ。男の嗜たしなみと言ってもいい。従って、愛とかそういうものとは全くの別物なんだよ」

「そういうものか」

「そういうものさ。完全に無関係だ」

　男の理り屈くつを力強く言い張る魔王隼人である。

「でも、そうは言っても、どこか後ろめたく思う部分があるのなら、その分、愛する相手にちゃんとご奉ほう仕しすればいい。プレゼントを贈おくるなり、労働サービスするなりして、ご機き嫌げんを取るんだ。そういう配はい慮りよも大事かな」

「なるほど。勉強になるわー」

「だから真人も、後でちゃんと、ワイズさんとメディさんにご奉仕するようにね。あるいはポータちゃんにも」

「ちょっ！　なんであいつらの名前が出てくるんだよ！　関係ないだろ！」

「私からの、ちょっとした反はん撃げきさ。妻を思い出させるような発言をした真人が悪い」

「わ、悪かったよ。余計なことを言って、すみませんでした。もう言わない」

「よろしい。それでは」

　魔王隼人はキャバクラのチラシを取り出し、地図を確かく認にんして、カジノとカジノの間にある細い通路へ入っていく。真人も後に続く。

　進むにつれて、雑ざつ踏とうが遠ざかる。明るさも失われていく。引き換かえに、怪あやしさが立ち込めてくる。

　自分たちの足音だけを聞きながら、暗い通路を進んでいくと……【マーマレイド】と書かれた小さな立て看板だけが出されている、シンプルな外観の店が見えてきた。

　入り口ドアの前に、きっちりとスーツを着込んだ老紳しん士しが温和な笑みを浮うかべて立っている。その人は、かつて真人たちが世話になったカジノの支配人だ。

「記き憶おくを封ふうじられてるから、俺のことはわからないよな」

「昨日、仕事をさせてもらった時に軽く話したけど、全く覚えていないようだったよ。というわけで、ここは私の出番だ。……こんばんは、支配人さん。遅くなってしまい申し訳ありません」

「いえいえ、お気になさらず。無理を承知でお願いしたのは私の方ですので」

　魔王隼人と挨あい拶さつを交わした老支配人は、真人にも丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてくる。誰に対しても紳士な人だ。

「では早さつ速そく、夜のお店の試験運用を始めさせていただきます。どうぞ店内へ。ギャンブルの神から歓楽街の神へ転職した私の自信作、心行くまでお楽しみください」

　大人への入り口が開かれる……







　あまりに簡素な外観から一転。店内は、あるいは毒々しいと思えるほどの煌きらびやかさで溢れている。

　入ってすぐ、天てん井じよう一面にシャンデリアがびっしり。壁かべはゴールドでギラギラ。黒い床ゆかもピカピカ。

　そして、大だい胆たんなイブニングドレスをまとっている美女たちがずらり整列している。人間族に、エルフ族や獣じゆう人じん族、天使も悪あく魔まも。多種多様なキャバ嬢じようのお姉さんたちだ。

「「「「いらっしゃいませ～！」」」」

「「ど、どうも……」」

　一いつ斉せいに笑顔を向けられた真人と魔王隼人は、咄とつ嗟さに頭を下げて挨拶してしまった。

　思わず頬ほおを染めた真人はもちろん、魔王隼人も赤面して、やたら緊きん張ちようしている。

「父さんは別に緊張しなくていいだろ！」

「緊張するよ！　そんなに経験があるわけじゃないんだ！……ちなみに、どういうシステムのお店なのか、あまりよくわかっていなかったりする」

「おいっ!?　ここまで来て、そんなこと言うなよ！　じゃあどうすればいいんだよ！　ここから何をどうすればいいのか、全くわからんぞ！」

「ご心配には及およびませんよ。この店は、お客様の安全を確保するため、カジノとまったく同じシステムが採用されていますから、どなたでも安心してお楽しみいただけます」

　二人の後に続いてやってきた老支配人が、パンパンと手を叩たたき、キャバ嬢たちに注目を促うながした。

「皆みなさん。こちらのお客様は、こういったお店に馴な染じみがない方ですから、皆さんで上手にリードして差し上げてください。ただし、間ま違ちがっても粗そ相そうのないように。世界各地のお店でナンバー１を務めていた皆さんなら、できますね？」

「「「「はい、オーナー！」」」」

「いいお返事です。……ではお二方。後は、よしなに」

　老支配人が下がると、キャバ嬢たちが真人と魔ま王おう隼人の周りに集まってきた。

　見み渡わたす限り美女だらけ。すごく近い。肌はだ色いろ多め。すごくいい匂におい。遠えん慮りよなく手をつないでくる。腕うでを組んでくる。当たってる！

「私はこちらの、ダンディなおじさまと同席しちゃおうかしら」

「ど、どうも。どうぞお手て柔やわらかに……」

「じゃあ私は、こっちの若いイケメンさんで。さあ行きましょ。二名様ご案内～」

「よ、よろしくお願いしますです……」

「どの席がいいかしら。オープン席でもいいけど、やっぱりプライベートルーム？」

「当然よ。だってオーナーのお客様だもの。思いっきりサービスしないと」

「というわけでぇ、ハーレムコース入りまーす！」

「「「「ありがとうございまーす！」」」」

「お、おい父さん！　なんかコース入れられちゃったぞ！　大だい丈じよう夫ぶなのか！」

「わからないよ！　でも大丈夫だと信じよう！　信じるしかない！」

　真人と魔王隼人はどちらも、美女に両りよう脇わきを固められ、前後も美女に固められ、案内されるというかむしろ連行されていく。

　店内の中央部は広めのホール。ソファの並べ方で区切られているオープン席がいくつかある。だがそこはさっさと通り過ぎて。

　向かったのは店の一番奥。ドアの造りからして既すでにお高そうな部屋が二つ並んでいる。こちらがプライベートルーム。

「はい到とう着ちやく。それじゃまず、ダンディなおじさまは、右のお部屋ね」

「え？　もしかして、二人別々の部屋なのかい？」

「だってハーレムコースですもの。さあどうぞ～」

「ちょっ、嘘うそだろ!?　父さん待って!?」

　引き止めたいが、真人はキャバ嬢たちに囲まれていて身動きが取れない。綺き麗れいなお姉さんたちを押し退のけてでも、なんて、そんな度胸はない。

　魔王隼人はものすごく不安そうな顔で一言「真人、健けん闘とうを祈いのる！」言って、周囲のキャバ嬢と一緒に右のプライベートルームへ入っていった。

　そして。

「イケメンの息子むすこさんは、左の部屋ね。さあ行きましょ」

「うっ……えっと、その……まだ心の準備が……や、やっぱり俺、帰ります！　こういうのはやっぱりダメだと思うんで！」

「あらら、初心うぶなのね。だったら、お店の新人さんを席に付けてあげるわ。サービスの質はちょっと落ちちゃうかもだけど、初心者同士なら安心よね」

「いや、そういうことじゃなくて……！」

「すぐに呼んでくるから、お部屋で待っていてね」

　真人はプライベートルームに押し込まれた。チュッと投げキッスされて、ドアを閉じられてしまった。

　内側からは開けられないタイプの、ヤバいドアである。







　室内はやや手て狭ぜまで、オープン席よりも上等なソファが円状に並べられている。

　中央にはローテーブルがあり、ロックグラスやシャンパングラスなど、高級そうなグラス各種と水差しが置かれている。

　そのグラスにお酒を注いで、隣となりに座ったお姉さんたちとおしゃべりしながら飲む、という趣しゆ旨しの店だ。そういう場所だということは、なんとなくわかる。

「……マジか」

　マジでそういう店に来てしまった真人である。

　真人はとりあえず、適当にソファに座ってみた。

　正面に部屋のドアが見える。来た人をどんな顔で迎むかえればいいのか、やたら気になってしまったので、ドアに背を向けて座れる場所に移動した。

　そのまま、じっと待つ。

「……帰りますって、ちゃんと言わないとな……ビシッと言うんだ……ああそうだ。言ってやるさ。俺は男だ！　言うべきことはちゃんと言う！」

　呪じゆ文もんみたいに唱えながら、待つことしばし。

　不意にドアがノックされた。来た！

　真人は男だ！　覚かく悟ごを決めた男だから！「……ど、どうぞぉ……」蚊かの鳴くような声で入室を促して、もうどうしていいかわからない表情で深く俯うつむいた。速そつ攻こうヘタレた。

　真人の背後でドアが開き、少し間をおいて、誰だれか入ってくる。足音は……一つ、二つ、三つ……四つ。

　静かだ。誰もしゃべらない。

「（確か、新人さんを席に付けてくれるとか……相手の人も緊張してるのかな……）」

　真人が死にそうなほど緊張して固まっていると、右隣に、どすんっと、やや乱暴に一人が座った。続いて左隣に一人。こちらは静かに腰こしを下ろした。

　さらに右前に一人、左前に一人。合計四人。

　まだ誰もしゃべらない。持ち込んだ酒さか瓶びんやアイスペールなどをテーブルに置いているのだろう、コトリ、コトリ、小さな物音だけが室内に響ひびいている。

「（俺が何か言わないといけない感じなのか？　ど、どうしたらいいんだ？）」

　無言の状じよう況きように耐たえかねた真人は、恐おそる恐る、視線だけ持ち上げる。

　足が見える。女性の足だ。周囲の四人それぞれ、色とりどりのイブニングドレスの裾すそから綺麗な足が伸のびている……

　などとチラ見していたら、突とつ然ぜん、右隣の女性が立ち上がった。真人のすぐ真横に移動し、どすんっと腰を下ろして、肩かたを抱だいてくる。

　そして耳元で。

「こんなとこで何やってんのよ。真々子さんに言いつけちゃうわよ？」

「いやそれだけは勘かん弁べんしてっ……え？」

　聞き覚えがある声だ。真人が思わず顔を向けると。

　ワイズの母親で、夜の女じよ帝ていこと、和かず乃のの顔がそこにある。

「……へ？」

「よっ。久しぶりー」

　和乃だ。だが和乃だけではない。

　右前にいるのは、シラーセ。左前には、ポータの母親、冥めい母ぼハハーデス。

　左隣には、メディの母親、ものすごく厳しい視線で睨にらみ付けてくるメディママがいる。

「ええっ!?　ちょっ、なんで!?　なんでここに……!?」

「それはこちらのセリフよ。真人君。どうしてあなたがこんなお店にいるのかしら。納なつ得とくのいく説明を聞かせてちょうだい」

「まあまあ、メママさん。話は後。とりあえずドリンク入れて乾かん杯ぱいよ。それがこういう店で遊ぶ時のマナーだから。ホストクラブを渡わたり歩いた私の言うことだから、間違いない」

「和乃さん！　何を言っているの！　まずは真人君から説明を……！」

「メディママさん、危ない！」

　叫さけんだのは、シャンパンのボトルをわざわざメディママに向けて栓せんを抜ぬこうとしているシラーセだ。「ちょ、ちょっと!?」コルク栓がスポーン！「あうっ!?」スコーンと、メディママの額に命中した。

　メディママは額を押さえて悶もん絶ぜつしている。今がチャンス。

「シラーセさんナイス。じゃあ佐さ央お理りデス、ちゃっちゃとグラス回して。飲むわよー」

「妙みような呼び方しないでくれませんか？　まあいいですけど。……真人君はもちろん、ノンアルコールでね。未成年のお客さんだって聞いたから、ちゃんと用意してきたわ」

「あ、ども」

　シャンパンと、シャンパンのような炭酸飲料が注がれたグラスを手にして。

「それでは、真人君との再会を祝して、乾杯！」

「「「乾杯！」」」

　澄すんだ音を響かせて、一口。喉のどを通るシュワシュワ感が心地ここちいい。

　と、和乃が豪ごう快かいに一気飲みして、真人にしなだれかかってきた。

「ちょっ、和乃さん！　くっつかないでくださいよ！」

「んふふ～。何言ってんの。ここはキャバクラで、こっちはキャバ嬢よ？　これくらい普ふ通つうだってばぁ」

「いや、でも……！」

「いいからいいから。遠慮なくサービスされなさいってば。知り合いのお母さんに接待される気分はどう？」

「果てしなく複雑な思いが胸中で暴れています」しょぼーん

「またまたぁ。そんなこと言って、実は喜んでるくせに。……んで？　なんでこんなとこにいるわけ？」

「そうよ！　そこを説明なさい！　真人君の年ねん齢れいでこんなお店に来るなんて、あり得ないでしょう!?」

　メディママが復活した。鬼おにのような形相で真人の胸むな倉ぐらを掴つかみ、かっくんかっくん揺ゆらしてくる。脳がヤバい。

「お、落ち着いてください！　ちゃんと話しますから！　仕事の付き合いというか、ぶっちゃけ、父さんに誘さそわれて！　保護者同どう伴はんならセーフってことで、試験的にお店に入れてもらった感じで！」

「保護者同伴だからと言って、やっていいことと悪いことがあるでしょう!?　ああもう信じられないわ！　これは絶対に見過ごせません！　ええ見過ごせませんとも！　こんなこと、あってはならないわ！　真人君のお父様はどちらにいらっしゃるのかしら!?　ちょっとお話しさせていただきます！　ことと次し第だいによっては……げっほげほ！」

「あーもう。そんな一気にしゃべるから。ほらメママさん、飲み物」

「あら和乃さん、気が利きくわね！　いただくわ！」

　メディママはシャンパンを一気に呷あおって、喉を潤うるおして、あらためて真人にマシンガン口こう撃げきしてくる……と思ったら。

「ひっく」

　真っ赤な顔で、とろ～んとした目で、メディママも真人にしなだれかかってきた。

「ちょっとぉ!?」

「真人くぅん、私の話を聞いてくれるかしらぁ……ひっく……もうねぇ、散々だったのよぉ……ひっく」

　めちゃめちゃ酔よっぱらってるメディママだ。たった一いつ杯ぱいで。「くっくっく」和乃が夜の女帝の顔で笑っている。酒に弱いと知っていて飲ませたのだろう。悪の女帝だ。

「ちょっとぉ、真人君！　私の話を聞いているのかしらぁ！　ちゃんと聞いてくれないとぉ、お耳を食べちゃうわよぉ！　もう食べちゃおうかしらぁ！」

「は、はい！　聞いてます！　聞いてますから！　なんでしたっけ！」

「だからねぇ、酷ひどかったのよぉ、設定が。イカサマに違ちがいないわよぉ。だからこんな、返済のために、こんな仕事をぉ……ひっく……ね、もう散々でしょぉ！」

「ちょっと話が見えてこないんですけど……」

「いいわ、私が通訳してあげる」

「私もお知らーせしましょう。シラーセだけに」

　冥母ハハーデスとシラーセが席を立ち、真人の背後に回り込んで、左右の肩に伸のし掛かかってきた。胸で、のっしりと。

「ちょっと！　こっちの二人も酔っ払ぱらいですか！」

「まあまあ、いいからいいから。気にせず聞きなさい。……私たちは、あなたのお父さんに頼たのまれて来たの。魔ま王おうクエストを手伝ってほしいということで。でも指定された時間より早く到とう着ちやくしたから……」

「軽く観光でもして時間を潰つぶしましょう、ということになりまして、このオカンヤーデで一番大きなカジノで遊んだところ……」

「あーはい。全すべてを察しました。カジノでボロ負けして、借金を背負って、その返済のために働かされることになったと。当たりですか？」

「ご名答。ちなみに私は巻き込まれただけよ」

「和乃さんとメディママさんがやらかして、ハハーデスさんが巻き添ぞえ。娘むすめさんたちと見事に同じ有り様でしたとお知らーせします」

「やっぱ親子は親子ってことですね。わかりました。それじゃ……」

　説明終しゆう了りようということで、席に戻もどってくれるかと思ったのだが。

　冥母ハハーデスとシラーセは、ますます真人に伸し掛かってくる。べったりくっついてくる。

「……あの、皆みなさん」

「私も酔っぱらっているのかしらね。ちょっと楽しくなってきたわ。いつもポータがお世話になってる分、サービスしてあげるわよ。うふふ」

「私は真人君をからかいたいだけですが……まあそうですね……たまには冗じよう談だん抜ぬきで、五歳の娘がいる若い母親としてたらし込んでみましょうか。フフフ」

「そうはさせないわよ。真人君は、私が落とす！　というわけで、知り合いのお母さんが悪戯いたずらしちゃうわよん。ぬふふふふ」

「ちょっと真人くぅん！　ちゃんと話を聞いているのかしらぁ！　ちゃんと聞かないとぉ、お耳を食べちゃうわよぉ！」

　さらには和乃とメディママも、ますますくっついてくる。

　真人はもみくちゃにされている。四人の母親たちに愛されている。プレイヤーが母親同伴で参加するこのゲームでしか成し得ない、お母さんハーレムがここに！

　真人はもう感無量……！

「（うん。できれば勘弁してほしい）」

　それほど感動的ではなかった。

　話を逸そらして逃にげたい。真人にはちょうど気になっていることがある。

「ちょ、ちょっといいですか！　真面目まじめに聞きたいことが、いや、お知らーせしてほしいことがあるんですけど！」

「このシラーセをご指名ですね！　なんでしょう！」キュピーン

「カジノでボロ負けしたって言ってましたけど、おかしくないですか？　確かこの町のカジノには、特とく殊しゆなシステムがありますよね。やらかしをしないように、子供が羽目を外しすぎている時は親が召しよう喚かんされて、逆に親が羽目を外しすぎてる時は子供が召喚されるっていう……」

「ありますが、心置きなく遊ぶために、一時的にそのシステムをカットしたとお知らーせします。以上です」

「あ、そうですか」

　はい話が終了。再びお母さんたちのベタベタタイムだ。お母さんハーレムは続く……

　ちょっと待て。

「……ん？」

　真人はふと思い出した。

『この店は、お客様の安全を確保するため、カジノとまったく同じシステムが採用されていますから、どなたでも安心してお楽しみいただけます』

　老支配人はそう言っていた。

「……あれ？」

　真人には、羽目を外しすぎている母親たちがくっついている。シラーセの娘はゲーム世界に来ていないが、その他三名の母親の子供は、もちろんゲーム世界にいる。

　羽目を外してキャバクラに来ている真人の母親も、もちろんゲーム世界にいる。

　というわけで。

「……これ、ヤバくね？」

　真人の顔からサーッと血の気けが引いた。

　次の瞬しゆん間かん、部屋のドアが控ひかえ目にノックされた。

「……どうぞ」

　入室を促うながすと。

　それぞれキャバ嬢じようのように美しく着き飾かざっている、真々子と、ワイズと、メディと、ポータが、お揃そろいのにっこり笑え顔がおで入室してきた。

　こんな時でもやっぱり平然としているシラーセを除き、真人も、和乃も、酔っぱらっていたメディママも、冥めい母ぼハハーデスも、この世の絶望を目まの当たりにした表情で完全停止した。

　笑顔の方々が、ゆっくりと近付いてくる。

　完全停止している人たちは、動けない。逃げられない。

「俺にとっては色んな意味で〝母襲撃マーマレイド〟だったなぁ……儚はかない人生だった……」

　全てを諦あきらめて、真人はそっと目を閉じた。

　すると。




『どうやら、ここまでのようだね』




　どこからともなく魔王隼人の声が響ひびいた。

　同時に、真人たちの足あし下もとに魔法円が浮うかび上がった。

　真々子たちの顔から笑顔が消え、緊きん張ちようが走る。

「あらあら、何かしら」

「あれは転送魔法のものと同じ模様です！　これはいけません！」

「真人パパがママたちを逃がそうとしてるわけね！　ふざけんじゃないわよ！　そんなこと、させないんだから！」

　とっさにワイズが和乃に飛びかかるが、一瞬遅おそく、和乃の姿が光に包まれて消えた。「ぶふぉっ!?」ワイズは顔面からソファに突つっ込んだ。痛い。

「ちょっと真人パパ！　何してくれてんのよ！」

『すまないね。でも和乃さんたちは、これから必要になる人材なんだ。身み柄がらを押さえられるわけにはいかない。引き取らせてもらうよ』

「うちのママなんて、なんの役にも立たないでしょ！　これから説教タイムなんだから返しなさいよ！　こらーっ！」

「などとワイズさんが騒さわいで気を引いている隙すきに……お母様！」

　さりげなくメディママに接近していたメディだったが、「あっ……」その手が襟えり首くびを捕つかまえる前に、メディママも転送された。

「このままだと、自分のお母さんも連れて行かれちゃいます！　お母さーん！」

「嗚呼ああ、愛いとしの娘！　愚おろかなお母さんを、それでもお母さんと呼んでくれるのね！」

　ポータが冥母ハハーデスに飛び付こうとした。冥母ハハーデスも大喜びで受け止めようとした。だが二人が触ふれ合う寸前、冥母ハハーデスは転送されてしまった。

　あと二人。

「シラーセさんは、どこにも行かないわよね。だってシラーセさんだもの。事情をちゃんとお知らーせしてくれるわよね」

「真々子さんにそう言われては、お知らーせしないわけにはいきませんが……おっと不測の事態が」

　シラーセはシャンパンのボトルを手に取り、自分の頭にこつんとぶつけた。シラーセは死んでしまった。そして物言わぬ棺かん桶おけが転送されていく。

　四人の母親たちは無事に逃げた。残るは。

「よしよし！　父さんグッジョブ！　最後は俺だ！　今行くぞ！」

　真人もこの最悪の状じよう況きようから転送されて、九死に一生を得るのだ！　転送魔法で飛び立つ瞬間をイメージして、鳥のように両りよう腕うでを羽ばたかせた！　いざ、ここから離り脱だつ……！

　真人の足下の魔法円が消えた。

「……え？」

　魔法円は消えた。転送効果は発生せず、真人はどこにも転送されない。

　すかさず真々子たちの手が真人の服をしっかりと掴つかんだ。はい捕まった。

「おい父さん!?　何やってんの!?」

『真人。よくぞ誘ゆう惑わくに打ち勝った。私は真人の成長を確かに見届けた。未来へ進む力も、はっきりと感じ取れた。そして父として、してやりたかったことも達成できた。……よって、試練を最終段階へと移行する』

「試練とかそういう話は後でいいから！　早く俺も逃がして！」

『我が息子むすこへ、プレゼントを贈おくろう』

　真人の頭上に小さな魔法円が出現し、一枚の鳥の羽根が舞まい降りてくる。呆ぼう然ぜんと見上げる真人の顔に、ふわりと乗った。

『それは私がいる場所へたどり着くためのカギだ。然しかるべき場所で、父親魔王と息子勇者の決戦を行う。……待っているよ』

「おいっ！　勝手なこと言うなよ！　そんなことより、早く俺も逃がしてくれってば！　おい父さん！　おーい！」

　魔王隼人の声は消えた。

　どうしようか。

　真人は、手にした鳥の羽根を握にぎりしめて、真面目に決意した表情を仲間たちに向けた。

「みんな！　今聞いた通りだ！　ついに魔王との決戦だぞ！　余計なことは考えず、気を引き締しめて……！」

「マー君。ひとまずカーサーン王都の宿屋に戻って、お話ししましょ」にっこり

「……はい……」

　勢いで誤ご魔ま化かそうとしたが、ダメだった。







　刑けい場じようへ向かうような気持ちで宿屋に戻り、全すべてを正直に白状すると、真人に罰ばつが言い渡わたされた。

「マー君。反省する気持ちがあるのなら、愛する人にちゃーんとご奉ほう仕ししましょうね」

「あたしとしては、現物支給でもいいんだけどねー」

「私たち全員を満足させるだけのプレゼントを用意するのは、真人君の所持金では不可能でしょう。ということで、労働サービスで支し払はらっていただきます」

「自分はそんなに怒おこってないですけど、みんな一いつ緒しよがいいです！　なのでお願いしちゃいます！」

　風ふ呂ろ場ばに真々子たちの背中が並んでいる。背中を流せと。

　勇者パーティ恒こう例れい、裸はだかで作戦会議ならぬ、裸でご奉仕会である。

「それでは洗わせていただきますです……」

　真人は、皆みな様さまのお背中様へ深々と頭を下げて、スポンジを泡あわ立だてた。

　まずは真々子の背中から。オイルマッサージを受けたせいか、いつもより滑なめらかな感かん触しよくがする肌はだを優やさしく洗っていく。

「母さん、いえ、お母上様。この度たびはご心配とご迷めい惑わくをおかけいたしまして、誠まことに申し訳ありませんでした……」

「あらあら、ご丁てい寧ねいにどうも。ああいうことに興味を持っちゃう年とし頃ごろかもしれないけど、ちゃんと自分の年ねん齢れいを考えないとダメよ？」

「はい……二度とこのようなことがないよう、自身を改めさせていただきます……」

「よろしい。じゃあお母さんは許します。……でも正直に言うと、安心させてくれてありがとうって、お礼を言いたいくらいなのよ？　うふふ」

「？」

　何を言っているのかよくわからないが、ザーッとお湯をかけて、お尻しりの谷にとどまっていた泡あわもちゃんと流して、まず一人完かん了りよう。

　続いてワイズのお背中様だ。

「超ちよう絶ぜつ賢けん者じやワイズ様。この度は……」

「お詫わびはいいから、さっさと洗っちゃってー。……ぶっちゃけ、あたしもそこまで怒ってるわけじゃないし。むしろ満足してるって言うか」

「満足って、どういうことだ？」

「さあ何かしらねー。ほら洗って」

「お、おう……」

　肩かたを震ふるわせて笑っているワイズの背中を、せっせと洗わせていただく。お湯をかけると、滴しずくが丸々とした玉状になって背筋を流れていった。若いだけあって、肌の潤うるおいがすごい。

　お次はメディのお背中様。

「お腹なかが真っ白な美少女メディ様。失礼いたします」

「逆に失礼なご挨あい拶さつですけど、まあ大目に見ます。真人君は私たちを満足させてくれましたから」

「だから満足って、なんだよ。どういう意味だ？」

「さて、なんでしょうね。意地悪な美少女ではなく、素す直なおなポータちゃんだったら、教えてくれるかもしれませんよ？」

「なんなんだ一体……」

　普ふ段だんは髪かみに隠かくれていて見えない綺き麗れいなうなじから、麗うるわしい背中へ。泡のついたスポンジで丁寧に撫なでていく。お湯で流してご奉仕完了。

　最後はポータの小さなお背中様。

「俺の心の癒いやし、ポータ姫ひめ。この愚か者めにどうかお教えください。どうして俺は、あんなことやらかしたのに、安心されたり満足されたりしているんだろうか」

「それは、自分たちが期待した通りだったからです！」

「期待通り？」

「真人さんのお父さんが来てから、真人さんはずっと真面目まじめで、真しん剣けんで、すっごく大人っぽかったです！　今までの真人さんじゃないみたいでした！　なので……！」

「何かやらかす俺で、安心して満足したと」

「はい！」

「俺は、みんなから、そういう奴やつだと思われていたと」

「はい！」

「はっはっは。いいお返事だな。……こんにゃろう」

　泡だらけの脇わき腹ばらをこちょこちょしてやると、ポータは身を仰のけ反らせて笑い声をあげた。「わわっ！　落ちちゃいます！」咄とつ嗟さに頭の上のショルダーバッグを支えて、セーフ。

　ポータの背中を流した真人は、ものすごーく不満な視線を真々子たちに向けた。

　真々子たちは体を洗っている。鼻歌交じりで、とても満足そうに、楽しげに。

「色々とご心配をおかけして、どーも失礼しましたよ」

「うふふ。どういたしまして」

「ったく……」

　文句の一つくらい言ってやりたいところだが、本来なら怒られるようなことをした自覚もある。ここは引き分けということで。ご奉仕会は終了だ。

　真人は湯ゆ桶おけに水を汲くみ、手を組んで水に浸つけて、ぴゅっぴゅっと。「「ひゃぁっ!?」」ワイズとメディの背中にだけ水みず鉄てつ砲ぽうをお見み舞まいして、湯船に浸かった。

　湯船は、軽く肩まで浸かれるほどたっぷりのお湯で満たされている。朝から働き詰づめで疲つかれた体に、お湯の温かさがじんわり染しみ込んでくる。

「はぁ～……いい湯だなぁ……極ごく楽らく極楽」

「『いい湯だなぁ』じゃないわよ！　何してくれてんのよ！」

「やはりお仕置きが必要ですね」

　体を洗い終えたワイズとメディが湯船に飛び込んできて、真人の両サイドに並んだ。腕や脚あしを容よう赦しやなくつねってくる。痛い。とっても痛い。

　真々子とポータも湯に浸かり、なぜかお仕置きに加わってきたりして、しばらくみんなわいわいしていたが……

　気付けば静かだ。真人が口を閉とざしたから。

　真人はゆったりと湯に浸かり、天てん井じようをぼんやりと眺ながめている。ぼんやりと。

　真々子たちが不思議そうに見つめてくる。

「マー君、どうかしたの？」

「ちょっとな」

　真人は軽く手を掲かかげた。掲げたその手に、魔ま王おう隼人から与あたえられた鳥の羽根が出現した。

　決戦の地へと誘いざなうそのアイテムを、真人はじっと見つめる。

「……俺と母さんは、もう立派に仲良くなったよな」

「そうね。もう立派な仲良し親子よ。お母さんが保証しちゃうわ」

「それについては、あたしも保証するわ。間ま違ちがいない」

「異論を挟はさむ余地などないほど、仲良し親子ですね」

「自分もそう思います！」

「てことは、俺たち親子は、このゲームのクリア条件を満たしてるよな」

「えっ……」

　真々子が小さく声を上げて、表情を強こわ張ばらせた。ワイズたちも言葉を失っている。

　真人は羽根を見つめたまま言葉を続ける。

「今までは、このゲーム世界で楽しく冒ぼう険けんすることだけが俺の全てだった。でも父さんが来て、未来へ進む力とか言われて、仕事してみたりしてさ……そろそろ俺も、先のことを考えて動き出すべきなのかなって、ちょっと思ったんだ。もしかしたら、これこそ父さんの狙ねらいだったのかなって、思ったりもするんだけど」

「そ、そうね。勇者マー君は魔王の策略に、まんまと嵌はまっちゃったのかもしれないわね。ここは慎しん重ちように考えないと……」

「でもさ」

　真人は真々子に目を向けて、軽く笑いかけた。

「それならそれで、悪くない。父さん魔王との決戦を区切りにして、ゲームをクリアして、そして俺の未来へ。次は現実世界で自分の将来とバトルしてやんよ……なんて、俺はそんなことを考えているんだけど。母さんはどう思う？」

「お、お母さんは……どう、かしらね……ちょっと考えさせてね……」

　いつになく歯切れが悪い真々子だ。真人から視線を逸そらしてしまった。

　と。

「まったく。やっといつもの真人に戻もどったと思ったら、また真面目なこと言っちゃって」

「懲こりない人ですね。私たちを微び妙みような気持ちにさせて、どういうつもりでしょうか」

　ワイズとメディが、ビシバシッ！　と、結構強めに真人の背中を引っぱたいてきた。

　二人は微笑ほほえんでいる。

「いいんじゃない？　真人がやりたいようにすれば。この超絶賢者様も力を貸してやるわ」

「私もお供しますよ。ただし条件があります」

「条件って？」

「ゲームをクリアして、パーティを解散することになっても、私たちとの絆きずなを決して失わないこと。これが絶対条件です」

「あと一人だけ勝手に大人になるのも禁止。これも条件よ。あたしたちにつまんない思いをさせたら、ただじゃ置かないからね」

「折角ですから、ワイズさんと真人君がお付き合いを始めることを条件に加えてはどうですか？」

「はぁ!?　ちょっ、メディ!?　あんた何言って……！」

「私が横から奪うばい取って差し上げますから」にっこり

「なんでそんなドロドロのドラマを前提に付き合わなきゃならないのよ！……ま、まあその辺は、成り行きに任せるってことで……とにかく真人。そういうことでＯＫ？」

「ＯＫだ」

　真人は誓ちかいの拳こぶしを突つき出した。ワイズとメディから、拳でこつんとしてもらえば、約束が成立……

　ワイズとメディはお湯の中で手を組み、ぴゅっぴゅっと、お湯鉄砲を真人の顔面に放ってきた。「こんにゃろう」「ふっふーん」「お返しです」とりあえず成立ということで。

　お湯鉄砲の撃うち合いをしていると、ポータが緊きん張ちようした様子で近寄ってくる。

「あの、真人さん！　ワイズさんとメディさんも、いいでしょうか！」

「ん？　どうしたポータ」

「自分は、現実世界に戻ったら小学生なんですけど、今みたいに仲良くしてもらえるでしょうか！　一いつ緒しよに遊んだり、一緒にお出かけしたり、してもらえるでしょうか！」

　必死の呼びかけに、真人たちは力強く頷うなずき返す。

「当然だろ。ポータも一緒だ。遊びまくってやるから覚かく悟ごしろよ」

「真人が言うと犯罪臭しゆうがするんですけどー」

「遊ぶだけでなく、お勉強もしないといけませんよ。真人君とワイズさんが先生では不安でしょうから、私に任せてくださいね」

「文句言いたいとこだけど、そっちはメディに任せるわ。あたしはメイクとか料理担当で。特に料理はメディに任せられないからねー」
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「じゃあ俺は、お兄ちゃんを教える係になる！……というわけだ、ポータ」

「はい！　自分、安心しました！　もう何も心配ないです！　自分は真人さんの力になります！」

「ありがとう。では誓いのお湯かけっこだ。いくぞ」

　真人たちはお湯鉄砲を構えた。「わわっ！　ま、負けません！」ポータもお湯鉄砲を撃とうとしたが、ちょろっと出ただけで、上手うまく飛ばない。両手でバシャバシャとかける戦法に変へん更こうだ。

　そうして、お湯飛沫しぶきと歓かん声せいを上げながら、ひとしきりお湯をかけ合っていた真人たちだったが……誰だれからともなく手を止めた。

　さりげなく混ざって、誰よりもはしゃいで、なんやかんやで真人にべったりくっついてくる人がいるはずなのだが、いつまで経たっても参加してこない。

　先ほどからずっと、真々子は深く俯うつむいて考え込んでいる。

「（母さん……）」

　冒険の日々を通じ、母親の気持ちを察することを覚えた真人だ。真々子が何を考えているか、はっきりとわかる。

　ゲームクリアは、母親同どう伴はんの冒険の終わりを意味する。

　ゲーム世界で過ごす日々を、最愛の息子むすこと一緒に過ごせる時間を、真々子がどれほど喜んでいたか。誰もが知っている。

　その幸せを終わりにしようと、真人は提案している。

「（……でも、ごめんなんて、謝るのは違うはずだ）」

　真人は自分の意志で、人生という意味で先へ進もうとしているのだ。

　誰にも、たとえ親でも、止める権利はない。

　だがそんな言い方は寂さびしい。突き放しはしない。お互たがいに納なつ得とくした上で進むことが一番だと思うから……真人はただ願う。どうか真々子が理解してくれるように。

　真人がじっと見つめていると、真々子が顔を上げた。

「……マー君。ちょっといいかしら」

「ん？　どうした母さん」

　真々子は両りよう腕うでを広げた。〝いらっしゃい〟と真人を誘っている。ぎゅーっと、抱だき締しめたいらしい。

「いや、それはさすがに……せめて服を着た状態でお願いできればと……」

「何言ってんのよ。今いま更さらでしょ」

「息子勇者にしかできないことですよ。勇気を出してください」

「真人さん！　どうぞ！」

「えっと……はい……じゃあ……」

　からかうような様子はない、とても理解が深い女子たちに背を押されて。

　真人は真々子にしっかりと抱き締められた。

　頬ほおに触ふれる母の胸は、温かい。母もまた、我が子をじっくりと感じている。

　じっくりと、じっくりと真人を感じて。

「……マー君、ありがとう」

「お、おう。もういいのか？」

「ええ。もう大だい丈じよう夫ぶ。お母さんはちゃんと納得できたわ」

　真人を解放した真々子は、いつもと変わらない愛情溢あふれる笑顔を真人に向けてくる。

「一番大事なのは、マー君の気持ち。それがお母さんにとって一番大事なこと。やっぱり寂しく思うところはあるけど……それでもお母さんは、未来へ進もうとするマー君の背中を押すことにするわ。誰よりもマー君のことを想おもうお母さんとして」

「そっか。よかった。ただ、一つだけ約束してくれるか？　父さんがきっかけだけど、これは俺が決めたことだ。だからどうか、父さんのことを恨うらまないでほしい」

「それは大丈夫よ。恨んだりしないわ。……マー君を夜のお店に連れて行ったことについては、後できっちりとお話しさせてもらうけどね。うふふ」

「お、おう。それはお任せするとして……母さん」

「はい」

「わかってくれて、ありがとう。本当に、ありがとうございます」

　真人はその場に正座して、渾こん身しんの感謝を込こめて、頭を下げた。「あらあら。そんなにかしこまらなくていいのに」頭を撫なでてくる真々子の手が心地ここちよい。

　願いは通じた。仲間も揃そろっている。やるべきこともわかっている。となれば。

　真人は顔を上げて、仲間たちと向き合った。

「それじゃ、みんな……！」

「じゃあみんな、明日は魔王との決戦よ。がんばりましょうね。おー！」

「「「おーっ！」」」

「最後の最後までこれかよっ！　というか戦うの俺だからな！　サポートでお願い！」

　やっぱり、ここぞという場面を真々子に持っていかれる真人だった。

「さてと。話し込んでいたら、随ずい分ぶんと長湯しちゃったわね」

「はうぅぅ……自分、ちょっと頭がくらくらしてきましたぁ……」

「私たちも湯当たりしてしまいそうです。早く出ましょう」

「真人。あたしたちは先に出るわ。どうすればいいか、わかってるわね？」

「はいよ。二千数えてから出るよ」

　真々子たちが立ち上がり、湯船から出ていく。

　揺ゆれる四つのお尻しりを見送った真人は、ゆったりと湯に浸つかり、数を数えようと……

「……ん？」

　その瞬しゆん間かん、ほんの些さ細さいな違い和わ感を覚えた。

　上手く言えないが、湯に浸かったのに浮ふ力りよくを感じられなかったというか。

　真人自身ではなく、湯船やその他、風ふ呂ろ場ばにある全すべてのものが、音も震しん動どうもなく一いつ斉せいに沈しずんだかのような。

　ほんの一瞬の、なんとも言えない感覚だった。

「なんだ、今の？」

　わからない……

















第四章　冒ぼう険けんの終わりって、どんなだろう……考えているうちに眠ねむってしまった。









　真まさ人とはふと目を開けた。

　早すぎる朝だ。窓のカーテンの裾すそが薄うっすらと明るい程度で、部屋の中は暗い。気が急せいたのか、早起きしすぎてしまったようだ。

　体を動かそうとすると、温ぬくもりが体のあちこちに押し付けられているせいで動けない。

　二台のベッドがくっつけられて、二倍サイズになったベッドの上。

　中央の真人に、ポータとメディが左右から身を寄せている。ワイズは素す晴ばらしい寝ね相ぞうで、脚あしの上に覆おおいかぶさってくれているようだ。若じやつ干かん、重おもい。

　決戦に備えてミーティングするはずが、みんな寝ね落おちして、この有り様だ。

「（普ふ段だんなら棺かん桶おけコースだったな……助かったというか、ちょっと物足りないというか、なんとも複雑な気分だ）」

　三人を起こさないように、そっと抜ぬけ出して、真人はあらためて仲間たちを見つめる。

　肌はだ寒ざむさを感じたのか、メディがポータを抱き寄せた。抱き枕まくらと化したポータはちょっと寝苦しそう。ワイズは、右へ左へ転がって、ベッドの端はしから落ちそうなところでギリギリ止まった。

　これまで幾いく度どとなく見てきた寝姿だ。当たり前のように見てきた。

　魔ま王おう隼はや人ととの戦いを終え、ゲームをクリアしたら、もう見ることがないかもしれない。

「……こういうのも思い出として残るのかな」

　ならもう少しちゃんとした姿を思い出に残す方がいいかな、なんて、苦く笑しようしつつ。

　真人は静かに身み支じ度たくを整えて、部屋から出た。

　決戦に向かう日の朝である。







　廊ろう下かは静かだ。他ほかの客もいるはずだが、まだ寝ているのだろう。

　足音に気を配りながら階下へ向かうと、慣れ親しんだ味み噌そ汁しるの香かおりが漂ただよってきた。

「ここ、ファンタジー世界だぜ？　ったく」

　苦笑しながら食堂へ向かうと、厨ちゆう房ぼうの中にその人の背中を見つけた。

　真ま々ま子こだ。

　一緒にゲーム世界にやってきた、実の母親だ。

　何がそんなに楽しいのか、鼻歌を歌い、腰こしを振ふり振りしながら朝食の準備をしている……と眺ながめていたら、振り返った。息子センサーが反応したか。

「あらマー君。おはよう」

「おはよう、母さん」

「今日も早起きね。もう少ししたら、起こしに行こうかと思ってたんだけど」

「なんか目が覚めてな。ご期待に添そえず申し訳ない」

「うふふ。そうね。モーニングサービスができなくて、お母さんぷんぷんよ」

　言ってる割りに、振り返った真々子はにっこり笑え顔がおだ。

　いつもの真々子だ。

「代わりにマー君の方から、ほっぺにチュッてしてくれてもいいわよ？」

「寝ね言ごとは寝て言え。またの機会にな」

「あら残念。……朝ご飯が出来上がるまで、もうちょっとかかるから、マー君はのんびりしていてね」

「はいよ。そうさせてもらう」

　朝食のメニューは、ご飯と味噌汁と、焼き魚と、卵と漬つけ物ものなど。台所で準備されている品を軽く確かく認にんした真人は、ダイニングのテーブルへ移動した。

　適当に座って、母の背中を眺める。

「（いつもの母さんだな）」

　どこからどう見ても、いつもの真々子だ。

　現実世界に戻もどっても、家の台所で見ることができるだろう、母親の姿だ。別段、特別なものではない。この先もきっと、見ようと思えばいつでも見られる。

　そんな姿から目が離はなせない。

「……なあ、母さん」

「何かしら」

「問い。ゲーム世界で料理してみて、どうでしたか」

　アンケート風に尋たずねてみると、真々子は後ろ姿のまま、ちょっと小首を傾かしげた。

「電化製品の有あり難がた味みがすごくよくわかったわ。特に炊すい飯はん器とか」

「ははは。リアルな感想だな」

「そうよ？　お米を美味おいしく炊たくって、実はすごく難しいんだから」

「なるほどな。じゃあ、俺も自炊するようになったら、とりあえず炊飯器だけは買うようにするよ。あと電子レンジな」

　真人が何気なく言うと。

　漬物だろうか、トントンとリズミカルに切っていた真々子の手が止まった。

「……マー君は自炊するの？」

「一人暮らしとかするようになったら、の話だけどな。予定は未定」

「それは、いつ頃ごろの予定なのかしら」

「いつ頃って……とりあえず、このゲームをクリアして、現実世界に戻って……学校行って、進級して、進路決めて……とまあ、とにかく、まだ先の話だ」

「まだ先だけど、一人暮らしはするの？　したいの？」

「一度くらいはしてみたいと思ってる、かな。なんとなくだけど」

「そうなのね……」

　真々子は再び手を動かし始めた。トントン、トントン、一定の落ち着いたリズムが奏かなでられている。

　そうして、手を動かしながら。

「マー君が一人暮らしするなら……お母さんも、こっそりついて行こうかしら」

「それ一人暮らしって言わないだろ」

「うふふ。そうね。マー君と二人で引っ越こしになっちゃうわね」

「そういうこと。変なこと言うなよ」

「うふふ。ごめんなさい。おかしなお母さんね」

　楽しそうに笑って、真々子は再び料理に集中し始めた。

　と、そんな時だった。

「（……ん？）」

　真人はまた奇き妙みような感覚を覚えた。昨夜、風呂場で感じたあれだ。

　音も震動もなく、自分を含ふくめた周囲の全てが、すっと沈むような感じ。

　昨夜のそれよりも、もっと大おお幅はばに沈んだようにも思える。

「（……まさか、な）」

　以前、冥めい母ぼハハーデスが世界中の子供たちを親おや離ばなれさせようとした際、その母親が気落ちしたことによって、世界各地で地面や海の凹へこみが発生したことがある。

　あるいは真々子がそんな現象を引き起こしているのかと思ったが。

「ふんふふ～ん。マー君は～、お母さんの～、自じ慢まんの息子むすこよ～。マー君は～、お母さんが大好きなのよ～。ふふふ～ん。うふふ」

　自作の息子ＬＯＶＥソングを口ずさみながら料理している真々子は、どう見ても落ち込んでいるようには見えない。むしろ元気だ。息子が頭を抱かかえたくなるほどに。

　思い過ごしだろう。

「だって母さんは、最強の母親だもんな」

「マー君？　何か言ったかしら」

「いいや。なんにも」

　適当に言葉を交かわしていると、廊下の方から足音が聞こえてきた。「ふわ～」「ワイズさん、はしたないですよ」「おはようございます！」ワイズたちが起きてきた。

　頃合いもよく、朝食が完成だ。真々子が味噌汁のお鍋なべを自慢げに見せてくる。

「みんな来たわね。それじゃ朝ご飯にしましょう。今日のお味噌汁も自信作よ」

　一気に目が覚めた女子たちが真々子に駆かけ寄っていく。

　真人も、よっこらしょと立ち上がった。

「よし。飯にするか」

　もう数えるほどしか味わえないだろう、ゲーム世界の朝だ。







　朝食をぺろりと平らげて、支度を整えて。真人たちは宿屋を後にした。

　まだ人通りが少ない通りに出て、さて。

「それじゃマー君。どこへ向かえばいいのかしら」

「どこって、それは……どこだ？」

　然しかるべき場所で待っていると言われたが、場所の詳くわしい説明はされていない。

　ワイズたちが不信感を込こめた視線をぶつけてくる。痛い。

「えっと……そ、そうだ！　父さんから貰もらったアイテム！　それが導いてくれるに違ちがいない！　きっとそうだ！」

「適当なこと言ってるんですけどー」

「本当だって！　まあ見てろって！」

　真人は手を掲かかげた。空中に、魔王隼人から与あたえられた鳥の羽根が出現した。

　真人の手の平にふわりと下りてくる、と思ったら、突とつ然ぜんの横風に煽あおられて飛ばされた。

「へ？」

「わわっ！　どんどん飛んでいっちゃいます！」

「早く追いかけましょう！　真人君！」

「お、おう！　みんな行くぞ！」

　羽根は、カーサーン王都の街並みを見下ろすほどの高さまで舞まい上がり、ふわりふわりと風に流されていく。

　真人たちは慌あわてて後を追う。上を見上げながら、全速力で通りを駆け抜けて……

　曲がり角に差しかかった瞬しゆん間かん。

「遅ち刻こく遅刻～！……え？」

「え？　おわっ!?」

　角の向こうから、食パンをくわえた少女がいきなり現れた。ぶつかる！「だが避よける！」真人は咄とつ嗟さにジャンプして飛び越え……ようとしたが無理だったぶつかった。

　どしーんとぶつかって、その場に尻しり餅もちをついたのは、お母さん屋の店員モーネだ。

「なんだモーネかよ！　びっくりさせるなよ！」

「え？　な、なんで私の名前を知ってるの？　あなた誰だれ？」

「誰って……ああそうか。まだ記き憶おくが封ふう印いんされたままか……」

「記憶？　封印？　何を言って……あれ？　ああ、思い出した！」

「おおっ！　運命的な出会いの奇き跡せきが……！」

「何日か前に、シラーセさんが連れてきた人だよね！　うんうん、覚えてる！」

　ダメだ。モーネは真人が誰だかわかっていない。真々子たちに対しても、前に見たことがある客を見るような、他た人にん行ぎよう儀ぎな目を向けている。

　仲良くなった相手なのに。やるせない話だ。無む性しように悲しくなってくる。なんとか思い出させたいが……空を見上げると、こうしている間にも羽根はどんどん飛ばされていく。このままでは見失ってしまいそうだ。

　今は我が慢まんだ。

「驚おどろかせてごめんな！　ちょっと急いでるから！　またな！」

「あ、うん……また……」

　手を引いて、立ち上がらせて。真人はモーネに背を向けて走り出した。どこか寂さみしげな目でモーネを見つめていた真々子たちも、真人に続いて走り出す。

　通りにいる人たちも、真人たちに関する記憶を封じられたままのようだ。一体なんの騒さわぎかと、駆け抜ぬける一行を不思議そうに眺ながめるばかり。

　カーサーン王都は、真人たちが最も多くの時間を過ごした場所。知り合いも顔見知りも、他ほかの町や村より多くいる。特に真々子の姿を見かけると、勘かん弁べんしてくださいと謝りたくなるほど人が集まってきたのに。

　誰も呼びかけてこない通りを、ひた走る。

「ねえマー君。ゲームをクリアする前に、一度のんびり世界を回ってみるのはどうかしら」

「あたしもそれ賛成。これでお別れは寂さびしすぎるわよ」

「自分、ご挨あい拶さつしたい人がたくさんいます！」

「記憶の封印が解かれた後で、あらためてご挨拶ですね」

「そうだな。そうしよう」

　必ず戻ってくると心に誓ちかって。

　真人たちはひたすら羽根を追う……







　追いかけているうちにカーサーン王都の外に出た。

　勇者パーティのレベルに恐おそれをなしたのか、フィールド上の雑魚ざこモンスターたちは物もの陰かげに隠かくれて出てこない。思い出作りの一いつ環かんとして蹴け散ちらしてやってもいいが、それも全すべてが終わってからだ。

「ああくそっ！　雲の色と同化して見えにくい！」

「ポータちゃんの目が頼たよりですね。見失わないようにお願いします」

「はい！　自分にお任せ……あっ！　転送ポイントのところで止まりました！」

「おっけー！　行くわよ！」

　一行は高台の階段を駆け上がり、転送ポイントまでやってきた。

　空中に浮ういて止まっている羽根と、地面に描えがかれている転送用魔ま法ほう円えんが、まるで呼応するように光を放っている。

「勇者である俺だからわかる……ここから転送されて行くに違いない！」

「誰だって見ればわかるわよ」

「ですよねー。それじゃ、冗じよう談だんはこれくらいにして」

　いよいよ決戦だ。真人は勇者でリーダーとして、仲間たちの状態をチェックする。

　まずはポータ。

「我がパーティ二番目の仲間、旅商人ポータ。準備はいいか？」

「はい！　アイテムの用意は万全です！　サポートはお任せください！」

「よろしい。じゃあ早さつ速そくだが、ワイズに魔法封じを解除するアイテムを使ってくれ。たぶんもう封じられてるから」

「わかりました！」

「いや封じられてないし！」

　お次はワイズ。

「三番目の仲間、賢けん者じやワイズ。準備はいいか？」

「おっけーよ。魔力は満タン。どんなモンスターも、ついでに真人パパも、あたしの超ちよう絶ぜつ魔法でぶっ飛ばしてやるわ！」

「モンスターはいいけど、父さんは俺に譲ゆずってくれ。そこは本気で頼たのむ。……ところで、本当に魔法を封じられていないのか？　本当に大だい丈じよう夫ぶか？　大丈夫？」

「なんでそんな心配そうなのよ！　大丈夫だから！　魔法を封じられてなんか……！」

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……沈黙タチエーレ」

「ちょっとメディ！　こっそり封じてくれてんじゃないわよっ！」

　続いてメディ。

「四番目の仲間、癒ゆ術じゆつ師しメディ。準備はいいか？」

「はい。万全です。補助と回復の魔法は私にお任せください。……ですが……」

「ですが？」

「仲間になった順番ですから、仕方がありませんけど、『四番目』という呼ばれ方が少々、不服と言いますか……とても憂ゆう鬱うつな気分に……はぁ～……この私を四番手扱あつかいだなんて、命が要いらないのでしょうか……」……ゴゴゴゴ……

「そんな時こそ、蹴けっても壊こわれないワイズの壁かべ！」

「ふっふーん。メディは四番。あたしは三番。つまりメディはあたし以下で痛いっ!?」

　ダークパワーへの対応は、ワイズの脛すねに任せた。

　最後にして最初の人はもちろん、真々子。

「俺の一番目の仲間、普ふ通つうの勇者の母親から〝マー君のお母さん〟に職業名が変わったんだっけか？　まあとにかく……大おお好すき真々子」

「あらあら。マー君からフルネームで呼ばれちゃうなんて、なんだか変な気分ね」

「だな。じゃあいつも通りに。……母さん。準備はいいか？」

「ええ。お母さんは準備ＯＫよ。マー君を思いきり応おう援えんして、それで……」

　一瞬、迷うようなそぶりを見せた真々子だったが。

「ゲームをクリアして、お母さんと一いつ緒しよに現実世界へ帰りましょう」

　いつも通りの笑え顔がおで言った。

　本当に普段通りの真々子だ。心配いらない。

　真人は頷うなずき、転送用魔法円に向き直った。

「行くぞ」

　出発だ。魔法円の上に立った真人たちを、転送の光が包み込む。







　ちょうどその頃ころ。

　地上のどこでもない、まるで管かん制せい塔とうのように制せい御ぎよ卓たくがいくつも並べられている室内にて。

「これは……こんなこと、あり得るのかい？」

　魔ま王おう隼人と母親たちが集まり、冥めい母ぼハハーデスが操作している制御卓の画面をじっと見つめている。

　画面には、ゲーム世界の全域地図と、各地の標高と各海域の深さが数値で表示されている。問題は、その数値。特に海の深さだ。

　全すべての海域において、数値が断続的に減り続けている。

「これってつまり、海の水が減りまくってる、ということよね？」

　和かず乃のが誰ともなく尋たずねると、メディママが首を横に振ふった。

「ただそれだけなら、各地の標高も変化するはずよ。でもそちらは変動がないわ」

「ということは……」

「海面が下がるのと同じ速度で、陸地も沈しずんでいる、ということだとお知らーせします」

　シラーセは運営用の携けい行こう端たん末まつでデータ収集を始めた。

　ゲーム世界はデータで構成されている世界だ。陸地のマップと海のマップがつなげられて世界の形を成している。

　陸地と海面の位置が下がったということは、断面的に考えて、さながらダルマ落としのように、それぞれ下層部のデータが消失したのだと考えられるのだが……

　データ量を調べたシラーセは、ますます困こん惑わくする羽目になった。

「全体的なデータ量は、変化なし？……ハハーデスさん、これはどういうことだと思われますか？」

「沈んだ分だけどこかに蓄ちく積せきされている、と考えるべきね。エネルギーに変へん換かんされて、集約されているのよ」

　画面を食い入るように見つめていた冥母ハハーデスは、眼鏡を外して目め頭がしらを押さえて、小さな笑い声を零こぼした。

「世界にこんな、普通では考えられない現象を起こさせる人なんて……私は一人しか知らないわ。シラーセさんは？」

「奇き遇ぐうですね。私も、お一人しか心当たりがありません。……母親たちの落らく胆たんによって世界各地が凹へこんだ時とはケタが違ちがう……表面上は至って穏おだやかなまま、海も大地も沈み続けて、危険なエネルギーを蓄たくわえているとは……まったく、あなたの奥様はとんでもない方ですね」

　シラーセがからかうように告げると。

　魔王隼人は苦く笑しようして、表情を引き締しめた。

「私だけでは確実に手に負えなかったでしょう。シラーセさんからアドバイスをいただき、皆みなさんに協力をお願いしておいて正解でした。どうか、お力をお貸しください。……絶大な母なる力に打ち勝たなければ、真人に未来はない」

　その言葉に、母親たちが張り詰つめた表情で頷いた。

　この場にいる母親たちは全部で四人。

「シラーセさん。確か、もうお一方、お力ちから添ぞえいただけるとのことでしたが……」

「そちらはご安心を。既すでにいらしています。親子で少し冒ぼう険けんしたいとのことで、外に出ていらっしゃいますが、出番になれば一いつ瞬しゆんでご登場なさいますよ。そういうことができる方ですので」

「わかりました。ではこちらは準備万ばん端たんということで」

　魔王隼人は部屋を後にする。自動ドアを抜け、科学的な材質の廊ろう下かを進み、ベランダに出た。

　前方、真っ青な空から、転送の光が降りて来るのが見えた。

「……来たか、真人」

　迎むかえ撃うつ父は微笑ほほえんでいる。







　光の眩まぶしさと浮ふ遊ゆう感が消えた。

　真人がそっと目を開けると、決戦の地の光景が飛び込んでくる。

「マジか……」

　空の中だ。周囲は真っ青。雲が下に見える。

　正面には、地上に存在するものとは明らかに違う趣おもむきの都市がある。建物はどれも未来的なデザインだが、すでに風化している。太古の時代に異星から飛来した超ちよう文明の遺物のように。

　そんな都市を一つ、丸ごと載のせて大空を飛んでいる船。その船首部分に真人たちは降り立った。

　真人の目から、ぽろぽろと涙なみだが零れた。

「くぅっ！　父さん、わかってるじゃんか！　超古代文明！　空飛ぶ船！　俺の心をくすぐるものばかり用意しやがって！」

「はいはいよかったわね。でもって、モンスターもね」

「気を付けてください！　たくさん来ます！」

　いきなりモンスター襲しゆう来らいだ。獰どう猛もうな瞳ひとみが真人たちを捉とらえて、一直線に向かってくる。

　空を飛ぶ中型のドラゴン、ワイバーンの群れが現れた！

　真人は涙が止まらない。

「空の敵！　しかもドラゴン！　ふわああああっ！　俺の！　俺のおおおおっ！」

「お父様との対決に備えて力を温存、などと言っても聞いてくれそうにありませんね」

「それじゃマー君。思いっきり楽しんでいらっしゃい」

「うんんんんっ！　行ってくるううううっ！」

　遊園地を前にした子供だってそこまではしゃがないぞ、というくらい大喜びで真人は駆かけ出した。無む邪じや気きを超こえて馬ば鹿かだ。

　だが瞬間的にスイッチが入る。

「空の敵は、俺の獲え物ものだ！　いけえええっ！」

　冷静に、最も近い位置にいる一いつ匹ぴきに狙ねらいを定めて、聖せい剣けんフィルマメントを振り下ろした。

　斬ざん撃げき波はが放たれ、ドラゴン特有の硬かたい鱗うろこをものともせず、標的を真っ二つに切り裂さいた。

　仲間を倒たおされたワイバーンたちが怒いかり狂くるい、四匹が一いつ斉せいに、真人の前後左右から向かってくる。

　真人の顔に、戦いを楽しむ笑みが浮うかんだ。

「天空の勇者様を甘く見るなよ！」

　真人は剣を水平に、一回転するように振り抜ぬいた。発生した斬撃波が分ぶん裂れつし、鷹たかに姿を変えてワイバーンを迎え撃つ。

　鋭するどい爪つめで、嘴くちばしで、それぞれの獲物と激しい空中戦を繰くり広げて……鷹たちはワイバーンの首を押さえ、勢いよく急降下して地面に叩たたきつけた。四匹同時に撃破だ。

「よし！　さあ次だ！」

　空の敵はまだまだいる。真人は次の攻こう撃げきに備えて剣を構えた。だが。

　真人の強さに恐おそれをなしたのか、ワイバーンたちは情けない鳴き声を上げて引き返していく。

「は？　おい、ちょっと！　ビビるなよ！　まあ嬉うれしいけど！　でも嬉しくないぞ！　かかって来い！」

　必死に呼びかけるが、無む駄だだ。残りのワイバーンたちは逃にげてしまう。

「おい嘘うそだろ!?　これだけ!?　おいおいおいおい！　冗じよう談だんじゃないぞ！　もっと戦わせてくれよおおおおっ！」

　ワイバーンたちは戻もどってこない……

　だが。




「だったら、この私が相手をしてあげるわ」




　刹せつ那な、前方にある建物の窓まど枠わくから、人ひと影かげが飛び出した。一瞬で真人の目前まで踏ふみ込んできたそれは、針のように細い何かを突つき出してくる。

　肩かたを貫つらぬかれる寸前、真人は剣の腹を盾たてにして受け止めた。

「へえ？　私の攻撃を受け止めるとは、やるわね、なんて、いちいち褒ほめてあげたりしないけれど」

「ちょっ、お前……！」

　真人の目の前で、虎とらのように獰猛な顔つきの少女が不敵に笑っている。

　アマンテだ。

「なんだよアマンテかよ！　びっくりさせるなよ！」

「あら、どうして私の名前を知っているのかしら。こちらは大好真人たちに関する記き憶おくが封ふう印いんされているから、あなたが誰だれかわからないわよ、なんて、いちいち説明しないけれど」

「ん？　おい」

　今、思いっきり真人の名前を言った気がするが。

　アマンテは飛び退しさり、手にしている細さい剣けんの切っ先を真人に向けた。

「ここは私たちが先に見つけたダンジョンよ。これから楽しく探たん索さくする予定なの。どこの勇者パーティか知らないけれど、邪じや魔まはさせないわ」

「勇者パーティって……おいアマンテ、お前さ……」

「さっさと立ち去りなさい。さもないと、痛い目を見るわよ？」

　アマンテが悪質に笑い、刺し突とつ攻撃の構えを取った。攻撃が来る……

　正面にいるアマンテではなく、左から。

「隙すきありじゃ。んゃっ」

「おいっ、不意打ちかよ！」

　真人の死角から、鮫さめ模様のフードを被かぶった小こ柄がらな子が突っ込んできた。フラテロだ。

　拳けん闘とう武器を装備した拳こぶしが、真人の脇わき腹ばらを狙っている。不意を突かれた真人は防ぼう御ぎよが間に合わない……！

「させませんよ。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……障壁バリエーラ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。メディが防御魔ま法ほうを使用した。真人の周囲に防御障しよう壁へきが展開され、フラテロの攻撃を受け止めた。

　だが、さらに真人へ攻撃だ。

「いっくよ～！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……溶霧フジオネ・ネビア～！」

「この間延びした声は！」

　咄とつ嗟さに見上げると、とろ～んと蕩とろけた瞳の骸がい骨こつスーツ女が巨きよ大だい魔法書に乗って浮いている。ソレラで間ま違ちがいない。

　真人の周囲に、危険な色をした霧きりが立ち込めてくる。髪かみの毛が霧に触ふれた途と端たん、毛先からドロドロと解け始めた。「ひいいいっ!?」このままでは真人の装備も頭も大変なことに……！

「真人は障壁の中に引っ込んでなさい！　いくわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪風フオルテイ・ベント！　さらに！　豪風フオルテイ・ベント！」

　ワイズの連続魔。猛もう烈れつな風が吹ふき、魔法の霧を吹き散らす。

　さらにもう一つの風が「んゃ？」「わわわ～っ!?」フラテロとソレラを吹き飛ばして、「ちょっ……ふぎゃっ！」見事アマンテに命中させた。

　襲しゆう撃げき者三名を倒した。

「メディ、ワイズ、ありがとな。助かった。……さて、それでは」

「うふふ。お話を聞かないといけないわね」

「どうしていきなり攻撃してきたんでしょうか！」

　真々子とポータも集合して取り囲み、場合によってはお仕置きも辞さない姿勢で、じーっと様子をうかがうと。

　アマンテとソレラとフラテロは、三人とも早々と両手を上げて降参を示した。

「はいはい。ふざけて悪かったわね」

「アマンテが言い出したんだよ～？　真人君たちを～、ちょっとからかっちゃおうよ～、ってさ～」

「言い出したんはソレラじゃ。ワシは止めたけぇの。信じてくれ、あんちゃん」

「はいよ。そんなことだろうと思ってた。……一つ確かく認にんしたいんだけど、三人とも、俺たちのことをちゃんと覚えているんだな？」

　尋たずねると、アマンテが自じ慢まんげに胸を張った。

「もちろんよ。私たちの母親を誰だと思っているの？」

「なるほど。ＨＡＨＡＫＯさんが解除したわけか。それなら納なつ得とくだ」

　アマンテたちの母親になったＨＡＨＡＫＯは、ゲームのメイン・システムから生み出された特とく殊しゆな存在。ＮＰＣに施ほどこされた処置の書き換かえくらい、実家に戻って物の置き場所をちょっと変えるのと同じくらい、造作もないわけだ。

　そうして覚えてくれている。真人たちのことを。

　最初は敵として現れ、呆あきれるほど迷めい惑わくをかけまくって、散々戦ってきた相手だけが、ちゃんと覚えていてくれるなんて。なんとも皮肉な話だが。

　真人は頬ほおが勝手に緩ゆるんでしまった。

「そっか。お前らはちゃんと、俺たちのことを覚えていてくれたか。そっかそっか。ははは」

「うわ～。なんか急に笑い出したよ～。真人君キモい～」

「あんちゃん……ついに頭がおかしくなったんか……」

「キモい言うな。おかしくないから」

　頬を叩いて、表情を引き締しめて。気を取り直して。

「で、そのＨＡＨＡＫＯさんは？　一いつ緒しよじゃないのか？」

「来てるわよ。さっきまで私たちと一緒に探検していたわ。でも、ちょっと状じよう況きようが怪あやしくなってきたみたいでね……今はとりあえず、抑おさえに回っているわ」

「抑え？　何を抑えているんだ？」

「さあ、何かしらね」

　アマンテは、ちらりと真々子に目を向けて、軽く苦く笑しようした。

　アマンテたち三人が、よっこいしょと立ち上がる。

「それじゃ私たちは行くわ。あなたたちは〝シェントラーレ〟を目指しなさい」

「シェントラーレ？」

「ＨＡＨＡＫＯ母さんが言うには、この船の全すべてを管理する中央庁舎だとかなんとか……まあとにかく、中心部にある大きな建物がそれだから、さっさと目指しなさい。大好真人の父親はそこにいるわ、なんて、いちいち説明しないけれど」

「いちいち説明してくれて、どーも。ホント助かるわ。……ていうか、あんたたちは来ないわけ？」

「私たちは迎げい撃げき部隊だからね～。念のため外で待機だよ～」

「迎撃部隊？」

「どういうことでしょうか！　外で何かあるんでしょうか！」

「知らんままでええ。そっちは、あんちゃんの父ちゃんとの決戦に集中せぇ」

　アマンテたちは船の後方に向かって足早に去っていく。

　どうも釈しやく然ぜんとしないが。

「ほらマー君。早く行きましょ。決着をつけて、ゲームクリアよ」

「お、おう。そうだな……」

　妙みように明るい真々子に背を押されて、真人は歩き出した。







　出現する敵は、飛ぶ昆こん虫ちゆう、鳥、ドラゴン。全て空系の敵。

　空の敵は？「俺の獲物だああああっ！」「よろー」もう楽しくてたまらない真人が、現れる敵を全て斬撃波で撃うち落としていく。

　老ろう朽きゆう化かによる崩ほう壊かいが著いちじるしい道路を進んでいくと、頂上部のないピラミッドのような、ともすれば神しん殿でんのようにも見える大きな建造物が見えてきた。

　シェントラーレだ。

「ぜぇ、ぜぇ……や、やっとここまで来たな……険しい道のりだった……疲つかれた……」

「疲れているのは真人君だけですけどね」

「真人さん！　回復アイテムをどうぞ！　お水もあります！」

「お母さんの膝ひざ枕まくらもあるわよ。うふふ」

「そっちは遠えん慮りよしたいんだが……うう、回復のため一ひと眠ねむりしたい衝しよう動どうが……」

「だったらママのお膝でネムネムしてなさいよ。その隙に、あたしが一番乗り！」

　ワイズが走り出し、シェントラーレの入り口前にある広場を駆かけ抜ぬけようとした。

　その時、はるか上空で暗雲が発生し、一いつ瞬しゆんで爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がった。

「天罰ルーシエ・デラ・の光ダナツイオーネ！」

　激しい雷らい鳴めいが轟とどろき、ワイズめがけて稲いな妻ずまが降り注いでくる。

　だが。

「そんな気がしたのよね！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……障壁バリエーラ！　さらに！　障壁バリエーラ！」

　ワイズは防御魔法を発動。二重の障壁を頭上に張って、稲妻を完全に受け止めた。

　ワイズが自慢げに睨にらみ付ける先……シェントラーレの入り口から、夜の女じよ帝ていたる和乃がゆっくりと歩み出てくる。

「へえ？　よく気付いたわね」

「ママの臭においがプンプンしたからねー。何か仕し掛かけてくるかもって思ってたら、やっぱりそう」

「ちょっと玄げん夜や。ママは別に臭ったりしないでしょ？　訂てい正せいして」

「臭うわよ。馬ば鹿かみたいに香こう水すいをつけちゃってさ。……んで？　なんの用？」

「まあ一言で言えば、足止めよ」

　和乃は手にしている羽はね扇せん子すを振ふり上げて、ビシッと、ワイズに向けた。

「真人君のパパは、真人君との一対一の対決を望んでいるの。というわけで玄夜。お邪魔虫のあなたは、ここでママと遊んでいきなさい」

「ふーん。あっそう。上等」

　挑ちよう発はつに、魔法書をビシッと突つき付ける挑発で応じて、ワイズは和乃から視線を逸そらさない。

「真人とみんなは先に行って。あたしはここでママの相手しなきゃだから」

「ワイズ……大だい丈じよう夫ぶか？」

「余よ裕ゆうよ。こっちはこっちで、思いっきり家族会議させてもらうから。真人も負けるんじゃないわよ」

「わかった。また後でな」

　ママのお膝でネムネムしている暇ひまはないようだ。ワイズをその場に残し、真人たちは先へ進む。

　和乃とすれ違い様。

「真人君。パパとの本気バトルもいいけど、少しくらいは体力を残しておかないと、苦労するわよ」

「はい……？」

　謎なぞのアドバイスをもらって、真人はシェントラーレに突とつ入にゆうした。







　真人たちの足音が遠ざかり、消えた。

　後ろ姿を見送ったワイズは、視線を和乃に合わせた。

「じゃあママ。さっさと始めましょ。ぶっ飛ばしてあげるから」

「やだ怖こわいわー。どうしてそんなにやる気なのかしら。……ああ、そういうこと？　ママが真人君といちゃいちゃしてたから、やきもち焼いてるんでしょ」

「んなっ!?　そんなことないし!?」

「別に隠かくさなくてもいいわよ。玄夜とあんなに仲良くしてくれる男の子なんて、真人君がはじめてだもんねー。やだ可愛かわいい。玄夜かーわーいーいー。ぷぷっ」

　その言葉に、ワイズがプッチンした。

「よしもう黙だまれ。さっさと始めるわよ。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……沈黙タチエーレ！　さらに！　沈黙タチエーレ！」

「ちょっ!?」

　ワイズの連続魔が発動した。和乃は魔法を封ふうじられた。

　ワイズも魔法を封じられた。

「あ、あんた何考えてんのよ！　ママだけならまだしも、自分まで封じるなんて！」

「簡単な話よ。チート級の母親補正を受けてるママには魔法じゃ勝てない。でも、ママの魔法を封じて魔法で勝ったところで、あたしは勝った気分になれない。というわけで」

「ああそう。我が家のコミュニケーションしたいわけね。……上等！」

「いくわよ！　親子ってのは、ボディランゲージで語り合うものよ！」

　和乃は羽扇子を投げ捨てた。ワイズは魔ま法ほう書を投げ捨てた。

　両者、互たがいに駆け寄り、母と娘むすめの取っ組み合いが始まった。

「言っておくけどね！　あたしにとって真人は、別にそういうのじゃないから！　全然違ちがうからね！」

　ワイズのコブラツイスト！

「あらそうなの！　じゃあママが食べちゃおうかしら！　ぶっちゃけ、顔も体格もママの趣しゆ味みじゃないけど、若い男の子ってだけでも価値はあるわ！　つまみ食いに最適！　おほほほ！」

　和乃のバックブリーカードロップ！

「はいはい言ってろ！　ママはそこまで節操なしじゃないって、ちゃんとわかってるんだから！　そんなこと言って、あたしを焚たき付けようとしても無む駄だだからね！」

　ワイズの四の字固め！

「あっはは！　バレた？　でも少なくとも、メディちゃんには負けるんじゃないわよ！」

「そっ、それは……まあ、そのつもりだけど……うぎゃっ!?」

　和乃のサソリ固め！

　抵てい抗こう力をちょっぴり失ったワイズは、和乃にがっちり極きめられてしまった。「いだだだだっ！」ワイズ危あやうし！

　と、和乃が不意に力を弱めた。

「まあ、あんたが思う通りすればいいわよ。あんたの人生なんだから、それが一番よ」

「ママ……？」

「なーんて、プライベートな話をしてる場合じゃないのよね。ちょっと耳貸しなさい」

　和乃はワイズの背後から首に腕うでを回し、優やさしくチョークスリーパーホールドして、耳元でそっと囁ささやく。

「これからママが編み出した必殺魔法を伝授してあげるから覚えなさい」

「必殺魔法？　そんなの、なんで急に……」

「攻こう撃げき力が必要になるからよ。……あんたたちが思っている以上に、状況は厳しいわ。大好きな真人君を未来へ進ませてあげたいなら、戦うしかない」

「大好きとか言ってないし！　だからそういうのじゃ……！」

「そういうのじゃなくてもいいから。あんた女でしょ。たまには男に尽つくしてやりなさいよ。ママが玄夜を、いい女にしてあげる」

　もがくワイズを強く抱だき締しめて、和乃は真しん剣けんな表情で告げる。

「覚かく悟ごなさい。相手は、最強よ」







　ワイズと別れて四人になった真人たちは、シェントラーレ内を足早に進んでいく。

　まずはエントランスホール。

　通路には、惑わく星せいのモニュメントなど、時を経へても原形を留とどめている美術品が飾かざられている他ほかに、グランドピアノ、茶さ道どうや華か道どうのセットなど、上品な習い事の用意がされている。

　そしてメディママがいる。グランドピアノに寄りかかり、そっと目を閉じて、静かに待っている。

　メディが立ち止まった。

「真人君たちは、どうぞお先に」

「いいのか？」

「ええ。和乃さんと同じく、お母様も私を足止めするためにいらっしゃるのでしょう。私としても、少々お話ししたいことがありますから」

「わかった。じゃあ先に行ってる。早めに追いかけてきてくれよ」

　メディを残し、真人たちは奥へ向かった。

　エントランスホールが静かになった。

　メディママが目を開けて微笑ほほえみ、微笑むメディと見つめ合った。

「……最初に一つ、言っておきたいことがあるわ」

「なんでしょうか、お母様」

「昨夜のあれは、私の意志ではないわ。私のせいではないの。悪いのはお酒よ」

「そういう言い訳の仕方は、よくないと思います」……ゴゴゴゴ……

　メディは全身からダークパワーを噴ふん出しゆつさせて、杖つえを振り上げた。「お、落ち着きましょう!?」「落ち着いています」ちゃんと落ち着いた上で。

　とんっと、メディママの胸むな元もとを優しく叩たたいて、メディはメディママに身を預けた。

「冗じよう談だんですよ。お母様だって人間ですから、失敗の一つや二つあって当然です。それでいいのだと思います」

「……ありがとう。聞き分けのいい娘を持って、私は幸せだわ」

「代わりと言ってはなんですが、お母様も、私の過あやまちを大目に見てくださいますか？」

「過ち？　過ちって……」

「これからするかもしれない、男女関係における過失です。私は、真人君とワイズさんが相手だと、手段を選ばない傾けい向こうにありますから」にっこり

「笑顔でそんなことを言うなんて……我が娘ながら、なんて恐おそろしい子……」

　愕がく然ぜんとしたメディママだったが、苦く笑しようして、メディをしっかりと抱き締めた。

「いいでしょう。存分におやりなさい。だたし、やるからには……」

「もちろん一番になります。こればかりは私も本気で。私の意志で」

「いいお返事だわ。それでこそ、あなたよ」

　しっかりと抱き締め合って、母と娘で笑い合って。

　メディママから体を離はなしたメディは、用意されている習い事の数々に目を向けた。

「それでお母様、この状じよう況きようはどういうことでしょうか。全すべて私が嗜たしなんでいたもののようですが……」

「あなたのために用意したの。精神修養をして、新たな力を手に入れてもらうために」

「新たな力……？」

「真人君を未来へ進ませるための力よ。私は足止めのためではなく、それをあなたに手に入れてもらうために、ここで待っていたの。……メディ。よくお聞きなさい」

「はい、お母様」

「あなたは、鬱うつ々うつとした黒い力ばかり出てしまうけれど、その奥底には、弛たゆまぬ努力によって培つちかわれた強く美しい心が確かに存在しています。それこそが本当のあなた。あなたが持つ真の力。ここで再び自分自身と向き合って、引き出すことができれば、自らのものにできるはずよ」

「真の力……自分のものに、できるでしょうか……」

「それは、あなた次し第だい。決めるのは、あなたよ」

　厳しい言い方をしながらも、メディママは微笑んでいる。他でもない、自じ慢まんの娘であるメディならできると、絶対的な確信を抱いだいている。

　信しん頼らいと愛情に満ちた期待を向けられたメディは。

「……お母様！　私、やってみせます！」

　凜り々りしい表情で力強く答えて、まずはグランドピアノと向き合った。







　エントランスホールを抜ぬけた真人たち三人は、上の階へと続く広い階段の前までやってきた。

　ここにも母親がいる。冥めい母ぼハハーデスだ。酔よった勢いで真人にからんだことについて、正座スタイルで反省の意を示している。

　でもポータは許さない。ぷんぷんだ。

「お母さん！」

「は、はい!?　何かしら!?」

「自分も真人さんみたいにしてくれないと、許しません！」

「喜んで！」

　飛び付いてきたポータを、しっかりと抱き締めて。可愛がって可愛がって、もみくちゃにして、冥母ハハーデスはご満まん悦えつだ。至福の蒸気を噴出し、眼鏡が真っ白だ。

「そうだわ。実はね、お詫わびにプレゼントを用意しておいたの。あまり上手に作れなかったけど、これ」

　冥母ハハーデスは気き恥はずかしそうに笑い、懐ふところから、人形用の小さな服を二着、取り出した。まだ未熟な母の手作りのため、糸がほつれていたりするが、そこはご愛あい敬きよう。

　ポータのショルダーバッグに付けられている二つのマスコット、ピータとピータママにピッタリの服だ。

「わあ！　すっごく可愛いです！」

「これでピータとピータママをパワーアップできるわ。ね、どうかしら。お母さんと一いつ緒しよに着せてみない？」

「はい！　自分、お母さんと一緒に着せてみます！……なので、えっと……」

　ポータが申し訳なさそうに真人と真々子をうかがってくる。

　二人はもちろん、笑顔で首しゆ肯こうした。

「俺と母さんは先に行ってる。しっかり楽しんでくれ」

「マー君にはお母さんがついてるから、大だい丈じよう夫ぶよ。また後でね」

「はい！」

　冥母ハハーデスにぴったりくっついて幸せそうなポータを見届けて、真人と真々子は歩き出した。

　二人きり、肩かたを並べて階段を上がっていく。一歩一歩、歩調を合わせて。

　しばらく無言だったが、真々子がふと口を開いた。

「マー君は……」

「ん？　なんだよ」

「マー君は、お母さんにぴったりくっついてくれないのかしら。ポータちゃんみたいに」

「あー……真面目まじめな話、俺くらいの歳としでそれはないと思う。これくらいで勘かん弁べんしてくれ」

　真人は真々子に体を寄せて、二の腕でつんつんっと、真々子の肩に軽く触ふれてやった。

　途と端たん、鉄が磁石に吸い付くように、真々子は肩をしっかりと触れさせてくる。

「やっぱりこれくらいが普ふ通つうなのかしらね……」

「いや普通をオーバーしてる。くっつきすぎだから。自重しろ」

「うふふ。ごめんなさい。それじゃ、これくらい？」

　真々子は真人と腕を組んだ。

「なんでだよ」

「なんでかしら」

「ふざけるな」

「うふふ。ごめんなさい。……でも、もうちょっとだけ、こうさせてほしいわ。こんな風にマー君と腕を組んで歩ける機会なんて、あと何回あるかわからないから」

「何回でもあるだろ。現実世界に戻もどってからだって……」

「お母さんと腕を組んで、一緒にお買い物に行ってくれる？」

「うっ……そ、それは……えっと……」

　正直なところ、実生活からかけ離れたゲーム世界だからこそ、できていた部分はある。

　苦く悩のうする真人を見て、真々子がくすくすと笑った。

「マー君と一緒にゲーム世界に来て、マー君と一緒にたくさん冒ぼう険けんできて、本当によかったわ。毎日、夢みたいだった。お母さん本当に幸せだった」

「そっか。それは何よりだ。まあ色々あったけど、俺も本気で楽しかったよ」

「だったら」

　真々子は立ち止まり、何かを言おうとして。

「……だったら、親子の大切な思い出として、ずっと忘れずにいましょうね」

　そう言って、にっこり笑って、また歩き出した。

　そうして階段を上りきった。エレベーターホールのようなスペースに到とう着ちやく。

　機械的な昇しよう降こう装置があり、その手前に、テーブルと椅い子すのセットが用意されている。

　シラーセと、真々子と瓜うり二ふたつの容姿をしているＨＡＨＡＫＯが、お茶会の準備をして待機中だ。

「カフェ・シラーセへようこそ。こちらは母親のためのカフェですとお知らーせします」

「お久しぶりね、真々子さん。誰だれよりも母親であるあなたなら、言わなくてもわかってくれるかしら」

　二人は真々子を見つめている。

　真々子は、真人と組んでいた腕うでを解ほどいた。

「お母さんの勘かんだと、お父さんはこの先にいるわ。さあマー君、いってらっしゃい」

「意外だな。母さんも一緒に行くって言い出すかと思ってたんだけど」

「言いたいけど、言わないわ。だってこれはマー君の戦い。可愛かわいい我が子が、自分の力で進もうとしているところだもの。お母さんは出しゃばりません」

「そう言いつつ、いきなり母さんが駆かけ付けて、俺を差し置いて父さんを倒たおしちゃうとか、そういうことも絶対にないな？」

「ないです。そんなことしたら、マー君に怒おこられちゃうでしょ。絶対にしないわ」

「わかった。その言葉、信じるぞ」

　真人はそれとなくシラーセとＨＡＨＡＫＯに目を向けた。真々子のことは任せてくれと言わんばかりに、二人が頷うなずき返してくる。

　ゲーム開始前から相談相手をしていた理解者と、真々子に勝まさるとも劣おとらない強者のコンビだ。任せることに不安はない。

　ここから進めば、父親と一対一の勝負。

　大きく深呼吸をして。

「いってくる」

「はい。いってらっしゃい」

　真々子にぽんと背を押されて、真人は転送用魔ま法ほう円えんに向かった。







　昇降装置で自動的に昇のぼった先は、シェントラーレの背部、広々とした庭の端はし。

　植物については痕こん跡せきすら見当たらないものの、どこまでも青い空の中にある、まさに空中庭園だ。

　そんな場所の中央に、大おお振ぶりの魔ま剣けんを背負う父親の背中がある。

　真人は歩み寄り、剣が届く範はん囲いまで踏ふみ込んで止まった。

「お待たせ。可愛い息子むすこが倒しに来たぞ」

「やれやれ。まったく可愛げのないセリフだね」

　父親が苦く笑しようしながら振り返った。魔王たる隼人だ。

「まずは問おう。我が可愛い息子は、魔王クエストの意味を理解してくれただろうか」

「おかげ様で。魔王の策略にまんまと嵌はまって、自分の将来のことを考えさせられたよ。……俺はゲームをクリアして、次の人生を始めることに決めた」

「それはよかった。……では、その意志を貫つらぬくことができるかどうか……私が最後の試練となり、真人の前に立ちはだかろう」

　魔王隼人は振り返り、宇宙を宿す漆しつ黒こくの大魔剣ウニヴェルソを手にした。

　真人は大いなる天空の聖剣フィルマメントを鞘さやから抜いた。

　両者の顔から笑えみが消えた。

「真人はどんな未来を夢見ているだろうか」

「一言で言えば、最高の人生かな」

「なるほどね。……でも残念ながら、それは夢で終わるよ」

　冷たい一言を吐はいて。

　魔王隼人は軽々と大魔剣を振り上げて、真人めがけて振り下ろした。

　真人は咄とつ嗟さに左手を突つき出し、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開してその一いち撃げきを受け止めるが……重い攻こう撃げきだ。押し返せない。逆にどんどん押し込まれる。

　軽く散歩でもするような歩き方の魔王隼人に、両足で全力で踏ん張っている真人はズルズルと後退させられていく。

「おいっ!?　なんだよこの力は！」

「これが父親魔王の力。経済力が攻撃力に転てん換かんされた結果さ。息子勇者とは比べ物にならない力だよ」

「くっ、舐なめんなよ！　俺だって、その気になれば、それくらい……！」

　大きく飛び退しさって距きよ離りを置き、真人は剣を構える。集中し、渾こん身しんの力を込こめて、全力の斬ざん撃げき波はを放った。

　特大の斬撃波が魔王隼人を両断する……！

「あっ、ヤバい!?　本気でやり過ぎた!?」

　慌あわてた真人だったが。

　斬撃波は、ノーガードの魔王隼人に命中した途端、薄うすい氷が割れるように容易たやすく砕くだけ散った。０ダメージ。

　愕がく然ぜんとする真人へ、魔王隼人が余よ裕ゆうの笑みを向けてくる。

「これも父親魔王の力。税金や社会保険料等々、年々増え続ける徴ちよう収しゆうに耐たえ続けてきた実績が耐たい久きゆう力に転換されている。社会的信用に保護された、絶対的な安定感さ」

「なんっだよそれ！　それどんな設定だよ！」

「理解できないかい？　まあ仕方ない。今の真人には難しすぎる領域の話だからね」

「くっ！　馬ば鹿かにするなよ！　俺だって、ちょっとくらいはわかるし！……それに耐久力なら俺だって負けてない！　主に母さんのコスプレとか、色んなことに耐えてきた実績がある！」

「ほほう。では試ためしてみようか」

　魔王隼人は大魔剣を高く掲かかげた。

　切っ先から放たれた漆黒の力が、空の上に巨きよ大だいな魔法円を描えがいていく。

「おい嘘うそだろ……まさか、魔法!?」

「天より高い空から落ちる、父親魔王の一撃。息子勇者は受けきることができるかな？……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……」

　父親特とく殊しゆ魔法。

「親父のプニツイオーネ・拳骨デル・パドレ」

　空一面が宇宙の光景に変わった。

　彼方かなたから無数の隕いん石せきが飛来し、互たがいに衝しよう突とつし、結集し、巨大な拳げん骨こつを形作っていく。そして落ちてくる。真人をめがけて。

　隕石落下だ。受けきれるわけがない。不可能。

　だが。

「俺だって、負けてない！　負けてられるかよ！」

　もう息子としての意地だけだ。

　真人は、逃にげ出そうとする足をその場に無理やり留とどめて、防御態勢を取った。

「俺は試練を乗り越こえて、未来へっ……！」

　隕石の拳骨が真人に命中した。

　受け止めるつもりが、あっさり押し潰つぶされた。

　あとはよくわからない。

　衝突音も、爆ばく発はつ音も、落下地点周囲のありとあらゆる物が吹ふき飛ばされたことも、真人は全く感知できなかった。

　ただ。

「（……あー、くそっ……きつい……）」

　意識はある。体がうつ伏ぶせ状態で横になっている感覚もある。

　真人は死んでいない。耐えたと言えないかもしれないが、耐えたのだ。

　気が付けば、巨大なクレーターの中心で、砕けた地面にめり込んでいる。

　と、声が聞こえた。

　……真人！……真人君！……真人さん！……

　たくさんの声だ。ワイズに、メディに、ポータ。和乃たち母親の声も聞こえる。珍めずらしくシラーセまでも、真剣に呼びかけてくれているようで……




「マー君！」




　一ひと際きわ大きな声で、誰よりも聞き慣れた声で、真人の名を呼んだ人がいる。

　真々子だ。

「（その呼び方、いつまで続ける気なんだろうな。俺が大人になっても、ずっとか？）」

　苦笑して、声がする方へ目を向けると、不安そうにしている真々子と目が合った。

　真人に駆け寄りたいところを、ぐっと堪こらえている。これは父と子の勝負。絶対に出しゃばらないという約束を必死に守っている。

　仲間たちも、母親たちも、父親も、真人を見つめている。

「（……いつまでも寝ねていたら、恰かつ好こうが付かないな）」

　腕を動かしただけで痛みが走る体に、無理やり力を込めて。真人は剣を支えにして立ち上がった。挑いどむべき相手に、屈くつすることのない姿を見せつけてやる。

　魔王隼人は満足そうに頷いて、大魔剣の切っ先を真人に向けてきた。

「まずは、よく耐えたと褒ほめておこう。……だが……」

「わかってる。たった一撃で、こっちはもうボロボロだ。偉えらそうなことは何も言えない。父さんに比べれば、俺はまだまだ未熟なんだって、認めないといけない」

「殊しゆ勝しような心こころ掛がけだね」

「思うんだけどさ、俺が進もうとしている先には、父さんみたいなのがうじゃうじゃいるんだろ？」

「いるさ。私など百人並み、千人並み、いや、もっとだ。私がどう足あ掻がいても勝てない人だって、ざらにいる。……そんな世界に飛び込んで、生きていけると思うかい？　自分が望むものを掴つかみ取れると思うかい？」

「率直に、思わない。でも行く」

　真人は聖剣を構えて、魔王隼人に切りかかった。

　聖剣と大魔剣が交差し、息子勇者と父親魔王の視線が激げき突とつする。

「俺は未来に進むと決めたんだ！　だから行く！」

「口で言うのは簡単だけどね」

　真人を軽く押し返して、魔王隼人は大魔剣を薙ないだ。

　咄嗟に左手を突き出して防御障壁で防いだ真人は、勢いを受け止めきれず後退させられてしまうが、また前へ踏み出す。

「進み続けるための力はあるのかい？」

「ある！　この気持ちだ！」

　聖剣に思いを込めて、お返しとばかりに薙いだ。

　大魔剣に軽く受け止められてしまったが、押し込む。ビクともしないが押す。

「気持ちだけかい？」

「今はこれしかない！　これしかないから、これで戦うしかないんだよ！」

「潔いさぎよいね。いいだろう。……では、その気持ちの強さ、見せてくれ」

「ああ！　未来への第一歩として、父さんを倒たおす！」

　真人と隼人は間合いを取り、どちらも大上段に構えた。

　勝負の一撃だ。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを経へて。

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に踏み出した両者が、同時に剣を振り下ろした。聖剣と魔剣が激しい激突音を響ひびかせて……！

　パキンッと、折れた。どちらも。

「へ？」

「おや？」

　剣の破は片へんが二つ、どちらも明後日あさつての方向へ飛んでいく。

　真人が呆ぼう然ぜんとしていると、魔王隼人がさもおかしそうに笑い出した。

「やれやれ。能力的には、私の方が圧あつ倒とう的に上だけど、剣の強度は同程度だったようだね。……どちらも武器を失ってしまっては、戦いは続けられない。ということで」

「勝負の結果は……」

「引き分けだね」

「また引き分けかぁ……なんか釈しやく然ぜんとしないけど、仕方ないか……」

　体から力が抜ぬけて、真人はその場にへたり込んだ。

　魔王隼人が苦く笑しようしながら手を差し出してくる。

「どうしても決着をつけたいなら、現実世界で続きをやればいい」

「そうだな……そうするか。で、どんな勝負にする？」

「お互いの生き様で勝負する、というのはどうだろう」

「勝敗の付け方とか、いまいちわからないんだけど」

「勝ったと思ったら勝ち。負けたと思ったら負け。そんな具合でいいさ。……何より重要なのは、父と子、男同士で張り合って生きていくこと。それが私の願い。私たちの間あいだ柄がらは、そういうものでいい」

「父さんが俺に求める、親子の絆きずなの形か」

「そういうこと。……さて。経済力も社会的信用もある偉い大だいな父の前に、ほぼ屈した息子よ。今のところ全く勝ち目のない戦いに挑む勇気があるだろうか」

「ふざけんな」

　差し出された手を、横に除のけて、真人は立ち上がった。

　そうして、対等の高さから、チャレンジャーの方からあらためて手を差し出す。

「いつか絶対に、負けたと思わせてやるからな。覚かく悟ごしとけよ」

「ああ。楽しみにしているよ。……これからもよろしく、我が息子むすこよ」

「こちらこそ。よろしくな、父さん」

　握あく力りよく勝負じみた固い握手を交かわして、父と子の対決はひとまず終わった。

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた真々子たちも、ホッと胸を撫なで下ろしている。

　さて。

「では真人。いよいよ最後の戦いだ」

「は？　何言ってんだこの人」

「こら真人。父さんにそういう口のきき方はよくないぞ」

「すみません。でもさ、父さんとの決戦は終わっただろ？　あとはゲームをクリアするだけで……」

「問題はそこだ。クリアの前に、最大の難関が待ち構えているんだよ。……あのように」

　魔ま王おう隼人は、右手で右上を、左手で左上を、それぞれ指さした。

　真人が上を見上げると。

「……へ？」
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　とても女性的な手がある。

　土や岩でできている大地の手と、白く波立つ海の水の手だ。

　空を覆おおうほど大きな二つの手が、空飛ぶ船を鷲わし掴づかみしようとしている。

















第五章　通常攻こう撃げきが全体攻撃で二回攻撃の母さんは、どこまでも母さんですか？









　空飛ぶ船はひたすら上じよう昇しようして逃げる。

　遥はるか下から伸のびている大地の手と大海の手は、さらに伸びて追いかけてくる。

「どこまでついてくるのよ！　いい加減にしなさい！」

　船体の後部に触ふれそうになった大地の手の指先を、アマンテが渾こん身しんの刺し突とつ攻撃で貫つらぬいた。

　だが、スケールが大きすぎる上に、そもそも痛みを感じないのか、相手は無反応。何事もなかったかのように、船体後部に指を引っ掛かけてきた。

「私の細さい剣けんとは相あい性しようが悪すぎる！……フラテロ！　ソレラ！」

「ん。やっちゃる」

「迎げい撃げき部隊の意地を見せるよ～！　フラテロ砲ほう、ど～ん！」

　魔ま法ほうの暴風で発射されたフラテロが、土の指先に必殺正せい拳けん突づきを放つ。「んゃっ」運よくクリティカルヒット！　爆ばく発はつ的な衝しよう撃げきが発生し、引っ掛かっていた指先が弾はじかれた。

　そしてフラテロが風に流されて飛んでいく。

「わわわ～っ！　船から落っこちちゃうよ～！　急いで回収ぅ～！」

「そっちは任せたわよ！……ああもう次が！」

　続いて大海の手だ。海水の雨を降らせながら、上から一気に掴みかかってくる。

　どう見ても刺突攻撃が通じる相手ではない。「相性が悪すぎるっ！」アマンテはどうすることもできず、仕方なく防ぼう御ぎよ姿勢を取った。

　と、不意に大海の手の動きが止まった。

「え……？」

「お待たせ。私の母なる力で強引にリンクし直して、動きを抑おさえたわ。それでも一時しのぎにしかならないでしょうけど」

「ＨＡＨＡＫＯ母さん！　来てくれたのね！」

　アマンテの傍そばの地面がぐにゃりと盛り上がり、ＨＡＨＡＫＯに姿を変えた。

　ＨＡＨＡＫＯは大海の手と自身の手の動きをシンクロさせ、動きを止めていたが……言葉の通り、制御できたのは僅わずかな時間だけ。

　大海の手は再び動き出し、大地の手と共に空飛ぶ船を追いかけてくる。

「ああもう、なんなのよ！　ＨＡＨＡＫＯ母さんでも操作しきれないなんて！」

「完全な暴走状態だわ。他ほかの母親の気持ちを一いつ切さい、受け付けてくれない。密ひそかに蓄たくわえられたエネルギーが暴れているだけで、世界に直接的な被ひ害がいが出ていないことが幸いだけど……このままでは、それも危あやういかしら」

「まったく！　どれだけ厄やつ介かいなのよ！」

「何よりも強い、絶大な力だからこそ、こうなってくると本当に手に負えないわ。やっぱり大元をどうにかするしかないわね……それはそれで、かなり難しそうだけど」

　ＨＡＨＡＫＯは難しい表情をして、シェントラーレへ目を向けた。







　こちらはシェントラーレの最上部、全方位が見み渡わたせる展望ブリッジ。

　迎撃部隊以外の全員が集まる中、魔王隼はや人とが険しい表情で操そう舵だ輪りんを操あやつっている。

「この辺りが上昇限界のようだね。仕方ない。あとはとにかく全速力で逃にげるのみ。……私は船の操作に集中するから、誰だれか、相手の動きを伝えてくれると助かるんだけど……」

「わわっ！　すごい速さで追いかけてきてます！」

「ちょっ、土の手が右から来てる！　真まさ人とパパ！　早く避よけて！」

「左からも、水の手が！　避けてください！」

「左右からだね！　だったら、とりあえず下に！」

　キャーキャー賑にぎやかな女子ナビゲーションに従い、魔王隼人は空飛ぶ船を一気に下降させた。

　雲を突つき抜けて、海面すれすれの低空飛行で飛んでいく。

「どうだろう。雲に遮さえぎられて見失ってくれれば……」

「いやバレてるから！　真人パパ！　右に曲がって！」

「待って隼人さん！　和かず乃のさんが言うことに従ってはダメよ！　左よ！　左へ！」

「ちょメママさん！　左じゃなくて右だってば！」

「二人とも落ち着いて！　両方から来てますから！　私が指示します！　システムにアクセスして正確な予測をををああああっ!?　タブレットのバッテリーが終わってる!?　じゃあシラーセさんの端たん末まつで！」

「どこかに置き忘れてきたとお知らーせします」

「こんな時に限って!?」

「というのは冗じよう談だんで、持っていますとお知らーせします。フフフ」

「冗談を言っている場合ではないでしょう!?　ああもうこの人は！」

「と、とにかく、左右から来るなら、また上で！」

　ギャーギャー賑やかな母親ナビゲーションに従い、今度は急きゆう上じよう昇しようだ。雲を突き抜けて上へ上へ。

　するとまた手が追いかけてくる。また急降下、また急上昇、今度は右みぎ旋せん回かい、続いて左旋回。空飛ぶ船は、まるでジェットコースターのように、空を滅め茶ちや苦く茶ちやに駆かけ回って逃げ回る。展望ブリッジ内も、てんやわんやな状態だ。

　そんな中、二人だけ落ち着いている。

「母さん、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、マー君に掴つかまっているから大丈夫。うふふ」

「俺じゃなくて、その辺のものでもいいと思うんだけどな。まあいいけど」

　にっこり笑え顔がおの真ま々ま子こにくっつかれながら、真人はどこかぼんやりと、大地と大海の手を眺ながめている。

「ちょっと真人！　なんでそんな落ち着いてるのよ！　真々子さんまで！」

「いや、なんというか、あの手からあまり危険を感じないんだよな……むしろ、優やさしいような、温かいような、そんな印象を受けるんだけど……母さんはどう思う？」

「お母さんもマー君と一いつ緒しよよ。捕つかまっちゃっても、特に問題ないと思うわ」

「そ、そうなのですか？　真々子さんがそうおっしゃるなら……」

「もしかして、逃げなくていいんでしょうか！」

「いいや。逃げなければならない。捕まってはいけない」

　きっぱりと否定したのは魔王隼人だ。

　魔王隼人は、真人と真々子を見つめて、決心して告げてくる。

「真人。よく聞いてくれ。あの二つの手は、母なる大地と大海の手、つまり母なる力が具現化したものだ。他でもない、真々子の力だよ」

「母さんの……ああ、そうだな。言われてみれば確かにそうだ。上手うまく言えないけど、母さんから感じるものと同じ感じがする」

「そして込こめられている想おもいも真々子のもの。あの手は、真人を捕まえて、この世界に引き止めておこうとしているんだ。ゲームをクリアさせまいとしているんだよ」

「は？」

　真人は真々子に目を向けた。真々子はきょとんとしている。

「ゲームをクリアさせないようにしているって……母さんはちゃんとわかってくれたよな？　ちゃんと納なつ得とくしてくれただろ？　そう言ったよな？」

「え、ええ。お母さん、マー君に嘘うそはつかないわ。ちゃんと納得したわ。一番大事なのは、マー君自身の気持ちだもの。だから……」

「だからと言って、気持ちの整理が完全にできていたかい？　真人ともっとゲーム世界で一緒に過ごしたいと思う自分の気持ちを、完全に消してしまえたのかい？」

「そ、それは……」

　魔王隼人に尋たずねられた真々子は、答えられず、黙だまってしまった。申し訳なさそうに真人をうかがってくる。その態度が答えだ。

「真々子。正直に答えてくれるかな。真人を捕まえてゲーム世界に留とどめておきたいという強い気持ちが、君の中にあるね？」

「……ええ。あるわ」

「それは抑えられそうかい？」

「ごめんなさい。できそうもないわ。あなたとマー君の戦いが終わって、あとはもうクリアするだけかと思うと……もう全然、抑えられなくて……どんどん溢あふれちゃって……」

「ちょっ!?　なんか手が増えた!?」

「真人パパ！　とにかく急いで逃げてっ！」

「ますます強くなっているわけだね！　よくわかったよ！」

　ワイズと和乃の叫さけび声が響ひびいた。後方に目を向けると、大地の手と大海の手がそれぞれ倍に増えている。

　シラーセの携けい行こう端たん末まつを奪うばってデータ収集をしていた冥めい母ぼハハーデスが息を飲んだ。

「まずいわ。大地と海が急激にエネルギーへ変へん換かんされて、手の方へ流れ込んでいる。このままだと、世界から大地と海がなくなってしまうわ」

「世界の終わり、ですね。ＨＡＨＡＫＯさんからの連れん絡らくによると、他の母親の気持ちを受け付けない状態だそうですから……真々子さん自身が気持ちを抑えられないとなると、止める術すべはないと、お知らーせしなければならないでしょうか」

「私のせいで、そんなことに……ごめんなさい……本当にごめんなさい……」

　真々子は涙なみだをこぼし、両手で顔を覆おおってしまった。

　絶大な母なる想い、誰よりも強い我が子への想いゆえに起きた事態だ。誰も真々子のことを責めない。だが気休めの言葉も言ってやれない。展望ブリッジが静まり返った。

　状じよう況きようを理解した真人は。




「ぷっ……あはははっ」




　思わず吹ふき出してしまった。

「マー君？」

「なんかさ、母さんらしいと思って。つい」

「お母さんらしいって……」

「母さんは、そもそもわがままなんだよ。くっつくなって言っても、くっついてくるし、抱だき付くなって言っても、抱き付いてくるし。……母さん自身というより、母親としての気持ちに正直で、わがままなんだな。その気持ちを貫つらぬくために、母なる力を発揮して、もう滅茶苦茶なことをして、絶対に押し通す。それが母さんだ」

「そ、そんなことは……」

「そんなことあるんだよ。だからこんなことになってる。だろ？」

「それは……そう、なのよね……」

　真々子がまたしょんぼりとして、俯うつむきそうになってしまうが。

「待て待て。勘かん違ちがいするな。俺は母さんを責めてるわけじゃない。そうじゃなくて」

　その頬ほおを両手で挟はさんで、むにゅっと、変顔させて、真人は真々子の顔を上げさせた。

　変顔真々子を真まっ直すぐに見つめて、言ってやる。

「母さんは、それでいいんだよ。それが母さんなんだから。俺の口からこんなこと言いたくないんだけど……要するに、息子むすこのことが大好きだから、そうなっちゃうんだろ？」

　照れ臭くさすぎて脳みそが悶もだえ死にしそうだが、頑がん張ばって尋ねると。

　変顔真々子が、とびきりの笑顔になり、しっかりと頷うなずいた。

　愛情は、わがままだ。

「お母さんは、マー君のこと、大好きよ。とってもとっても大好きよ」

「はいどうも。というわけで、母さんのわがままは仕方ないわけで……それならそれで、俺にとっても都合がいい」

「都合がいい？」

「母さんがわがままなら、俺も遠えん慮りよなく、わがままでいられるからな。お互たがい様ってやつだ。……だから、わがままな者同士、勝負しようぜ」

「勝負？　マー君とお母さんが？」

　真人は頷き、真々子の頬から手を放した。

　そして真々子と対たい峙じする。

「母さん。俺は、自分の未来へ進むために、このゲームをクリアするぞ」

　真しん剣けんに見つめて、真剣に告げると。

　真々子も真剣な表情で真人を見つめてくる。

「お母さんは、マー君を応おう援えんしたい気持ちもあるけど……でも、マー君と一緒に冒ぼう険けんできる時間が本当に素す敵てきで、本当に幸せだから、このゲームをもっと続けたいわ。マー君をクリアさせたくない。これがお母さんの正直な気持ちよ」

「世界がヤバい状態だ。俺が一刻も早くクリアして、強引にでも母さんの気持ちを断ち切るしかないように思う。そのためにも俺はクリアする」

「世界に迷めい惑わくをかけてることは、本当に申し訳ないと思うけど……ああ、そうだわ……マー君がクリアしないって約束してくれたら、お母さんの気持ちは落ち着くはずよ。それからどうしたらいいか、親子で一緒に考えればいいわ。十年でも二十年でも、この世界で」

「話にならないな。……じゃあもう、やるしかないな」

「どちらがわがままを通すか。マー君とお母さんで、本気の勝負ね」

　未来へと羽ばたく子供が勝つか。

　今しか得られない幸福を抱だき締しめたい母親が勝つか。

　真人ＶＳ真々子。これが正しよう真しん正しよう銘めいのラストバトル。

　最強親子による親子対決だ。一同に緊きん張ちようが走る……

「まずは母さんに頼たのみがある」

「あら、何かしら」

「たっぷりハンデをくださいお願いします」

「ちょ真人!?　いきなりヘタレ!?」

「うるさい黙れワイズ。ヘタレじゃない。的確な戦力分ぶん析せきを基もとにした判断だ」

　ツッコミを入れてきたワイズをヘッドロックで捕ほ獲かくして。

「母さんには悪いけど、勝つためには手段を択えらばないぞ。まずこの赤いのと、メディと、ポータ。三人は俺の側についてもらう。いいな、みんな？」

「はいはい。真人一人じゃ絶対に勝ち目がないもんねー。手伝ってやるわよ」

「私も協力しますよ。真人君一人では、万に一つも勝ち目がありませんから」

「二回も勝ち目がないって言ってくれなくていいんだけど」

「ママさんの気持ちも、すっごいわかります！　でも自分は、真人さんの力になるって約束しました！　なので真人さんに協力します！」

「頼たよりにしてるぞ。……それから父さんも、俺の側でいいよな？」

「最初からそのつもりだよ。そして、こんなこともあろうかと、強力な助っ人の皆みなさんにご足労いただいた」

　魔ま王おう隼人が軽く合図を送ると。

　和乃、メディママ、冥母ハハーデスの三人が、にこやかな笑みを浮うかべながら真々子を取り囲んだ。

「あらあら。三人ともお母さんなのに、お母さん側じゃないのかしら」

「ママはママだけど、私たちは真々子さんを抑おさえるために来たのよ。子こ離ばなれ事件の時の感じからして、ただじゃ済まないと思ったからね」

「真々子さんのお相手ができる人なんて、私たちだけ。私たちをおいて他ほかにいないわ。ええそうですとも」

「ママ友同士で楽しく過ごして、真々子さんの気を真人君から逸そらしてしまいましょう、という趣しゆ向こうです。……折角ですから、四人で新たなアイドルユニットを結成するというのも面おも白しろいかと……」

「佐さ央お理りデス！　それ以上言ったらぶっ飛ばすわよ!?」ガルルルッ！

「封ふう印いんされた過去に触ふれてはいけません！」シャーッ！

「すすすすみません!?」

　冥母ハハーデスが二匹ひきの猛もう獣じゆうに襲おそわれそうだが、とにかく三人の母親も真人側だ。

　外ではＨＡＨＡＫＯとアマンテたちが迎げい撃げき部隊として活かつ躍やくしている。こちらも真人側の協力者ということで。

　真人たち全員ＶＳ真々子という構図が完成。

「よし。ハンデはこれくらいでいいかな」

「あらあら。マー君ったら、容よう赦しやないわね」

「母さんが相手だからな。大目に見てくれ。……さて、これで対戦準備は整ったわけだが……実は、一番肝かん心じんなことがわかっていない」

「そういえばそうね。どうやったらマー君はゲームをクリアできるのかしら。わからないなら、それでもいいけど。うふふ」

「よくねーよ。ということで……お知らーせの時間ですよ、シラーセさん！」

　呼びかけると。

　展望フロアの隅すみっこにうずくまって、いじいじしていた謎なぞの修道女が、すっくと立ち上がった。

「フッ。存在を忘れられているのかと思いましたが、出番のようですね。このシラーセのお知らーせがなければ先へ進めないとは、最後の最後まで手がかかる勇者様です。いいでしょう。導いて差し上げますよ」

「よろしくお願いします。俺はどうすればクリアできるんですか？」

「天空に選ばれし勇者である真人君は、天空の遺い跡せきに用意されている転送ポイントからのみ、現実世界に帰き還かんすることができます」

「天空の遺跡……俺の職業がバグってて扉とびらが開かなかった、あそこか」

「すぐにでも向かいますか？」

「迷っている時間はありません。すぐ行きます」

「このままゲームをクリアするということになりますが、よろしいですか？」

「はい。クリアします」

「わかりました。……では私から、真人君のみならず皆さんに、最後のお知らーせをさせていただきます。お聞きください」

　いつになく冷静な表情のシラーセだ。誰だれもが口を閉じ、シラーセを見つめている。

　一同の顔を順に目で追って、シラーセはそっと目を閉じた。

「〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟。このゲームは現在のところβベータ版、つまり試験運用中のものであり、最終テストの結果に応じて正式サービスへと移行される予定です。……そして最終テストは、今まさに結果が出ようとしています」

「最終テストって、何かやってたんですか？」

「魔王隼人さんの降臨から始まった、ここまでのことが全すべて、最終テストですよ。この世界で冒険して親子の絆きずなを深めたテストプレイヤーのお子さん、つまり真人君が、将来のためにゲームクリアを望み、実際にクリアするかどうか、という点を調べるために行われていました。……お子さんがゲーム依い存ぞん症しようになってしまうようなゲームを、政府がリリースするわけにはいきませんからね」

「そして大おお好すき家対決で俺が勝って、ゲームをクリアすれば、最終テストは成功と」

「はい。本ゲームは正式サービスへ移行されることが決定し……必然的に、β版テストプレイが終しゆう了りようします」

　終了。

　その言葉に、誰もが息を飲んだ。

「この世界自体は、正式サービスでも引き続き使用されます。ですが、こちらにお集まりの皆さんが再びゲーム世界を冒険することは、ないとお考えください」

「ど、どうしてでしょうか！」

「理由は簡単ですよ。このゲームは、ママと、息子もしくは娘むすめが、大いに仲良くなるためのゲームです。それぞれの問題が解決され、特に問題がない親子関係を築いていらっしゃる皆さんは、参加資格がないのです」

　その言葉に、誰もが言葉を失った。

　真人がクリアした時点で、本当に全て終わるのだ。

　じっと考え込む真人の前に、シラーセが立った。

「真人君。クリアしてしまえば、冒険は完全に終わりです。もう二度と、この世界に戻もどってくることはありません。それでも天空の遺跡へ向かいますか？」

　どんな時でも冷静な瞳ひとみに見つめられて。

　じっと見つめる仲間たちの視線を背中に感じながら。

　真人は。

「それでも行きます。前に進むって、決めましたから」

　真人は揺ゆるぎなく言った。

　振ふり返ると、それでいいと、仲間たちが容認するように頷いてくれた。

　真々子はかなり残念そうにしていたが、すぐににっこりと微笑ほほえんだ。

「マー君の気持ち、よくわかったわ。……それじゃ……」

　真々子が二振りの聖せい剣けんを鞘さやから抜ぬいた。

　右手に、母なる大地の聖剣テラディマドレ。左手に、母なる大海の聖剣アルトゥーラ。

「お、おい母さん？　なんで剣を……」

「うふふ。お母さんも本気だからよ。……マー君、勝負よ」

　テラディマドレから灼しやく熱ねつ色の光が、アルトゥーラから濃のう蒼そう色しよくの光が、それぞれ膨ふくらんで真々子の姿を包み隠かくした。

　光が消えると、真々子の姿はそこにない。

「……へ？」

　真々子が消えた。







　魔王隼人は操縦のため展望ブリッジに残り、それ以外の面々は空飛ぶ船の船首部分へ移動した。目的地に到とう着ちやくし次し第だい、いち早く乗り込むためだ。

　空飛ぶ船は、天空の遺跡へと進路を向け、安定した速度で低空飛行している。

　しつこく追いかけてきた大地の手と大海の手は、姿を消している。

「……嵐あらしの前の静けさ、って感じだな」

　真人の言葉に、一同が緊張した様子で頷うなずいた。

　本当に静かだ。空が青い。風は心地ここちよい。

　と。

「あっ！　アマンテさんたちとＨＡＨＡＫＯさんが来ました！」

　辺りを警けい戒かいしていたポータが、船せん尾び方向から駆かけてくる人ひと影かげに気付いた。

　真人たちのところに到着したアマンテたちは、負傷している様子はないものの、かなり疲ひ労ろうしている。肩かたで息をして、その場にぺたりと座り込んでしまった。

「お疲つかれさん。どうだった？」

「どうもこうもないわよ。どんな攻こう撃げきをしても、全く効かない。衝しよう撃げきでなんとか押し返せるだけ。そして相手は攻撃してこない。まるで遊ばれているようだったわ」

「手の平の上で～、と言いたいとこだけど～、指先だけで遊ばれちゃったね～」

「完全に可愛かわいがられとったのぅ。ワシが船の外に落っこちそうになったら拾ってくれた」

「相手は母なる力だからな。甘くて当然だ。……ＨＡＨＡＫＯさん。今はどんな感じになっているんですか？」

「どちらの手も、忽こつ然ぜんと消えてしまって、それから一向に姿を見せないわね。……状じよう況きようを探さぐってみるから、ちょっと待ってね」

　遥はるか下の方、地上へ手を向けて意識を集中させたＨＡＨＡＫＯは、ふと小首を傾かしげた。

「おかしいわね。管理者権限をコピーしてアクセスしているのに、上手うまく接続できない……もっと上位の何かにコントロールを奪うばわれているのかしら……ねえハハーデスさん。何かわかるかしら」

「管理者権限を越こえる権限なんて、そもそも設定していないわよ。だというのに、私もアクセス不可。もう滅め茶ちや苦く茶ちやよ。笑うしかないわね」

　自前のタブレットで情報収集を試みていた冥めい母ぼハハーデスが、お手上げとばかりに両手を上げた。

　その滅茶苦茶なことをしているのは誰なのか、みんなわかっている。

　真人以外の全員の視線が真人に集中して、無言で尋たずねてくる……あなたの母親は一体どうなっているのかと。

　むしろ聞きたいのは真人の方だ。気付かないフリで。

「おーい父さん。船の進行状況を教えてくれるか」

　シェントラーレへ目を向けて、適当に呼びかけると。

『順調だよ。もう少しで目的地が見えてくると思う。このまま何事もなく進むことができればね』

　空飛ぶ船に備えられている放送機能で返事が返ってきた。

　あともう少しらしい。何事もなければ。

　だが。

「……何事もないわけがない、よな」

　真人がふとした予感を覚えて呟つぶやいた瞬しゆん間かんだった。




「マ～あ～く～ん」




　あやすような、甘い呼びかけが空飛ぶ船の全域に響ひびき渡わたった。真々子の声だ。

　一同が一いつ斉せいに身構えて周囲を警戒するが、その姿は見当たらない。

「お待たせしちゃったかしら。ごめんなさいね。ちょっと準備に手間取っちゃって」

「別にいいよ。……んで？　どこにいるんだよ」

「うふふ。さてどこかしら。マー君は見つけられるかしら。お母さん、いないいないよ」

「いないいないって、赤ん坊ぼうかよ」

「マー君は覚えていないかしら。赤ちゃんの頃ころのマー君は、お母さんがこうすると、どんなに泣いていても、すぐに笑ってくれたのよ。……いないいない……」

　次の瞬間。

「ばあ」

　両手で顔を覆おおい隠していた真々子が、ばあっと、にっこり顔を覗のぞかせた。

　空飛ぶ船の直上、空一面に覗かせた。

「……………へ？」

　都市を丸ごと一つ載のせている船を丸まる吞のみできそうなサイズの、真々子の顔がある。

　真々子の姿形はそのままに、巨きよ人じんというレベルではない、肩に天を担かついで支えるという神話の巨神レベルにまで巨大化した真々子がいる。

「どうかしら。母なる大地と海の力と合体して、こんなに大きくなっちゃったわ。メガお母さんよ。うふふ」
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「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　それは、母と大地と海が、母なる想おもいを完全に融ゆう合ごうさせた時にのみ発動するという、究極の母親特とく殊しゆスキル【母の三さん位み一いつ体たい】。

　メガ真々子の登場だ。

　絶ぜつ叫きようした真人はもちろん、ＨＡＨＡＫＯやシラーセまでも、顎あごが外れそうなほど大口を開けて愕がく然ぜんとしている。……シラーセは驚おどろきのあまり卒そつ倒とうして後頭部強打して死亡して棺かん桶おけに収まってしまった。

　何度瞬まばたきしても見み間ま違ちがえではない。メガ真々子だ。

「それじゃマー君。マー君がクリアするのが先か、お母さんがマー君を捕つかまえちゃうのが先か、勝負開始よ」

「えっ、ちょっ、えええええっ!?」

「さあ行くわよ。小さい頃、マー君と何度も追いかけっこしたけど、お母さんは一度も負けたことがないんだから。捕まえちゃうわよ～」

　メガ真々子の大きすぎる手の平が、空飛ぶ船をすっぽりと包み込む……！

「とっ、父さん！　父さーんっ！　全速前進！　急いでくれええええっ！」

『了りよう解かいだ！』

　そうして運命の決戦が始まった。

　空飛ぶ船は船体が軋きしむほどの速さでとにかく逃にげる。

　メガ真々子はにっこり笑顔で、余よ裕ゆうでついてくる。空飛ぶ船ごと真人を捕まえて、抱だき締しめて、大きすぎる胸に埋うずめてしまおうと、腕うでを伸のばしてくる。

「ヤバいヤバいヤバい！　いきなり捕まる!?……こうなったら……和乃さん！　メディママさん！　ハハーデスさん！　お願いします！」

　母親たちに対応を投げてみた。

「ちょっ!?　私にどうしろって言うのよ！　そりゃまあ確かに、真々子さんを抑おさえる役とは言ったけど、こんなの無理よ!?……メママさんなら、どうにかできそうだけど」

「はあ!?　和乃さん、何をおっしゃっているのかしら!?　言えばいいというものではなくてよ!?　無茶振りにも程ほどがあるでしょう!?　あのサイズの真々子さんを抑えるなんて……まあ堀ほつ田たさんなら可能でしょうね。何故なぜなら冥母ハハーデスだもの」

「理由になっていませんよ!?　私に投げないでください！……で、でも……いくら大きくても、相手は真々子さん……だったら！」

　冥母ハハーデスは自身の頭上に、旅商人の特殊装備である魔ま法ほうのショルダーバッグを出現させた。怪かい物ぶつの頭部のように厳いかついバッグが口を開き、アイテムが放出される。

　飛び出したのは、メガ真々子にちょうどいいサイズの紅茶入りティーカップとクッキーだ。

「真々子さん！　お茶のご用意ができました！　いかがですか！」

「ちょっと堀田さん!?　そんなお誘さそいが通用するわけない……！」

「あら美味おいしそう。いただくわ」

「うわー、余裕で食いついたわー」

　メガ真々子はティーカップとクッキーを手に取った。

　メガ真々子は両手が塞ふさがっている。真人を捕まえることができない。

「ハハーデスさんナイス！　まずは助かった！」

「どんなに大きくても、相手は真々子さん。そこが攻こう略りやくのポイントね。落ち着いて対処しましょう。真人君ならできるわ」

「はい！　やってみます！」

　母親同どう伴はんの冒ぼう険けんは、母親の性質を知る日々でもあった。

　母親がどんなものにうっかり気を引かれてしまうか、真人はお見通しだ。

「おーい母さん！　ちょっといいか！」

「あらマー君、何かしら」

「思ったんだけどさ。今日って、洗せん濯たく物ものはどうした？」

「お洗濯物？　お洗濯物は……あらやだ、どうしたんだったかしら……いつもみたいに宿屋で干して、干しっぱなし？……じゃなくて、昨日の夜のうちに済ませたような……あらあら、ちょっと思い出せないわね……どうだったかしら……」

　メガ真々子は脚あしを止めて考え込んでいる。

　足止め成功だ。空飛ぶ船との距きよ離りがどんどん開いていく。

「よし！　これならいける！……父さん！　進行状況は！」

『いい感じだ！　見えてきたよ！　前方を確かく認にんしてくれ！』

　進行方向に、地面から雲の上まで続いている断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが見えてきた。

「まだちょっと遠いな……ポータなら詳くわしく見えるか？」

「はい！　自分たちが上った階段が見えます！　開かなかった石の扉とびらも見えます！」

「よしよし。天空の遺い跡せきで間違いないな。また下から上るのはきついから、扉の所からリスタートできたら嬉うれしいんだけど……どうだろう、父さん？」

『この船はホバリング機能があるから、ご希望の位置に横付けできるよ』

「じゃあよろしく！」

　空飛ぶ船は適度に高度を上げて、雲の上に出た。

　しばらくすると、真人の目でも、岩壁に設しつらえられている石の扉が見えてきた。このまま行けば……

　行きたかったのだが。

「ああ、そうよ。お洗濯は夜のうちに済ませたんだったわ。心配して損しちゃった。お口直しをして、ご馳ち走そうさまでした。とっても美味しかったわ」

　考え事を終えて、紅茶を飲み干して。ティーカップを手近な島に置いて、メガ真々子が再び動き出した。

　ほんの数歩の早歩きで、もう空飛ぶ船に追い付いてくる。

「移動が速すぎだから！　反則だろ！」

「うふふ。歩ほ幅はばもメガなお母さんで、ごめんなさいね。それじゃマー君、追いかけっこはもうお終しまいよ。捕まえちゃうわ」

「そうはいかないぞ。母さんの攻略法はわかってるからな。……お母さん方、よろしくお願いします！」

「任せなさい。今度は大だい丈じよう夫ぶ。やるわよ、メママさん」

「私に任せてくれてもいいのだけど、まあいいでしょう。和乃さんと共同戦線よ」

　真人の呼びかけに応じ、挑ちよう発はつ的で攻こう撃げき的な態度の和乃と、自信に満ちた上品な姿勢のメディママが、ずいっと前に出た。

「さあ真々子さん。私たちと、ちょっとだけ、おしゃべりしましょうよ」

「母親同士のおしゃべりは、母親の嗜たしなみであり、最高の楽しみ。真々子さんがお断りするなんて、あり得ないわよね？」

「あらあら、困ったわ。マー君を捕まえないといけないんだけど……やっぱり気になっちゃうし……じゃあ、ちょっとだけ参加しちゃおうかしら。ちょっとだけね」

「ええ、ちょっとだけね。……くっくっく。ちょっとで終わらないのが母親のおしゃべりなのよねぇ……一時間でも二時間でも、真々子さんの気を引き続けてあげるわ……」

「それで、どんなおしゃべりなのかしら」

「どんなって、それは……」

　メディママは和乃をうかがった。和乃は小首を傾かしげて、メディママをうかがった。メディママも小首を傾げた。

　二人とも、咄とつ嗟さに話題が思いつかないようだ。

「あらあら。特に何もないのかしら。それじゃ、おしゃべりはまた後で」

　メガ真々子はにっこり微笑ほほえんで、真人に視線を向けた。「ちょっ!?」おしゃべり作戦は不発！　真人危あやうし……！

「ちょ、ちょっと待って！　真々子さん待って！　話あるから！　ちょっと聞いて！」

「あら和乃さん。何かしら」

「えっと、えっとね！　その……ああ、そうそう！」

　和乃の口を突ついて出た言葉は。




「うちの馬ば鹿か娘むすめがさ、真人君と結けつ婚こんの約束したって言ってるんだけど。どう思う？」




　そんな言葉だった。

「「はああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」」

　真人とワイズの絶叫がハモった。

「ちょっ、ワイズ!?　お前っ、どゆこと!?」

「あたしじゃないっ！　ママが勝手に言っただけだからっ！……ちょっとママ！　何言ってんのよ！」

「まあ落ち着きなさいって。とりあえず真々子さんには効果抜ばつ群ぐんだから。ほら」

「あらあら、あらやだ、あらあらあらあら。そうなの？　あらそうなの？　マー君とワイズちゃんが？　あらあらあらあら」あわわわわ！

　メガ真々子は驚き戸と惑まどっている。完全に足が止まっている。

「ふふん。どう？　これがママの力よ」

「偉えらそうにしてんじゃないわよっ！　ふざけんなーっ！」

「うるさいわね。子供のことで、あることないこと言って、とりあえず盛り上がればいいのよ。それが母親のおしゃべりというものよ。……というわけで、メママさんもどうぞ」

「そうね。こちらも負けてはいられないわね」

　メディママは、それとなくメディの顔色をうかがう。

　メディは笑顔で頷うなずいた。面おも白しろがって乗り気のようだ。ということで。

「真々子さん。私からもいいかしら。実は私の娘の方が、一番に真人君と結婚の約束をしたと言っているのだけど」

「ええええっ!?　メディちゃんと先に!?　それからワイズちゃんとも!?」

「そうなの。つまり二ふた股またよ。困った話よね。これは親同士で話し合う必要があるわ」

「そそそ、そうね！　ちゃんとお話しないといけないわ！」

　メガ真々子は完全に取り乱している。結婚話で頭がいっぱいになり、真人を捕まえるという目的がどこかへいってしまったようだ。

　母親のおしゃべり作戦は大成功。

「色々と問題あるんだが……と、とにかくこれで、無事に目的地へたどり着けそうだな！」

　真人のみならず誰だれもがそう思った。

　刹せつ那な。

「和乃さん！　メディママさん！　とりあえず順を追って説明してもらってもいいかしら！　詳しく聞かせてほしいわ！」

　メガ真々子が、空飛ぶ船を両手でがっちり押さえて、耳を寄せてきた。

　捕つかまった。

「へ？……ああああっ!?」

「ほら！　ママたちが馬鹿なこと言うから！　思いっきり逆効果じゃん！」

「で、でも、とりあえず真々子さんの気を逸そらすことはできているでしょ！　私たちは役目を果たしてるわ！　ね、メママさん！」

「そ、そうね！　その通りよ！　狙ねらい通りだわ！　真々子さんとおしゃべりして、このまま気を引き続けましょう！　堀田さん、お茶を用意してくれるかしら！」

「そうするしかなさそうですね。……それじゃ真人君、あとは頑がん張ばってね」

　和乃とメディママと冥めい母ぼハハーデスは、真々子に向かって駆かけていった。というか逃にげられた。

「あとは頑張れって、そんなこと言われても困るんですけど！……父さん！　どうにか振ふり切れないか！」

『残念ながら、できそうもないね。アクセル全開だけど、ビクともしないよ』

「マジかよ……あとちょっとなのに……」

　天空の遺跡をはっきりと目視できるところまで来ている。だが走り幅はば跳とびで届くような距離ではない。

　真人たちがいる場所は空。地上は遥はるか下。空でも飛ばなければ目的地までたどり着けない。となると。

「んっふふ～。どうやら私の出番みたいだね～」

　ソレラが巨きよ大だい魔ま法ほう書に乗り、ふわりと宙に浮ういた。

「飛べる奴やつがいて助かった！　頼たのむぞソレラ！」

「はいは～い。どうぞ～、乗っちゃって～」

「この先も何が起きるかわからないわ。迎げい撃げき部隊も同行するわよ！」

「ん。ワシもあんちゃんについて行っちゃる」

「あたしたちも、もちろん行くわよ」

「当然ですね。最後までお供します」

「はい！　自分も行きます！」

　畳たたみ一畳じようサイズの巨大魔法書に、ソレラ、真人、アマンテ、フラテロ、ワイズ、メディ、ポータ、以上七名が乗り込んだ。

　巨大魔法書は、すとんと地面に落ちた。

「重量オーバーで飛べないよ～！」

「おう。そんな気がしてた」

「私と真人君は確定として～、あと二人くらいが限度かな～。誰を連れていくか～、真人君が選んでね～」

「あと二人……」

　ラストダンジョンを誰と攻こう略りやくしますか？

　天空の遺跡にはモンスターが出現する。戦力的に考えると、ワイズとメディを連れて行くのが妥だ当とうに思えるが。「……真人さん……」残されてしまうポータの、しゅんとした表情がつらい。

　では三人仲良く置いていくとして、アマンテとフラテロか。「ふーん？」ワイズが指ポキしてる。「それはあり得ない選せん択たくですよね？」メディが恐おそろしい美少女スマイルを浮かべてる。無理だ。殺される。

「おいちょっと待て！　これ難問すぎるぞ！　どうすりゃいいんだよ！」

　どんな組み合わせにしても、角が立つ。メンバーを選べない真人は頭を抱かかえた。

　すると。

「真人。ちょっといいかしら」

　声をかけてきたのはＨＡＨＡＫＯだ。

　右手に灼しやく熱ねつ色の光を、左手に濃のう蒼そう色しよくの光を、それぞれ載のせている。

「ＨＡＨＡＫＯさん、その光は……？」

「真々子さんを根源とする母なる力の一部よ。これは真人を引き留めたい気持ちとは逆のもの。背中を押してあげたい気持ちの表れ」

　それは、我が子に前へ進む勇気を与あたえる技わざ、母親特とく殊しゆスキル【母の後押し】そのもの。

　真人を抱だき締しめていたい気持ちも本物。背中を押したい気持ちも本物。

　矛む盾じゆんしているが、どちらも真々子の本当の気持ちなのだ。

　本人は気付いているのかどうなのか……メガ真々子は和乃たちとのおしゃべりに夢中になっている。

「やれやれだ。親心ってやつは複雑だな」

「まったくね。……真々子さんに代わって、あなたに授さずけるわ。受け取ってね」

　真々子そっくりの顔で微笑んで、ＨＡＨＡＫＯは真人の背中に両手を添そえた。

　途と端たん、光が弾はじけた。飛び散った輝かがやきが、鳥の羽へと形を変えていく。

　真人の背中に、真っ白な翼つばさが生えている。

「俺に翼が……マジか、これ」

「さあ巣立ちの時よ。羽ばたいてみせて」

「は、はい……羽ばたく……飛ぶ……」

　難しいことはない。飛ぼうと思うと、その思いに応じて、背中の翼が羽ばたきはじめた。

　真人の体が宙に浮いた。

「わわっ！　真人さんが、真人さんが飛んでます！」

「ちょっと！　真人のくせに、何やってんのよ！」

「幻げん覚かくが見えてしまうなんて……私、疲つかれているんですね」

「幻覚じゃないよ本当だよ！」

「よくできました。……それじゃ、ワイズちゃんとメディちゃん、ポータちゃんもね。これは、あなたたちのお母さんからの後押しよ」

　ＨＡＨＡＫＯＨは新たに光を手にし、三人の背中に触ふれた。

　ワイズの背に、メディの背に、それぞれ翼が生えて、二人もふわりと宙に浮いた。

「うっはー！　飛んでるし！　何これ、ちょー面白いんだけど！」

「真人君。あなたのヒロインが天使になりましたよ。遠えん慮りよなく褒ほめ称たたえてください」

「何気に本当に天使っぽいから、返答に困る」

「ま、待ってください！　自分は上手うまく飛べないです！　うーっ！」

　ポータの翼は少し小さめだ。冥母ハハーデスの気持ち、まだ飛び立ってほしくないという願いが強いのかもしれない。どうしても上手く羽ばたけなかったが……ワイズとメディが手をつないで、三人で無事に飛ぶことができた。

　真人たち四人が翼を生やし、自由に空を飛んでいる。

　その様子を、なんかちょっと羨うらやましそうに眺ながめていたアマンテたちは、巨大魔法書に乗り込んだ。真人たちよりも高く上じよう昇しようして、上から見下ろしてくる。

「はいはい。楽しそうでいいわね、なんて、いちいち言わないけれど。あまり調子に乗るんじゃないわよ。飛べるようになったのなら全員で、さっさと天空の遺い跡せきに行くわよ」

「おっと、そうだった。……それじゃＨＡＨＡＫＯさん。俺たち行きます」

「わかったわ。それじゃ、最後の挨あい拶さつをさせてくれるかしら」

「最後って……ああ、そうか……」

「そうよ。私はこのゲーム世界の存在。真人たちがクリアしたら、もう二度と会うことはないわ。だからこれが最後」

　寂さみしげに顔を伏ふせたＨＡＨＡＫＯだったが、気き丈じように、まるで真々子のようににっこりと微笑ほほえんだ。

「あなたたちには感謝したいことがたくさんある。伝えたいことがたくさんある。でも全すべてを伝えるには時間が足りない。……だからせめて約束するわ。この気持ちも、一いつ緒しよに過ごした思い出も、何一つ忘れない。たとえ世界中の人が忘れてしまっても、私だけは絶対に忘れない。約束するわ」

「俺たちもです。忘れません。絶対に忘れません。約束します」

「ありがとう。……それじゃ、いってらっしゃい。体に気を付けて。それから、いつまでもお母さんと仲良くね」

「はい！　いってきます！　ＨＡＨＡＫＯさん、お世話になりました！」

　渾こん身しんの礼を言って。

　真人は船首部分から飛び立った。続いてワイズとメディとポータが出発し、殿しんがりはアマンテたち。真まっ直すぐ、天空の遺跡へ向かう。

　ＨＡＨＡＫＯはいつまでも真人たちの背中を見つめ続けていた。







　真人たちが目指すは、天空の遺跡の門。地上から延々と続く階段をパスして、足止めされた地点からリスタートする……つもりだったのだが。

「賢けん者じやワイズ！　癒ゆ術じゆつ師しメディ！　何をしているの！　高度がどんどん下がっているわよ！　ちゃんと飛びなさい！」

「うるさいわね！　ちゃんと飛んでるわよ！　でもどんどん下がっちゃうんだってば！　なんなのよこれ！」

「私たちの翼は、母なる力の産物……力の源であるお母様たちから離はなれることにより、その力が低下している、ということでしょうか……と、とにかく！」

「このままだと、海に落ちちゃいそうです！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　安心しろ！　ここに天空の勇者がいるじゃないか！」

　大いなる天空に選ばれし勇者の力で、みんなを飛ばすのだ。真人は聖せい剣けんフィルマメントを鞘さやから抜ぬいた。

　だが折れている。

「あー。そういえば父さんとの戦いで、お亡なくなりになってたな。はは」

「ふざけんじゃないわよ！　ちょっ、ヤバい！　本気で海に落ちるううううっ！」

「仕方ないのぅ。ソレラ、手を貸しちゃれ」

「はいは～い。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪風フオルテイ・ベント～！」

「ちょっ、おまっ!?」

　海面すれすれまで高度を下げていた真人たちの背後から、爆ばく発はつ的な風が吹ふき付けてくる。

　翼が風をもろに受けて、四人は吹き飛ばされて……

　天空の遺跡の入り口、最初の階段の前に、「ふげっ!?」まず真人が転がった。

　その真人の上に「ふんがっ!?」ワイズとメディとポータが華か麗れいに着地した。

　ついでに「ふんごっ!?」アマンテとソレラとフラテロも真人の上に降り立った。

　予定ポイントからだいぶズレたが、なんとか目的地に到とう着ちやくした。

「わわっ！　真人さん、すみません！」

「い、いいんだ……ポータが無事なら、それでいいんだ……」

「じゃあ真人、出発進行よ」

　女子を六人、背中に載せて、真人が這はって階段を上る。「いや無理だから」全員、降りてもらった。

　海の方を確かく認にんすると、空飛ぶ船とメガ真々子の姿が見える。メガ真々子は両手で船体をしっかりと捕つかまえたまま、母親たちとのおしゃべりに熱中しているようだ。真人たちの移動に気付いている様子はない。

「いつ母さんの目がこっちに向くかわからないな。急いで上ろう。とりあえず扉とびらのところまで超ちよう特急だ」

　雲の向こうにあるため見えない石の扉を目指し、真人たちは移動を開始した。

　階段を駆かけ上がっていると。

「あっ！　気を付けてください！　モンスターです！」

　ポータがいち早く発見した。上空からワイバーンの群れが迫せまってくる。

　戦せん闘とうだ。

「よし！　空の敵は俺の……！」

「真人君？　お忘れですか？」

「すいません。俺、武器ないです」しょぼーん

「やれやれだわ。だったらそこで見ていなさい。私たちが片付けてあげるわ」

「ん。やっちゃる」

「ＨＡＨＡＫＯ家三姉し妹まいのコンビネーションを～、ご覧あれ～」

　言うが早いか。

　まずはアマンテが走り出した。一気に速度を上げて岸がん壁ぺきを駆け上がり、ひらりと、ワイバーンたちの上に身を翻ひるがえして。「ふんっ！」豪ごう雨うのような刺し突とつ攻こう撃げきで、一いつ匹ぴき残らず突つき落とす。

　下ではフラテロが待ち構えている。「んゃっ」気の抜けるような可愛かわいらしい気合いと共に、正せい拳けん突づきを放ち、標的を次々に殴なぐり飛ばしていく。

　さらにソレラ。「やっちゃって～」巨きよ大だい魔ま法ほう書の陰かげから湧わき出てくるスケルトン兵を使し役えきして、残りのワイバーンを滅めつ多た打うちだ。えぐい。

　あっという間に戦闘終しゆう了りよう。ワイバーンの群れを倒たおした！

　そうして三人は、真人たちをじっと見つめてくる。

「賢者ワイズ、癒術師メディ、旅商人ポータちゃん、そして大好真人。私たちの戦いぶりはどうだったかしら。感想を述べなさい」

「なんだよ急に……まあ、そうだな……やるじゃんか、って素す直なおに思ったよ」

「もしかしてさ、前よりちょっと強くなってるんじゃない？」

「確かにそんな気がしますね。多少ですけど。僅わずかに、ですが」

「んも～。メディちゃんはいちいち毒吐はかないとダメなのかな～。メディちゃんらしいけどね～」

「自分は、すごいなって思いました！　アマンテさんも、ソレラさんも、フラテロさんも、すっごく強いです！」

「ん。ポータはええ子じゃ」

「どうもありがとう。ええそうよ。私たちは強いの。……そしてこの強さは、あなたたちとの戦いを通じて得たものよ。言い換かえれば、あなたたちが与あたえてくれたもの、ということになるわね、なんて、いちいち言わないけれど」

「さらに言い換えると～、みんながこの世界に残していくものかな～。私たちがＨＡＨＡＫＯママと親子になったこととかも～、全部そうだよね～」

「でもって、それは全部残る。ＨＡＨＡＫＯかーちゃんだけじゃなく、ワシらもずっと覚えとる。忘れようがないけぇ、忘れん」

「というわけだから……えっと……まあ、そういうことよ」

　言うだけ言って、アマンテたち三人はさっさと階段を上り始めた。急がず、一歩一歩、ゆっくりと。この時を惜おしむように。

　こうして言葉を交かわすのは、これが最後なのだ。

　真人たちもわかっている。三人の背中を見つめながら後に続く。

「あのさアマンテ」

「何かしら、賢者ワイズ」

「足あし下もとに気を付けなさいよね。踏ふみ外して転んだら、また痣あざになるわよ」

「お生憎あいにく様さま。あなたたちと初めて会った時にできた痣は、もう消えたわ」

　アマンテは自じ慢まんげにお尻しりを叩たたいた。いい音が鳴った。

「ソレラさん。背中が、がら空きですよ。隙すきだらけです」

「んっふふ～。そんなこと言って～、殴る気なんて全然ないでしょ～。メディちゃんは～、ちゃんとした子だからね～。……自分のキャラとか気にして～、無理に腹黒しなくていいんじゃないかな～」

「余計なお世話ですよ」

　メディは杖つえの先せん端たんで、ソレラの背中をつんつんした。ソレラはくすぐったそうに身をよじらせた。

「あの、フラテロさん！　自分が四天王の一人になった時、仲良くしてくれて、ありがとうございました！」

「ん。ワシも妹ができたみたいで楽しかったけぇの。兄貴の気分になれてよかった」

「えっと……フラテロさんは女の子なので、お姉ちゃんだと……」

「馬ば鹿かもん。ワシは男じゃ」

「わわっ！　す、すみません！」

　小こ柄がらで、明らかに女の子な背中をビシッと見せつけて、フラテロは男らしく進んでいく。

　だが階段を上るペースが落ちていく。

　フラテロが真人の隣となりに並んだ。鮫さめ模様のフードを目ま深ぶかにかぶっているせいで表情は見えないが、洟はなをすする音が聞こえる。

　華きや奢しやな拳こぶしが、ぽこっと、真人の脇わき腹ばらを叩いた。

「ワシは男じゃけぇ、余計なことは言わん。一言だけじゃ。……会えてよかった」

「ああ。俺もフラテロに会えてよかった」

　しょんぼり項うな垂だれてしまった頭を、わしゃわしゃと撫なでてやると、ぽこっと、脇腹を殴り返された。

　と。

「お姉さんは～、一言じゃ足りないから～、全身でアピールしちゃうよ～」

　逆サイドからソレラが抱だき付いてきた。妖あやしく蕩とろけた、潤うるんだ瞳ひとみで、真人の目をじっと見つめてくる。

「せっかくだからさ～、最後に一勝負しようよ～」

「ここへきてギャンブルかよ。ああいいぜ。受けて立つ。勝負の内容は？」

「えっとね～……えっと～……ん～……な、何がいいかな～……色々と考えてたんだけどな～……おかしいな～……」

　それ以上は言葉にならない。ソレラは両手で顔を覆おおい、真人から離れていって……ワイズとメディに抱き付いた。震ふるえる背中を二人の手が優やさしくさすっている。

　そうして。気付けばもう、石の扉の前だ。

　先頭を歩いていたアマンテが立ち止まり、表情を見せないまま、真人に道を譲ゆずった。

「話によると、この扉は勇者にしか開かれないそうね。大好真人が本当に勇者なのかどうか、最後に見せてちょうだい」

「ああ。俺が立派に勇者だってところを見せてやるよ。まあ普ふ通つうの勇者だけどな」

　真人は扉の前に立った。

　閉とざされていた扉が、重々しい音を響ひびかせながら開いていく。

　勇者の前に道は開かれた。

「どうだアマンテ。ちゃんと開いたぞ」

「そのようね。だったら、さっさと行きなさい。……私たちはここまでにしておくわ。ちょうど追手が来たみたいだから」

　階段の下の方から音が迫ってくる。ズルズルと、ビシャビシャと。

　姿を現したのは、人間の形をした土と、同じく人間の形をした水だ。どちらも、真々子をモデルとしているように見えなくもないが、まったく原形をとどめていない。

「見た感じ、母なる大地と海の力の末まつ端たんのようね。情報が大好真々子に伝わるのは時間の問題よ。すぐに追いかけてくるわ。急ぎなさい」

「わかった……あのさ、アマンテ」

「いいから！　さっさと行きなさいよ！」

　アマンテは顔を見せてくれない。

　泣き腫はらしているソレラが、もらい泣きしているワイズとメディの背を押して、涙なみだをぽろぽろ零こぼしているフラテロが、同じように泣いているポータの背を押して。ワイズたち三人が扉の向こうへ押し込まれた。

　最後に、真人はアマンテに背中を叩かれて、扉を抜ぬけた。

　扉が閉まり始めた。お別れだ。

「アマンテ！　あのさ！」

「さっさと行きなさいって、言っているでしょう!?」

　閉まる扉の、どんどん狭せばまっていく隙すき間まの向こうで、アマンテが振ふり返った。

「『またね』なんて、言いたくても言えないから！　『さよなら』なんて、いちいち言いたくないから！　もうなんて言えばいいのか、わからないから……さっさと行ってしまいなさいよ、馬鹿勇者」

　笑おうとして笑えない泣き顔が、見えなくなった。







　閉じてしまった扉をじっと見つめて、真人は踵きびすを返した。

「……行こう」

　ワイズも、メディも、ポータも、何度も目を拭ぬぐいながら頷うなずいた。

　扉の先は、薄うす暗ぐらい空間だ。かなりの広さがあるのか、壁かべは見えず、天てん井じようも見えず、床ゆかだけ。通路のような模様が真まっ直すぐに奥へ延びている。

　洟をすする音が聞こえる程度で、とても静かだ。

　誰だれもが無言のまま少し進むと、いきなり、真人はパシッと背中を叩かれた。

　誰かと思えば、やっぱりワイズだ。八つ当たり気味に、力なく、何度も真人の背中を叩いてくる。

「あたしさ、なんかもう、涙るい腺せん壊こわれてヤバいんだけど」

「みたいだな。見ればわかる。……まあ俺は耐たえたけどな。男じゃけぇの」

「こんなところで意地張らなくていいと思うんですけどー。男って意味わからんわー」

「そういえば、ここには天空の勇者が泣いて喜ぶ何かがあるとか」

「はい！　クエストの依い頼らい書に書いてありました！　自分、覚えてます！」

　メディとポータの言葉を聞いて、真人はふと立ち止まった。

「そういやそうだな。すっかり忘れてた。……でも……」

　見み渡わたす限り、何もない。

　そこからしばらく歩いてみたが、薄暗い空間が続いているだけだ。宝箱はおろか、柱の一つすら見当たらない。

　そのまま出口が見えてきた。扉とびらのない小さな門がぽつんとある。

　門の先は、ここまでの世界とは異なる異次元の空だ。咲き誇ほこる花で彩いろどられている、まるで天国へ続くかのような真っ白な階段が延びている。

　真人は出口の前で立ち止まった。

「マジでなんにもないぞ。……何気に、ちょっと期待してたんだけど」

「真人さんは、何を期待していたんでしょうか！」

「真人君が泣いて喜ぶ何か、というと、空の敵でしょうか。もしくは世界最強の力、最強の剣けんとか」

「あー、それあるわ。ラストダンジョンに隠かくされてる的なやつ。取り零こぼしてクリアとか、プレイヤーは泣けるわよね……あ、ちょっと待って？　もしかして、そういう意味だったりする？」

「ああ、なるほど。あると思わせておいて、散々探してもないという、そういう泣かせ方もありますよね」

「それは確かに泣けるけど、喜べないだろ。鬼き畜ちくすぎるだろ。……そうじゃなくてさ」

　振り返り、何もない空間をじっと見つめて、真人は苦く笑しようする。

「ここに世界中の人の記き憶おくがあったら最高だったのになって、ちょっと思ったんだ。俺たちに関する記憶は封ふうじられたままだろ？　だからそれを解放して、思い出してもらって、それで……」

　ＨＡＨＡＫＯやアマンテたちとしたように、別れを惜しむ？

　真人は頭かぶりを振った。

「いや。やっぱいいや。忘れられたままの方がいいな。どうせ、さよならしか言えないんだから。お互たがいにつらい思いをしなくて済むなら、それで……」

　と、真人が呟つぶやいた時だった。




「ぶーぶー。そんな寂さびしいこと言わないでほしいなー」




　辺りに声が響いた。モーネの声だ。

　薄暗い空間に光の粒つぶが浮うかび、弾はじけて、モーネが忽こつ然ぜんと姿を現した。一目散に真人のところへ駆かけ付けて、飛び付いて、真人の胸に頬ほおずりしまくってくる。

「つーかまえた！　えへへ、すりすり～、すりすり～。甘え成分吸収中ぅ～」

「モ、モーネ？　お前、どうしてここに……？」

「私だけじゃないよ。せーのっ！」

　無数の光の粒が一いつ斉せいに浮かび、一気に弾けた。眩まぶしさに思わず目を閉じた真人たちが、そっと目を開けると。

　薄暗かった空間は温かな光に満ちて、人の姿で溢あふれている。

　カーサーン王都の人たち。ママン村の人たち。ゴッツイ先生と生徒たち。ポッチとポッチ母と荒あらくれ野や郎ろうと母親ギルドの面々。カジノの老支配人と店員たち。獣じゆう人じん母ガーコをはじめとする、天下一母ぼ道どう会かいに参加した母親たち。他ほかにもたくさん。

　真人たちが出会った人々、笑え顔がおと泣き顔が勢せい揃ぞろいだ。

　そして誰もが真人たちの名を呼んでくる。

　頬ずりして真人の服に涙を染しみ込ませていたモーネが、そっと離はなれた。

「もっと甘えていたいけど、ここまでにするね。真人君に甘えてばかりじゃダメだから」

「ほほう。モーネもちゃんと成長したんだな」

「ふふん、そうだよー。……真人君、ワイズさん、メディさん、ポータちゃん。これでお別れだね。でもね、大だい丈じよう夫ぶだよ。忘れないよ。私たち、ちゃんと覚えてるから。だからそんな嬉うれし泣きしなくていいよ、真人君」

「……泣いてねーよ」

「ふふふ。じゃあそういうことにしておくね。そうは見えないけど。……真人君は、さよならしか言えないって言ってたけど、そんなことないよ。私たちは別の言葉でお別れするよ。せーのっ！」

　全すべての人たちが声を揃そろえて。




「この世界で冒ぼう険けんしてくれて、ありがとう！」




　そう言ってくれた。

　真人はたまらず、深く頭を下げた。

「こっちこそ、今まで、本当にお世話になりました！　ありがとうございました！」

　真人に続いて、ワイズたちも頭を下げた。嗚お咽えつが邪じや魔まして言葉にならない感謝を、何度も何度も口にしている。

　顔を上げると、泣きすぎてぐちゃぐちゃの顔で、モーネが思い切り笑いかけてきた。

「よし！　じゃあもう行っちゃって！　全力ダッシュで！　絶対に振り返らずに、とっとと行っちゃえーっ！」

「ああ！　行くよ！」

　真人たちは走り出し、小さな門を駆け抜けた。

　同時に。

「（来る！）」

　親子の以心伝心だ。

　真っ白な階段を駆け上がっていくと、異次元の空の端はしに歪ゆがみが生じた。暖の簾れんをくぐるような気軽さで、白しら魚うおのように美しい超ちよう巨きよ大だいな指が空間をかき分けて、本体が姿を現す。

　にっこり笑顔のメガ真々子だ。

「うふふ。マー君、みーつけた。追いかけっこはもうお終しまいよ」

「ついに来たか、母さん！」

「真人、急いで！　あたしたちはもう、お別れを済ませたんだから！　これで捕つかまって戻もどったら、恰かつ好こう付かないわよ！」

「送り出してくれた人たちのためにも、この旅立ちは必ず成し遂とげなければなりません！」

「真人さんは早く転送ポイントへ行かなきゃです！……なので、先に行ってください！　自分がママさんを足止めします！」

「ポータ……わかった！　頼たのんだぞ！」

「はい！　自分にお任せください！」

　最さい後こう尾びを走っていたポータが立ち止まり、真人を追って並走しているメガ真々子と向き合った。

「あらあらポータちゃん。やる気ね？」

「はい！　自分と、自分のお母さんの、すっごい仲良し親子パワーで、ママさんを捕まえちゃいます！　いきます！」

　ポータは、ショルダーバッグのサイドに吊つられているピータとピータママを取り外して、高らかに掲かかげた。

　冥めい母ぼハハーデスの手作り服を着せられてパワーアップした二体のマスコットが、ぐんぐん大きくなって……びっくりビッグサイズを超こえる、びびびびっくりビッグサイズになった！

　メガ真々子の身長の半分くらいまで巨大化したピータとピータママが、メガ真々子の左右の脚あしにそれぞれ飛び付いた。しがみついて放さない。

「あらあら。あらやだ。脚が全く動かなくなっちゃったわ。すごい力ね」

「やりました！　これでママさんは真人さんを追えません！　自分たちの勝ちです！」

「うふふ……それはどうかしら」

「ふぇ？」

　楽し気に微笑ほほえんだメガ真々子が、軽く身を屈かがめた。すると。

　その背中から、木や葉など大地の素材で構成されている翼つばさと、海かい藻そうなど海の素材で構成されている翼が、にょっきりと生えて羽ばたいた。

「わわわわっ!?　ママさんに翼が生えましたぁ!?」

「メガお母さんの第二形態よ。それじゃポータちゃん、風で飛ばされないように気を付けてね。いくわよ」

「ひゃわああああっ!?」

　一ひと際きわ大きな羽ばたきと共に、メガ真々子の巨体が浮き上がった。ピータとピータママを脚にくっつけたまま、真人を追う。

　真人、ワイズ、メディの三人は、階段のおよそ半分まで上がってきている。

　頂上部分がやっと見えてきたところで、飛行形態のメガ真々子が迫せまってきた。

「マー君。ほら見て、お母さん飛んでるわ。翼がぱたぱた」バッサバッサ！

「風圧がヤバいからやめろ！　ぶっ飛ばされるわ！……ったく！　俺の母さんはどうなってんだよ！　ホントどうなってんだよ！」

「見ての通りでしょ！　ある意味いつも通り、無茶苦茶な真々子さんよ！……こうなったら、やるしかないわね……メディ！」

「私とワイズさんで足止めですね！　真人君は先に行ってください！」

「わかった！　よろしく頼む！」

　真人はひたすら頂上を目指す。

　ワイズとメディは立ち止まり、メガ真々子と対たい峙じした。

「さあ真々子さん。急いでるところ悪いけど、あたしたちの相手してもらうわよ」

「あら、いいわよ。私もね、ワイズちゃんとメディちゃんとは、あらためてお母さん面接しないといけないわねって、思っていたところだから」

「それはつまり、真人君の伴はん侶りよとして相応ふさわしいかどうか、チェックしたいという意味でしょうか？」

「うふふ。そんなところよ」

「ちょっ!?　そ、それはママたちが勝手に言ったことでっ……ま、まあ、誤解してくれてても別にいいけどね！　そうなる可能性も、なくもないかもしれないわけだし！」

「それじゃ、はじめましょう。未来の旦だん那な様のために、二人は私をどうするのかしら」

「決まっています。お姑しゆうとめさんが、あまりわがままをおっしゃるようでしたら……」

「旦那の代わりに嫁よめが、ガツンと一発、かましてやるでしょ！」

　ワイズは魔ま法ほう書を手にして、そこに自身の全魔力を込こめはじめた。

　膨ぼう大だいな魔力の流入に耐たえ切れなくなった魔法書が裂さけて、ページが散り散りに破れて舞まい踊おどり、ワイズを中心とする魔法円を描えがいていく。

「ママから教わった必殺魔法……あたしの全てと引き換かえに放つ、一発限りの超絶極きよく大だい魔法をお見舞いしてやるわ！」

「そ、そんな！　バストサイズまで引き換えにするなんて、ワイズさんは死ぬ気ですか！……などとは言いませんけど」

「言ったしっ！　そこは引き換えにしないしっ！　メディ、あんたねぇ！」

「今のは冗じよう談だんです。悪気はありません。本当ですよ？」

「はいはいわかってるわよ！　メディなりのコミュニケーション法よね！……あんたは、表面が腹黒なだけで、中身はちゃんとしてるから。心底、意地の悪い子だったら、あたしはこんなに仲良くしてないわよ！」

「ふふふ。理解してくれる人がいるというのは、いいものですね」

　嬉しそうに微笑んだメディは、表情を引き締しめて、手にした杖つえに意識を集中する。

「お母様が引き出してくださった力、使わせていただきます……コンフォルテの杖よ……今こそ、本当の私を解き放って！」

　メディの全身から黒い力が噴ふん出しゆつしたのも、つかの間。それを押し退のけるように、内側から純白の輝かがやきが膨ふくれ上がった。

　眩しさに包まれたメディの姿が、竜りゆうへと変化していく。

　穢けがれのない白銀色の全身。天使そのものの翼。そして、いつかの恐おそろしい形相のものではない、神こう々ごうしいまでに気品ある美しい顔。

　メディはホーリーメディドラゴンへと変身した。

『ワイズさん、こちらも準備が整いました。いつでも行けます』

「おっけー。それじゃ……真々子さん、いくわよ！」

「ええ。いらっしゃい。ガツンとできるかしら」

　メガ真々子は両手を伸のばし、ワイズとホーリーメディドラゴンを抱だき締しめようとしてくる。メガ母の抱ほう擁ようだ。

　抱き締められたら、ひたすら可愛かわいがられる。メガ真々子のサイズ的に、その手から逃のがれるのは不可能。

　その手に真人を捕まえさせないために。真人の意志を守るために。

　ワイズとメディが放つ。

「全力全開！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……母親のラウレア・デラ卒業・マドレ！」

　それは母親の役目に終しゆう焉えんをもたらす、嫁の意地の核かく爆ばく発はつ。

『この一いち撃げきに全てを賭かけます！　ニーヅマ・ブレス！』

　それは母親の盤ばん石じやくな牙が城じようを貫つらぬく、妻の意地の波動砲ほう。

　ワイズの魔法は大海の翼へ。ホーリーメディドラゴンのブレス攻こう撃げきは大地の翼へ。母なる存在にこそ最も威い力りよくを発揮する攻撃が炸さく裂れつした。

　猛もう烈れつな爆発と共に、大海の翼は弾はじけ飛び、貫かれて大穴が開いた大地の翼はバラバラと崩くずれていく。

　飛ぶことができなくなったメガ真々子が、階段の脇わきに墜つい落らくして倒たおれ込んでいく。

「あらあら。あらやだ。ガツンとやられちゃったわ……あらあら～……」

「よしっ、決まった……けど、もう力が……」

『私も、限界のようですね……くっ……』

　ワイズがその場にへたり込んだ。ホーリーメディドラゴンは階段に落下し、変身が解けた。二人とも力を使い果たし、立ち上がることができない。

　それはメガ真々子も同じこと。びびびびっくりビッグサイズのピータとピータママに脚を押さえられ、膝ひざをついている。飛ぶこともできず、もう動けない。メガ真々子の抑おさえは達成された。

「……や、やったわね」

「なんとか、なりましたね……やりました」

　精せい根こん尽つき果ててぐったりしているお互たがいを笑って、笑い転げて。

　ワイズとメディは勝利のタッチを……




「うふふ。ワイズちゃんとメディちゃんの本気の気持ち、確かに受け取ったわ。早くマー君のところへ行って、教えてあげなくちゃ」




　声がした。その途と端たん。

　メガ真々子の体から、灼しやく熱ねつ色と濃のう蒼そう色しよくが混ざり合う球体が飛び出し、愕がく然ぜんとするワイズとメディの脇をかすめて高速で飛んでいった。

　向かう先は、もちろん……







　真人はついに、階段の最後の一段を上りきった。

「ここがゴールか……」

　広くもなく狭せまくもないスペースに、ゲームクリアを祝福するかのように様々な花が飾かざられている。そして中央には、転送装置が設しつらえられている。

　そこに乗ればクリアだ。

　だが。

「……やっぱ来るよな」

　誰だれかさんの気配を感じた真人は、迎げい撃げきのための武器を用意することにした。

　周囲を見て回り、「お、あった」期待通りのそれをたくさん集めて、後ろ手に隠かくした。

　頃ころ合あいもよく、来た。

　母なる色の球体が転送装置の前に降り立った。球体が解とけて、中にいる人が姿を現す。

「うふふ。マー君、お母さんよ。来ちゃったわ」

　真々子だ。

　背せ丈たけは元の大きさ。だが服装は、大地と海の力が所々に融ゆう合ごうし、いつもより華はなやかになっている。

　腰こしに剣けんを佩はいていない。代わりに、右手首に灼熱色のリボンを、左手首に濃蒼色のリボンを、それぞれ巻いている。

　真人は武器を後ろ手に隠したまま、真々子と向き合った。

「なんかパワーアップしてるみたいだな」

「そうよ。メガお母さんは最終形態になったの。このリボンは、通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃になる聖剣が姿を変えたものよ」

「その性能は？」

「お母さんの通常ハグが、全身ハグで、二重ハグになるわ。超ちよう強化ね」

「強化というものの考え方を間ま違ちがってるぞ。まあ母さんらしいけど」

「それじゃマー君。お母さんの胸に飛び込んでいらっしゃい」

　真々子は両りよう腕うでを広げた。手首のリボンがするすると伸びて、真人の頭からつま先までを包み込めるほどに広がっていく。そして真々子は真人を抱き締めようとした。

　その瞬しゆん間かん。

「先手必勝。母さん、覚かく悟ご」

　真人は隠していた武器を真々子に突つき出した。

　カーネーションの花束だ。

「母さん、聞いてくれ」

　サプライズ攻撃で先手を取り、真々子を驚おどろかせて。

　母親へ。息子むすこより。

「もしかして母さんは、現実世界へ戻もどることを不安に思ってたりしないか？　今でこそ、俺はこうして母さんと向き合って話をしてるけど……現実世界へ帰ったら、また元通りの俺たちに戻っちゃうんじゃないか、ってさ。だからこの世界での冒ぼう険けんをやめたくないんだろ？」

　尋たずねると、真々子は少し困こん惑わくした表情を浮うかべて、控ひかえ目に頷うなずいた。

「……マー君のことを信じていないわけじゃないのよ。でもね、不安になっちゃうの」

「そんなに不安か？」

「不安よ。子供はね、どんどん成長して、どんどん変わっていくの。マー君もそう。どんどん成長して、見違えるように変わったわ。だから、今はお母さんに優やさしくしてくれるけど、きっとまた変わっちゃうんだわって……自分でも呆あきれるくらい、悪い方へ頭が行っちゃうの」

「やれやれ。母親の心配性しようには困ったものだな」

「まったくだわ。お母さん自身も困っちゃう。子供のことは、いくつになっても、ずーっと心配。これはもう、お母さんたちの不治の病ね」

「そっか。じゃあもう諦あきらめろ。俺にはどうもしてやれない」

「もう。そんな簡単に言ってくれて。お母さんは本気で悩なやんでいるのに、酷ひどいわマー君。お母さん、ぷんぷんよ」

「はいはい。それやめろ」

　ほっぺたを膨らませて怒おこる真々子の鼻先を、カーネーションでこちょこちょしてやって、ぷしゅーっと怒ど気きを吐はき出させてやった。

　そうして、真剣に。

「ありきたりな言い方だけどさ、未来なんて誰にもわからないだろ。母さんが言うように、現実世界へ戻ったら悪いことが起きるかもしれない。でも、ゲーム世界に残って冒険していくうちに、俺が変に変わることがあるかもしれない。確かなことは何も言えない。そうだろ？」

「それは……そうだけど……」
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「だったらさ、とりあえず今考えるのはやめようぜ。考えるだけ無む駄だだ。……実はな、そんなことよりも、ひっじょーに重要な問題があるんだ。俺の命にかかわる大問題だ」

「マー君の命にかかわる問題!?　な、何かしら!?」

　緊きん迫ぱくした様子で尋ねてくる真々子へ。

　真人は極きわめて深刻そうな表情を見せて。




「俺は腹が減った。家に帰って、母さんの飯を食いたい」




　ころっと表情を変えて、息子の笑え顔がおを思い切り見せつけてやった。

　真々子は呆れ顔だ。

「息子が餓が死ししそうだぞ。さあ母さん、どうする」

「どうするって、そんな……そんなこと言われちゃったら……可愛い息子のために、お家に帰ってご飯を作るしかないじゃないの。まったくもう」

　拗すねたように言って、真々子は吹ふき出した。真人の腕をぺしぺし叩たたいて、お腹なかを抱かかえて笑って……ちょっぴり涙なみだが出た。

　しょーもない茶番だ。本当に、しょーもない。

　だがそれは紛まぎれもない親子の会話。

　普ふ通つうに仲が良く、普通に幸せな親子の会話。

　どんなドラマよりも、どんな冒険よりも、母親の胸を打つ。

　真々子はカーネーションの花束を大事に受け取って、真人と腕を組んだ。

「ねえマー君。メニューは何がいいかしら」

「あー……なんでもいいよ」

「あらあら、その答えが一番困るのよねぇ……」

　どこの世界にも、どこのご家庭にもありそうな、普通の会話をしていると。

「あたしたちはビシッと注文するわよ。あたしは……いつもの！」

「私は、真々子さんのお勧すすめでお願いします」

「自分は、ママさんのとっておきメニューを注文しちゃいます！」

　仲間たちが駆かけ寄ってきて、真々子に飛びついた。

「腹ペコの子供が増えたな」

「うふふ。そうね。こうなったら、みんなのお母さんも誘さそって、みんなで一いつ緒しよにご飯にしましょう」

　転送装置に乗った勇者一行は、母親の愛情にも似た温かな光に包まれて、飛び立った。

















エピローグ









　真まさ人とがゲームをクリアして現実世界に戻り、一ヶ月ほどが経過した。







　放課後を目前にした教室内は、酷くざわついている。

「みんな静かにしろ。それじゃ配るぞ。以前にやったのは、特定の調査対象として選ばれたものだったが、今度は全国一いつ斉せいのものだ。内容は同じだが、大事な調査だからな。真面目まじめに記入しろよ」

　男性教師が生徒たちに配ったのは、【親と子の意識調査】と題された書類。

　内閣府政策統とう括かつ官（共生社会担当）が青少年の現状を把は握あくするために実じつ施ししている、国の調査である。

　人数分の冊子が、座席列の一番前から、後ろの席へ、順に回されて……

　真人の前の席の男子が、くるりと振ふり返って、素す敵てきな笑顔で書類を渡わたしてくる。

「なあ真人！　これって、例のやつだよな！」

「……なんだよ、例のやつって」

「とぼけるなって！　ついこの前リリースされた〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（正式）〟だよ！　この調査書を上手うまく書けば、それに参加できるんだよな！　な！」

「そんなこと、俺に聞かれても知らんけど」

「しらばっくれるなよ。お前が学校休んで参加してた国の特別プログラムって、このβベータ版なんだろ？　みんな言ってるぜ？……なあ教えてくれよ。どこをどう書けば……」

「おい、そこ！　しゃべってないで、ちゃんと調査に参加しろ！　やる気がないなら不参加扱あつかいにするぞ！」

「やっべ。それはマジ勘かん弁べん」

　教師に叱しかられて、男子生徒は慌あわてて前を向いた。

　教室内が静かになった。生徒たちはみんな真剣だ。放課後がお預けになっていることに不満を感じている者はいない。みんな必死に、テスト以上に真剣になって、調査書と向き合っている。

　そんな中、一人だけ、真人は適当にペンを走らせる。

「（この調査がプレイヤー選出に関係してることは、間違いないだろうけどな……）」

　だが真人には、もう参加資格がない。

　寂さびしい気もするが、こればかりは仕方ない。設問に対し、今の自身のありのままをすらすらっと記入して。

　ちょっと一休み。真人は何気なく窓の外を眺ながめた。今日の現実世界は晴れ。いい天気。

　と、視界の端はしで何かが動いた。校門の辺りで、赤いランドセルを背負った小こ柄がらな人ひと影かげがうろちょろしている。

　真人のお姫ひめ様さまがお待ちかねだ。調査書をさっさと終わらせて行かなければならない。

　設問は残り一つ。




【問：母親と一緒に冒険の旅に出たら仲良くなれますか？】




　真人の答えは。

「なれるんじゃねーの。知ってるけど」

　苦く笑しようしながら答えを記入して、真人は通学バッグを担かついで席を立った。







　真人が昇しよう降こう口から駆け出すと、小学六年生のお姫様がすぐに気付いて、大きく手を振ってきた。

「真人さーん！　自分はここです！」

「おーう。待たせてごめんな、ポータ……じゃなくて、萌も子こ」

「ふぇっ!?」

　本名で呼びかけたら、なんか驚かれた。

「ど、どうした？　本名は萌子だろ？　間ま違ちがってないよな？」

「は、はい！　間違ってないです！　間違ってないです、けど……えっと……な、なんだか変な感じです！」

　微び妙みように赤くなっているほっぺたを両手で押さえて、ポータこと萌子は小首を傾かしげた。……真人に本名を呼ばれて、どうしてドキッとしてしまったのか、本人もちょっとよくわからないようだ。

「えっと、えっと……きょ、今日はゲームの集まりなので、自分はポータでいいです！」

「そっか。それもそうだな。じゃあポータで。あと二人、ワイズとメディをパーティに加えるために、二人で冒険の旅に出発だ」

「はい！」

　真人とポータは二人並んで歩き出した。向かうは駅の方角。

　思い出話に花を咲さかせながらしばらく進むと、真人のポケットがブルブル震ふるえた。スマホに着信あり。

　電話をかけてきたのは、父親の隼はや人とだ。

「ポータ、ちょっとごめんな。……もしもし？」

『やあ真人。父さんだ。今、大だい丈じよう夫ぶかい？　まずは残念な報告をしなければならないんだけど……』

「今日の食事会には参加できないと」

『正解。誘ってもらったのに申し訳ない』

「仕方ないよ。仕事だからな。……それで、もうお一方は……」

『堀ほつ田たさんは問題ない。運営との会議は午前中に無事終わった。萌子ちゃんの名を叫さけびながら、猛もうダッシュで会議室から出て行った、とお知らーせするよ』

　いいお知らーせだ。「ポータの母さん、来れるみたいだぞ」「わぁ！　自分、すっごく嬉うれしいです！」ぴょんぴょん飛び跳はねて喜ぶポータが可愛かわいいのなんの。

『ああそうだ。お知らーせということで、ついでに伝えておくけど』

「ん？　なんだよ」

『白しら瀬せさんがね、半休ではなく外回り、つまりプライベートではなく仕事として、そちらへ向かったようなんだ。詳くわしいことはわからないんだけど……ああ、すまない。そろそろ戻もどらないと。それじゃ、また』

「あ、ああ。お疲つかれ様……？」

　隼人は通話を切ってしまった。真人は小首を傾げた。状じよう況きようがわからないポータはもっと小首を傾げた。その様子も可愛いのなんの。

　とりあえず真人とポータは移動を再開した。話していると、時間なんてあっという間。すぐに駅前の商店街まで来てしまった。

　最終目的地である大おお好すき家は、商店街を通り抜ぬけてしばらく歩いたところにあるのだが、その前に。

　真人とポータは、商店街の小さなスーパーマーケットの前で立ち止まった。

「ワイズがバイト始めた店は、ここだな」

「はい！　スーパー【母の店】です！」

「母さんの行きつけの店で、母さんの紹しよう介かいで始めたらしいけど……あいつの家って、三駅くらい離はなれてるんだよな……なんでわざわざここでバイトすることにしたのか……」

「それは、家に近いからだと思います！」

「いや遠いって」

　ワイズ自身の家ではなく、誰だれかさんの家に近い、という意味だが。まあとにかく。

　入店した真人とポータは、入ってすぐ、野菜コーナーに探し人の姿を発見した。

「朝からアルバイトだなんて、ご苦労なことですね……」

「今日は学校が創立記念日で休みだったからね。時間があるなら稼かせぐでしょ。それが貧びん乏ぼう人の生き方よ」

「なるほど。駅から徒歩で行ける距きよ離りをタクシーで来てしまった私としては、少し申し訳ない気分です」

「よし黙だまれお嬢じよう様さま」

　女子制服のスカートとブラウスに、店のエプロンを身に付けている、チョココロネ頭の女子がいる。白菜をせっせと陳ちん列れつしている。

　その傍そばには、少し退たい屈くつそうにしているセーラー服姿の美少女がいる。

　パーティメンバーの二人だ。

「おーいワイズというか玄げん夜やというかワイズ。……と、それから……」

「ああ真人君。私はメディで構いませんよ？」にっこり

　とても威い圧あつ的なスマイルを向けてくるセーラ服姿の美少女は、メディだ。

　メディだが。

「ちょっと真人ぉ。ちゃんと本名で呼んであげなさいよね……愛え莉りー瀬ぜってさ。愛莉瀬のために。お上品で素敵なお名前よね、愛莉瀬。くっくっく」

「なんですか玄夜さん？　何か問題がありますか？　拳こぶしでご指名を入れて差し上げましょうか？　追加で蹴けりも入れて差し上げますよ？」……ゴゴゴゴ……

「わわっ！　現実世界なのにダークパワーが見えます！」

　有名なピアノ曲から名付けられた人と、ホストの源げん氏じ名なから名付けられた人が、睨にらみ合いから掴つかみ合いのキャットファイトを「ストップ！　ストップ！」真人は慌てて割って入った。

「今日はゲームの集まりだからさ！　みんなアカウント名でいこうぜ！　な！」

「はい。そうしましょう。……ではワイズさん。私たちは用事がありますから、これで。お仕事頑がん張ばってくださいね」

「こら。置いて行こうとするんじゃないわよ。ちゃちゃっと退勤してくるから、ちょっと待ってなさいよ」

「はい！　四人揃そろって、真人さんの家へ出発です！」







　取り留めがない会話をしながら、てくてく歩く。

　どれだけ歩いてもモンスターとエンカウントしない歩道を、てくてくと。

　四人で進んでいく。

「……もしもの話だけどさ。俺たちがまたゲーム世界に行くことがあったら……」

「あたしは戦士系の職業にしよっかな。今度は物理攻こう撃げきで戦ってみたいから。魔ま法ほうはメディに任せるわ」

「待ってください。私も戦士系を希望します。騎き士しがいいですね。というわけですから、魔法はポータちゃんにお任せしましょう」

「はい！　自分、魔法使いになってみたいです！」

「でもって、真人が普ふ通つうの勇者」

「普通のリーダーですね」

「勇者はいいけど、また普通かよ。……というかさ」

　また一いつ緒しよにパーティを組むのは決定事じ項こうらしい。当然のような顔をしているワイズたちを眺めて、真人は思わず笑ってしまった。

　笑って、それで……その笑え顔がおを少し寂しいものに変えた。

「実際のところ、難しいだろうけどな」

「まあね。正式サービスが始まったけど、あたしたちにはもう参加資格がないし」

「まさかまさかの展開でも起きなければ、可能性はないに等しいですね」

「まさかまさかの展開、起きてほしいです！」

「だな。そうなることを願って……今日は勇者パーティ恒こう例れいの親子食事会だ。みんな母親同どう伴はんで、盛り上がっていこうぜ！」

「「「おーっ！」」」

　テンションを上げて、閑かん静せいな住宅街にある大好家に突とつ入にゆうだ。

　玄げん関かんを開けると、婦ふ人じん靴ぐつが四足、丁てい寧ねいに並べられている。母親たちは先に集まっているようだ。……それにしては、家の中が妙みように静かだが。

　真人たちはリビングへ向かった。ドアを開けると、室内はいつも通りの状態。食事会の準備は何もされていなくて。

「どうも。お邪じや魔ましていますとお知らせします。白瀬なだけに」

　食しよく卓たくについてお茶していた白瀬が、しれっとした顔でしれっと挨あい拶さつしてきた。

　いるのは白瀬だけだ。

「白瀬さんだけですか？　母さんたちは？」

「所用で席を外していらっしゃいます。……早さつ速そくですが皆みなさん、少しよろしいでしょうか。まずは必要なご挨拶をさせていただきます。私はこういう者です」

　白瀬は席を立ち、真人たちの前まで来て、首から下げている身分証を提示してきた。

「内閣府政策統とう括かつ官（共生社会政策担当）委い託たく調査員、白瀬真ま澄すみさん。知ってますけど」

「なんでご丁寧にご挨拶？」

「政府からの要よう請せいをお伝えするために、正式な手順を踏ふんでいるのですよ。実は、〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟をクリアなさったテストプレイヤーの方々に、続編開発へのご協力をお願いすることになりまして」

「続編？　続編ということは……ま、まさか？」

「基本システムはもちろん、冒ぼう険けんの記録や、登場人物との思い出など、前作の全すべてを引き継ついでいる、謎なぞ技術フルダイブ型オンラインゲームです。今度は社会の闇やみをテーマにした様々なクエストをクリアしていく、というものになる予定です」

「それに協力するって、もしかして……ままま、まさかまさかの、でしょうか！」

「フフフ。そうですとも。あちらをご覧ください」

　白瀬はリビングのテレビを手で示した。

　真人のデスクトップパソコンの本体が持ち込まれ、テレビと接続されている。テレビ画面がモニター代わりに使用されている状態だ。

　真人たちは大急ぎでテレビに駆かけ寄った。

「ちょマジか!?　マジなのか!?　マジなんだな!?」

「皆さん、準備はよろしいでしょうか？　いきますよ？　この白瀬がお届けする、まさかの、まさかまさかの！」

「まさかまさかのっ！」

　白瀬がテレビのリモコンスイッチをピッとすると、画面が明るくなって……！




『お母さんたちで、冒険の旅に出発よ。おー！』

『『『おーっ！』』』




　真ま々ま子こと、和かず乃のと、メディママと、冥めい母ぼハハーデスの姿が映し出された。母親四人で拳を突つき上げて、彼方かなたへ向けて勇ましく歩き出した。

「まさかまさかの、母親パーティの冒険が始まったことをお知らせします」

「ちょっと待てええええっ!?　おい母さん!?　母さんたち!?　子供を差し置いて何やってんだよおおおおっ!?」

　真人がテレビ画面にかじりつくと、真々子がふと気付いた。

『あら？　なんだかマー君の視線を感じるわ。どっちかしら、こっちかしら。こっちね。マー君、お母さんよ～』わーい

「暢のん気きに手を振ふってる場合じゃなくて！　というかよく気付いたな！」

『お母さんたち、ちょっと冒険してくるわ。お夕飯までには戻るから大だい丈じよう夫ぶよ。……でももし、お母さんと一緒に冒険したいなら、今度はマー君の方から追いかけてくれてもいいわよ？　お母さんたちに追いつけるかしら。ちょっと難しいかしら。うふふ』

「言ったな？……みんな、最初のクエストだ！　ゲーム世界に突入して、母さんたちを捕つかまえるぞ！」

「「「おーっ！」」」

　画面から光が溢あふれ、期待に胸を躍おどらせる真人たちを包み込んでいく。

　白瀬は、うっかりテレビのリモコンの主電源ボタンを押そうとしていたが、やっぱりやめて、微笑ほほえましく見守っている。

　新たな旅立ちだ。

「母さん！　今行くからな！　俺たちはどこまでも、母親同伴で冒険だ！」

　親子は終わらない。冒険も終わらない。

　再び母と子の物語が幕を開けるのだった。








完










あとがき









　お世話になっております。井い中なかでございます。

　ゲーム世界で母親と一いつ緒しよに冒ぼう険けん!?　新感覚母親同どう伴はん冒ぼう険けんコメディ！……ということでやって参まいりました本シリーズ。ついに完結でございます。

　応おう援えんしてくださった皆みな様さま。ありがとうございました。

　本作でデビューさせていただく前のこと。ひたすら公こう募ぼへ応おう募ぼ作を送り続けた中で、日の目を見ることがなかったキャラクターが大勢います。生み出しておいて、それっきり。

　申し訳なかった。

　本作では、皆様のご支し援えんにより、物語を最後まで書くことができました。

　たかがキャラクター。されどキャラクター。儚はかなく消えていったキャラたちの無念、儚く消えさせてしまった作者の懺ざん悔げ……本作の登場人物たちは、多くの想いを背せ負おって走り抜ぬいてくれました。物語に描えがかれる者の幸せを全まつとうできたのです。

　ただただ感謝です。

　ありがとうございました。

　何度でも、ありがとうございました。




　関係者の皆様へ。

　担当編集さん。編集部さん。出版社さん。デザインさん。校正さん。印刷所さん。製本所さん。営業さん。販はん売ばい店さん。

　コミカライズでお世話になっております、冥めい茶ちやさん。コミックサイドの担当編集さん。

　音声朗ろう読どくサービスでお世話になった方々。

　アニメ関係でお世話になった方々。プロデューサーさん。監かん督とくさん。スタッフさん。キャストさん。

　そして、飯いい田だぽち。さん。

　ありがとうございました。お疲つかれ様さまでした。

　この御ご恩おんは忘れません。

　皆様の今後益ます々ますのご活かつ躍やく、ご健康とご多た幸こうを心よりお祈いのりしております。

　また機会がございましたら、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。




　最後に。

　恒こう例れいの身内ネタを、と思ったのですが、そのネタ収集は今後行う予定です。

　脳静じよう脈みやく瘤りゆう（動脈瘤だったかも？）のクリッピング手術を受けた親父様の快かい方ほう祝いに、愚ぐ息そく作家のシリーズ完結祝いも含ふくめ、姉上様家族も交えて食事会をすることになりまして。

　随ずい分ぶんと久しぶりの、家族だけの全員集合。

　お袋ふくろ様さまは、普ふ段だんは買わないような、お高いマスカットを食べたがっているとか。

　安心せい。息子が買こうたる。




　さてと。

　食事会開かい催さいを待つ間に、次回作のプロットを書くことにします。

　またお目にかかれますように。
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